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1

『雪竇頌古』譯注（一） 　（衣川賢次）

『
雪
竇
頌
古
』
譯
注
（
一）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衣
川　

賢
次

譯
注
前
言

雪
竇
重
顯
（
九
八
〇
～
一
〇
五
二
）
は
七
部
集
と
稱
さ
れ
る
厖
大
な
著
述
を
の
こ
し
た
が
、
な
か
で
も
『
頌
古
百
則
』
は
圓

悟
克
勤
（
一
〇
六
三
～
一
一
三
五
）
の
評
唱
集
『
碧
巖
錄
』
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
有
名
に
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
同
じ
く
蜀
出
身

の
同
郷
の
よ
し
み
か
ら
で
あ
ろ
う
、
圓
悟
は
雪
竇
の
『
頌
古
百
則
』
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
そ
の
「
本
則
」
と
「
頌
古
」
に
つ

い
て
「
著
語
」
と
「
評
唱
」
を
附
し
て
い
る
。「
著
語
」
は
茶
々
で
あ
り
、「
評
唱
」
は
調
子
よ
く
提
唱
す
る
も
の
、
い
づ
れ

も
當
時
の
演
藝
の
影
響
を
受
け
て
禪
林
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
決
し
て
深
い
思
索
を
盛
り
込
ん
だ
も

の
で
は
な
い
。「
宗
門
第
一
書
」
な
ど
と
い
う
民
間
書
肆
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
踊
ら
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。『
碧
巖
錄
』
と

い
う
書
物
は
禪
宗
故
事
を
盛
り
込
ん
だ
「
本
則
」
と
雪
竇
の
「
頌
古
」
と
圓
悟
の
「
著
語
」「
評
唱
」
の
三
層
か
ら
成
っ
て

い
る
。
從
來
か
ら
圓
悟
の
「
評
唱
」
に
よ
っ
て
「
本
則
」
と
雪
竇
の
「
頌
古
」
を
讀
解
す
る
こ
と
が
習
慣
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
顛
倒
し
た
手
法
で
あ
っ
て
、
主
に
唐
五
代
の
禪
宗
故
事
た
る
「
本
則
」
は
そ
れ
自
身
と
し
て
、
つ
ま
り
唐
五
代

の
禪
思
想
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、「
頌
古
」
は
こ
れ
を
宋
代
の
雪
竇
が
偈
頌
の
形
式
に
よ
っ
て
解
釋
を
施
し
た
思

想
的
作
品
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
唐
五
代
の
禪
宗
故
事
を
宋
代
禪
の
立
場
か
ら
獨
自
に
批
評
し
た
も
の
と
し
て
讀

解
す
べ
き
で
あ
る
。
圓
悟
の
「
著
語
」
と
「
評
唱
」
は
俗
語
俗
諺
を
頻
發
し
た
蕪
雜
で
饒
舌
な
一
種
の
演
藝
で
あ
る
か
ら
、

「
本
則
」
と
雪
竇
の
「
頌
古
」
は
圓
悟
の
「
著
語
」
と
「
評
唱
」
か
ら
切
り
離
し
て
讀
む
べ
き
で
あ
る
。
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こ
こ
に
『
雪
竇
頌
古
』
譯
注
と
し
て
雪
竇
が
編
定
し
た
「
本
則
」
と
か
れ
の
「
頌
古
」
を
讀
解
し
研
究
し
よ
う
と
す
る

目
的
は
、
唐
五
代
の
禪
宗
故
事
を
宋
代
禪
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
手
順
は
ま

づ
雪
竇
が
編
定
し
た
「
本
則
」
が
ど
こ
か
ら
得
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば

『
雪
竇
頌
古
』
第
七
則
は
法
眼
文
益
と
慧
超
の
對
話
で
あ
る
が
、
そ
の
古
い
か
た
ち
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
五
の
慧
超
の

章
に
見
え
る
も
の
で
、
そ
こ
で
は
「
如
何
な
る
か
是
れ
佛
？
」
と
問
う
た
慧
超
は
法
眼
の
「
汝
は
是
れ
慧
超
」
と
い
う
答
え

を
聞
い
て
、
た
だ
ち
に
そ
の
意
を
悟
っ
た
と
し
て
、「
師
（
慧
超
）
は
此
れ
よ
り
信
入
し
、
其
の
語
は
諸
方
に
播ひ
ろ

ま
る
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
法
眼
は
馬
祖
禪
の
「
即
心
是
佛
」
を
も
っ
て
「
佛
と
は
な
に
か
？
」
に
答
え
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
で
は
雪
竇
の
頌
の
意
味
は
理
解
で
き
な
い
。
雪
竇
の
頌
は
「
江
國
に
春
風
吹
き
起
こ
ら
ず
、
鷓
鴣
啼
き
て
深
花
の
裏う

ち

に

在
り
」
と
詠
じ
、
春
が
來
た
の
に
慧
超
は
氣
づ
か
ず
、
鷓
鴣
の
聲
も
耳
に
入
ら
ぬ
と
ん
だ
鈍
感
者
だ
と
言
っ
て
嘲
笑
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
偈
頌
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
出
て
來
よ
う
が
な
い
。
雪
竇
は
『
汾
陽

頌
古
』
の
「
汝
は
是
れ
慧
超
」
で
終
わ
る
テ
ク
ス
ト
に
據
っ
て
「
本
則
」
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
慧
超
は
法
眼
の
答
え

の
意
味
（
き
み
は
慧
超
だ
、
き
み
が
佛
な
の
で
は
な
い
。
佛
を
求
め
る
き
み
と
は
何
者
な
の
か
？
と
問
う
た
）
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
法
眼
は
馬
祖
禪
再
檢
討
の
唐
末
五
代
の
時
期
の
人
で
あ
っ
て
、
中
唐
時
代
の
馬
祖
禪
の
「
即
心
是
佛
」
の
よ
う
な
單

純
な
考
え
か
た
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
、「
汝
は
是
れ
慧
超
」
を
「
即
心
是
佛
」
の
意
圖
で
答
え
た
は
づ
は
な
い

の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
雪
竇
の
頌
は
唐
五
代
の
禪
宗
故
事
に
對
し
て
從
來
の
解
釋
に
從
わ
ず
、
宋
代
禪
僧
ら
し
い
解
釋
の
反
轉
を
隨

處
に
見
せ
、
そ
の
批
評
性
は
同
時
代
の
禪
僧
の
「
頌
古
」「
拈
古
」
と
は
異
な
る
際
立
っ
た
鋭
さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
同
時
代
の
白
雲
守
端
、
保
寧
仁
勇
、
五
祖
法
演
お
よ
び
『
禪
門
拈
頌
集
』
な
ど
に
引
か
れ
る
禪
僧
の
「
頌
古
」
と
比
較

し
て
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
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ま
た
、
雪
竇
は
長
短
句
の
形
式
で
「
頌
古
」
を
創
作
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
宋
代
に
流
行
し
た
「
詞ツ

」
の
形
式
に
似
た
、

五
言
七
言
の
定
型
詩
と
は
異
な
る
比
較
的
自
由
な
、
口
語
的
發
想
を
盛
る
に
ふ
さ
わ
し
い
形
式
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は

宋
代
禪
僧
が
説
法
の
最
後
を
長
短
句
の
偈
頌
で
締
め
く
く
る
知
識
人
的
嗜
好
と
も
共
通
し
て
い
る
。
長
短
句
の
形
式
で
あ
っ

て
も
押
韻
は
詩
歌
に
必
須
で
あ
る
が
、
蜀
出
身
の
雪
竇
の
押
韻
が
「
閩
蜀
同
風
」
と
い
わ
れ
る
特
殊
な
宋
代
四
川
方
音
に

據
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

『
雪
竇
頌
古
』
に
は
譯
注
（
入
矢
義
高
、
柳
田
聖
山
、
梶
谷
宗
忍
『
雪
竇
頌
古
』、
禪
の
語
錄
⑮
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一

年
）、
ま
た
『
碧
巖
錄
』
に
も
訓
注
と
譯
注
（
入
矢
義
高
、
溝
口
雄
三
、
末
木
文
美
士
、
伊
藤
文
生
訓
注
、
岩
波
文
庫
、

一
九
九
二
、一
九
九
四
、一
九
九
六
年
／
末
木
文
美
士
譯
注
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
三
年
／
土
屋
太
祐
『
一
夜
碧
巖
』
譯
注
（
第
一

～
第
四
則
）、『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
七
、一
六
九
、一
七
一
、一
七
六
號
、
二
〇
一
五
、二
〇
一
六
、二
〇
一
七
、二
〇
二
〇
年
）
が

あ
り
、
隨
時
參
照
し
た
。

譯
注
凡
例

（
1
）
本
譯
注
は
『
雪
竇
頌
古
』
本
文
（
本
則
、
頌
古
）
の
校
錄
、
校
記
、
訓
讀
、
日
譯
、
注
釋
か
ら
成
る
。
底
本
は
四

部
叢
刊
續
編
集
部
所
收
宋
本
『
雪
竇
頌
古
』
で
あ
る
。
こ
の
宋
本
に
據
る
五
山
版
『
雪
竇
頌
古
』（『
雪
竇
明
覺
大

師
語
錄
』
第
二
册
、
柳
田
聖
山
・
椎
名
宏
雄
編
禪
學
典
籍
叢
刊
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
も
參
照
し
た
。

（
2
）
校
本
に
は
五
山
版
『
碧
巖
錄
』（
椎
名
宏
雄
編
五
山
版
中
國
禪
籍
叢
刊
第
十
二
卷
『
佛
果
圜
悟
禪
師
碧
巖
錄
』、
臨
川
書

店
、
二
〇
一
八
年
）、『
佛
果
碧
巖
破
關
擊
節
』（
寫
本
影
印
、
東
隆
眞
編
『
影
印
本
禪
門
秘
寶
』、
教
行
社
、
一
九
九
五

年
）、『
焭
絶
老
人
天
奇
直
註
雪
竇
顯
和
尚
頌
古
』（
明
本
瑞
直
註
、『
續
藏
』
所
收
）
を
用
い
て
對
校
し
校
記
を
附
し
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た
。
た
だ
し
諸
本
間
の
文
字
の
異
同
は
す
べ
て
意
味
に
關
わ
り
の
な
い
些
末
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、「
本
則
」
と
「
頌

古
」
の
本
文
は
一
定
し
て
い
る
。

（
3
）
注
釋
は
『
雪
竇
頌
古
』「
本
則
」
の
淵
源
を
確
定
し
、
雪
竇
の
頌
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
と
め
、
簡
潔

を
旨
と
し
て
、
語
句
の
意
味
と
用
例
な
ど
は
省
略
し
た
。
北
宋
末
の
睦
庵
善
卿
『
祖
庭
事
苑
』
に
は
『
雪
竇
頌
古
』

の
字
句
に
對
す
る
檢
討
（
卷
二
に
二
十
三
條
）
が
あ
り
、
重
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
注
釋
に
引
用
し
た
。

（
4
）
本
譯
注
は
中
國
寧
波
雪
竇
山
資
聖
寺
「
雪
竇
寺
《
頌
古
百
則
》
研
究
項
目
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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『
雪
竇
頌
古
』
第
一
則

擧
（
１
）

：
梁
武
帝
問
達
磨
大
師
：
「
如
何
是
聖
諦
第
一
義
？
」
達
磨

（
２
）

云
：
「
廓
然
無
聖
。
」
帝
云
：
「
對
朕
者
誰
？
」
磨

云
：
「
不
識
。
」
帝
不
契
。
遂

（
３
）

渡
江
至
魏
。
武
帝
擧

（
４
）

問
志
公
，
志
公

（
５
）

云
：
「
陛
下
還
識
此
人
否
？
」
帝
云
：
「
不

識
。
」
志
公
云
：
「
此
是
觀
音
大
士
，
傳
佛
心
印
。
」
帝
悔
，
遂
遣
使
取
。
志
公
云
：
「
莫
道
陛
下
發
使
去
取
，
闔
國
人
去
，

他
（
６
）

亦
不
廻

（
７
）

。
」

頌
曰
：

「
聖
諦
廓
然
，
何
當
辨
的
？

對
朕
者
誰
？
還
云
不
識
。

因
茲
暗
渡
江
，
豈
免
生
深

（
８
）

棘
？

闔
國
人
追
不
再
來
，
千
古
萬
古
空
相
憶
。

休
相
憶
，
清
風
匝
地
有
何
極
？
」

師
顧
視
左
右
云
：
「
這
裏
還
有
祖
師
麼
？
」
自
云
：
「
有
，
喚
來
與
老
僧
洗
脚
。
」

【
校
記
】

（
1
）「
擧
」，《
直
註
》
無
，
以
下
各
則
同
。

（
2
）「
達
磨
」，《
直
註
》、《
碧
巖
錄
》
作
「
磨
」，
下
同
。

（
3
）「
遂
」，《
直
註
》
無
；
《
碧
巖
錄
》
作
「
達
磨
遂
」。

（
4
）「
武
帝
」，《
直
註
》
作
「
帝
」
；
《
碧
巖
錄
》
作
「
帝
後
擧
」。
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（
5
）「
志
公
」，《
直
註
》
作
「
公
」，
下
同
。

（
6
）「
他
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
佗
」。

（
7
）「
廻
」，《
直
註
》、《
碧
巖
錄
》
作
「
回
」。

（
8
）「
深
」，《
直
註
》、《
碧
巖
錄
》
作
「
荊
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
梁
の
武
帝 
達
磨
大
師
に
問
う
、
「
如い

か何
な
る
か
是
れ
聖

し
ょ
う

諦た
い
だ
い第

一い
ち

義ぎ

？
」
達
磨
云
く
、
「
廓か

く
ね
ん然

と
し
て
聖

し
ょ
う

な
る
も
の
無

し
。
」
帝
云
く
、
「
朕
に
對
す
る
者
は
誰た

れ

ぞ
？
」
磨
云
く
、
「
識し

ら
ず
。
」
帝
契か

な

わ
ず
。
遂か

く

て
江
を
渡
っ
て
魏
に
至
る
。
武
帝
擧

し
て
志
公
に
問
う
、
志
公
云
く
、
「
陛
下
還は

た
此
の
人
を
識
る
や
？
」
帝
云
く
、
「
識
ら
ず
。
」
志
公
云
く
、
「
此
れ
は
是
れ
觀

音
大
士
に
し
て
佛
の
心
印
を
傳
う
。
」
帝
悔
い
て
、
遂
て
使
を
遣
り
て
取
ら
し
め
ん
と
す
。
志
公
云
く
、
「
道い

う
莫
れ 

陛
下 

使
を
發
し
去ゆ

き
て
取
ら
し
め
ん
と
。
闔こ

う
こ
く國

の
人
去
く
と
も
、
他か

れ

は
亦
た
廻か

え

ら
ず
。
」

頌
に
曰
く
、

「
聖
諦
廓
然
た
る
こ
と
、
何い

つ當
か
的ま

と

を
辨
ぜ
ん
？

朕
に
對
す
る
者
は
誰
ぞ
？
還ま

た
識
ら
ず
と
云
う
。

茲こ

れ
に
因
り
て
暗ひ

そ

か
に
江
を
渡
る
、
豈
に
深
棘
を
生
ず
る
を
免
れ
ん
や
？

闔
國
の
人
追
う
も
再
來
せ
ざ
る
に
、
千
古
萬
古
空む

な

し
く
相
い
憶
う
。

相
い
憶
う
を
休や

め
よ
、
清
風
匝
地 

何
の
極
ま
る
こ
と
か
有
ら
ん
？
」

師
は
左
右
を
顧こ

し視
し
て
云
く
、
「
這こ

こ裏
に
還は

た
祖
師
有
り
や
？
」
自
ら
云
く
、
「
有
り
。
喚よ

び
來き

た

っ
て
老
僧
が
與た

め

に
脚
を
洗
わ

し
め
よ
。
」
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【
日
譯
】

本
則
。
梁
の
武
帝
が
達
磨
大
師
に
問
う
た
、
「
聖
な
る
教
え
の
根
本
義
と
は
な
に
か
？
」

達
磨
は
答
え
た
、
「
聖
な
る
教
え
な
ど
あ
り
は
し
な
い
。
」

武
帝
が
問
う
た
、
「
朕
の
前
に
い
る
お
ま
え
は
何
者
だ
！
」

達
磨
は
答
え
た
、
「
知
ら
ぬ
。
」

武
帝
は
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
ず
、
相
見
は
不
毛
に
終
わ
っ
た
。
達
磨
は
長
江
を
渡
っ
て
魏
へ
行
っ
た
。

武
帝
は
寶
志
に
問
う
と
、
寶
志
、
「
陛
下
は
あ
の
人
を
ご
存
じ
で
す
か
？
」
武
帝
、
「
知
ら
ぬ
。
」
寶
志
、
「
あ
れ
は
觀
音
菩
薩

の
化
身
で
、
佛
の
心
印
を
傳
え
た
人
で
す
。
」
武
帝
は
後
悔
し
、
使
者
を
遣
っ
て
呼
び
戻
そ
う
と
し
た
。
寶
志
、
「
陛
下
が
使

者
を
遣
っ
て
呼
び
戻
す
こ
と
は
お
ろ
か
、
全
國
の
人
を
行
か
せ
て
も
、
あ
の
人
は
戻
り
ま
す
ま
い
。
」

頌
に
い
う
、

「
聖
な
る
教
え
な
ど
あ
り
は
し
な
い
」
と
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
分
か
る
こ
と
や
ら
。

「
朕
の
前
に
い
る
お
ま
え
は
何
者
だ
！
」
に
對
し
て
も
「
知
ら
ぬ
」
と
言
っ
た
。

こ
う
し
て
達
磨
は
ひ
と
り
長
江
を
渡
っ
た
が
、
こ
れ
が
の
ち
荊
棘
を
蔓
延
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
全
國
の
人
を
呼
び
に
遣
ろ
う
と
戻
り
は
せ
ぬ
」
の
に
、
い
つ
ま
で
も
悔
や
ん
で
い
る
が
、

悔
や
む
の
は
止
め
よ
。
そ
う
す
れ
ば
爽
や
か
な
風
に
憩
う
こ
と
が
で
き
る
。

師
は
左
右
を
見
ま
わ
し
て
問
う
た
、
「
こ
こ
に
達
磨
は
い
る
か
？
」
み
づ
か
ら
答
え
て
、
「
い
る
。
呼
ん
で
來
て
わ
が
脚
を
洗

わ
し
め
よ
！
」
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【
注
釋
】

○
梁
武
帝
と
達
磨
が
對
話
し
た
と
い
う
傳
説
に
寶
誌
の
批
評
を
組
み
合
わ
せ
た
形
は
『
雪
竇
頌
古
』
の
本
則
以
前
に
は
見
ら

れ
な
い
。
北
宋
の
白
雲
守
端
の
「
頌
古
」
は
本
則
と
同
じ
で
、
お
そ
ら
く
雪
竇
の
テ
ク
ス
ト
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

達
磨
大
師
見
梁
武
帝
。
帝
問
曰
：
「
如
何
是
聖
諦
第
一
義
？
」
師
曰
：
「
廓
然
無
聖
。
」
帝
曰
：
「
對
朕
者
誰
？
」
師

曰
：
「
不
識
。
」
帝
不
悟
。
師
遂
折
蘆
渡
江
至
魏
。
後
帝
擧
問
誌
公
，
公
曰
：
「
陛
下
識
此
人
否
？
」
帝
曰
：
「
不
識
。
」

公
曰
：
「
此
是
觀
音
大
士
，
傳
佛
心
印
。
」
帝
曰
：
「
當
遣
使
詔
之
？
」

公
曰
：
「
莫
道
陛
下
詔
，
闔
國
人
去
，
他
亦
不
回
。
」

一
箭
尋
常
落
一
鵰
，
更
加
一
箭
已
相
饒
。
直
歸
少
室
峰
前
坐
，
梁
主
休
言
更
去
招
。

（
『
白
雲
守
端
禪
師
語
錄
』
卷
下
「
頌
古
」
）

　

梁
武
帝
が
達
磨
の
語
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
達
磨
が
中
國
に
禪
を
傳
え
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
の
は
、
隋
唐
の
交
に
興
起
し
た
禪
宗
が
そ
の
祖
と
し
て
達
磨
を
据
え
た
こ
と
に
始
ま
り
、
禪
宗
の
祖
と
し
て
の
達
磨

の
傳
記
が
形
成
さ
れ
る
の
は
唐
代
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
創
作
さ
れ
た
こ
の
説
話
に
い
か
な
る
思
想
史
的
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
か
を
讀
み
取
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
梁
武
帝
問
達
磨
大
師
：
如
何
是
聖
諦
第
一
義
？
磨
云
：
廓
然
無
聖　

武
帝
は
佛
教
の
「
聖
な
る
眞
理
」
を
問
う
た
が
、
達

磨
は
「
聖
な
る
眞
理
」
な
ど
と
い
う
も
の
は
な
い
と
答
え
た
。
禪
宗
の
考
え
る
佛
教
、
佛
陀
の
教
え
の
核
心
は
「
即
心
是

佛
」
で
あ
っ
て
、
禪
宗
の
人
々
は
自
己
の
外
に
佛
と
い
う
聖
な
る
權
威
を
認
め
ず
、「
人
人
具
有
，
箇
箇
圓
成
」
と
い
う

佛
性
を
持
つ
自
己
を
い
か
に
體
得
し
保
持
し
て
ゆ
く
の
か
（
己
事
究
明
）
を
課
題
と
し
た
。
達
磨
の
語
「
廓
然
無
聖
」
は

こ
の
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

○
帝
云
：
對
朕
者
誰
？
磨
云
：
不
識　

武
帝
は
帝
王
の
權
威
を
か
さ
に
し
て
威
壓
的
に
「
こ
の
無
禮
者
！
お
前
は
何
者
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だ
？
」
と
問
う
た
が
、
達
磨
は
「
知
ら
ぬ
」
と
答
え
た
。「
自
己
と
は
何
で
あ
る
か
？
」
こ
れ
こ
そ
が
禪
僧
の
生
涯
追
究

す
べ
き
課
題
（
己
事
究
明
）
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
中
唐
馬
祖
禪
以
來
の
禪
思
想
で
あ
る
。
行
脚
し
て
來
た
法
眼
文
益
に

地
藏
桂
琛
は
「
行
脚
の
事
は
如
何
？
」（
そ
な
た
は
ど
う
い
う
つ
も
り
で
行
脚
を
し
て
い
る
の
か
？
）
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
正
直

に
「
知
ら
ず
」
と
答
え
た
文
益
に
、
桂
琛
は
「
知
ら
ざ
る
、
最
も
親
切
」（
安
易
に
答
え
る
の
で
は
な
く
、
痛
切
に
追
求
す
る
こ

と
が
重
要
だ
）
と
諭
し
た
。
洞
山
良
价
は
「
法
身
と
は
な
に
か
？
」
と
問
わ
れ
て
「
我
常
に
此こ
こ

に
於
い
て
切
な
り
」（
わ
た

し
は
こ
の
事
を
い
つ
も
痛
切
に
受
け
止
め
て
い
る
）
と
答
え
た
。
こ
こ
の
達
磨
の
「
不
識
」
に
は
こ
う
い
う
唐
代
の
問
題
意
識

が
投
影
さ
れ
て
い
る
。

○
武
帝
擧
問
志
公
…
…　

こ
れ
以
下
は
梁
代
の
散
聖
寶
誌
を
登
場
さ
せ
て
達
磨
の
權
威
づ
け
を
し
た
敍
述
で
あ
る
。『
景
德

傳
燈
錄
』
卷
二
七
「
禪
門
達
者
雖
不
出
世
有
名
於
時
者
」
の
冒
頭
に
寶
誌
の
傳
説
を
敍
す
る
。

○
聖
諦
廓
然
，
何
當
辨
的
？
聖
諦
廓
然
？
還
云
不
識
。
因
茲
暗
渡
江
，
豈
免
生
深
棘
？
闔
國
人
追
不
再
來
，
千
古
萬
古
空
相

憶
。
休
相
憶
，
清
風
匝
地
有
何
極
？　

雪
竇
頌
は
本
則
の
語
「
聖
諦
」、「
廓
然
」、「
不
識
」、「
渡
江
」
を
そ
の
ま
ま
使
っ

て
祖
述
し
、
そ
の
あ
と
「
豈
免
生
深
棘
？
」
と
言
っ
て
達
磨
が
中
國
の
人
々
に
深
棘
（
禍
い
）
を
も
た
ら
し
た
と
斷
ず
る

の
は
、
宋
代
禪
僧
ら
し
い
評
價
の
反
轉
で
あ
り
、
最
後
に
達
磨
を
追
う
の
を
や
め
た
な
ら
、「
清
風
匝
地 

何
の
極
ま
る
こ

と
か
有
ら
ん
？
」
と
詩
的
に
偈
を
結
ぶ
の
も
宋
代
禪
の
常
套
で
あ
る
。
こ
こ
に
達
磨
の
説
話
に
寶
誌
の
説
話
を
附
加
し
た

意
圖
が
わ
か
る
。『
寶
林
傳
』（
八
〇
一
年
成
書
）、『
祖
堂
集
』（
九
五
二
年
よ
り
十
年
間
の
成
書
）、『
景
德
傳
燈
錄
』（
一
〇
一
一

年
公
布
）、『
天
聖
廣
燈
錄
』（
一
〇
三
六
年
序
）
等
の
燈
史
に
は
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
見
ら
れ
な
い
。
雪
竇
重
顯
（
九
八
〇

～
一
〇
五
二
）
と
白
雲
守
端
（
一
〇
二
五
～
一
〇
七
二
）
は
北
宋
初
期
の
同
時
代
人
で
あ
る
。『
白
雲
守
端
禪
師
語
錄
』
卷
下

「
頌
古
」
の
白
雲
守
端
の
偈
「
一
箭
尋
常
落
一
鵰
，
更
加
一
箭
已
相
饒
」（
一
本
の
箭
で
一
羽
の
鵰
を
射
落
と
す
の
は
平
凡
で
、

第
二
の
箭
を
放
つ
の
は
も
う
無
駄
だ
）
と
は
、
梁
武
帝
は
始
末
し
た
が
達
磨
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
。「
直
歸
少
室
峰
前
坐
，
梁
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主
休
言
更
去
招
」（
達
磨
は
嵩
山
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
、
武
帝
が
呼
び
戻
そ
う
と
す
る
の
は
も
う
よ
せ
）
と
は
、
寶
誌
の
立
場
を
代

辯
し
た
も
の
で
、
雪
竇
偈
に
比
べ
る
と
禪
僧
と
し
て
の
批
評
性
が
希
薄
で
あ
り
、
雪
竇
は
白
雲
の
一
世
代
前
に
屬
す
る
け

れ
ど
も
、
白
雲
が
言
い
及
ば
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
言
っ
て
い
る
。『
雪
竇
頌
古
』
は
寶
元
元
年
（
一
〇
三
八
）
の
序
が
あ
る

か
ら
、
白
雲
頌
古
の
三
十
年
前
に
成
立
し
て
い
る
。『
白
雲
守
端
廣
錄
』
卷
四
「
舒
州
法
華
山
端
和
尚
頌
古
一
百
十
則
」

は
『
白
雲
守
端
語
錄
』
卷
下
の
「
頌
古
」
の
改
編
再
錄
に
際
し
編
次
を
改
め
、
話
頭
に
詳
略
の
差
が
あ
る
。
尾
題
「
法
華

頌
古
一
百
十
首
」
の
あ
と
に
「
自
題
」
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
嘉
祐
七
年
（
一
〇
六
二
）
に
五
祖
山
西
堂
に
お

い
て
三
十
餘
首
、
嘉
祐
八
年
（
一
〇
六
三
）
に
法
華
山
に
お
い
て
一
百
十
首
と
な
っ
た
」
と
敍
べ
て
い
る
か
ら
、
白
雲
頌

古
は
雪
竇
沒
後
十
年
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
雪
竇
頌
古
百
首
の
う
ち
白
雲
頌
古
百
十
首
と
共
通
す
る
話
頭
が
二
十
五

則
あ
り
、
白
雲
頌
古
百
十
首
中
に
は
雪
竇
の
語
を
本
則
と
す
る
頌
古
も
二
首
あ
り
、
白
雲
頌
古
が
雪
竇
頌
古
か
ら
材
を

取
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

本
頌
は
四
四
韻
、
五
五
韻
、
七
七
韻
、
三
韻
七
韻
の
長
短
句
。
こ
の
形
式
は
百
首
の
中
で
こ
こ
の
み
で
あ
る
。
押
韻
は

「
的
」
錫
「
識
」「
棘
」「
憶
」「
極
」
職
、
入
聲
錫
（
梗
攝
）
職
（
曾
攝
）
韻
通
押
。

○
師
顧
視
左
右
云
：
這
裏
還
有
祖
師
麼
？
自
云
：
有
。
喚
來
與
老
僧
洗
脚
！　

頌
を
唱
え
た
あ
と
、
雪
竇
は
僧
衆
に
向
か
っ

て
「
こ
こ
に
達
磨
は
い
る
か
？
」
と
問
う
た
。「
き
み
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
達
磨
な
の
だ
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
は

趙
州
從
諗
の
語
を
用
い
て
い
る
。

師
問
僧
：
「
堂
中
還
有
祖
師
也
無
？
」
云
：
「
有
。
」
師
云
：
「
喚
來
與
老
僧
洗
脚
！
」
（
『
趙
州
錄
』
卷
下
）　

「
わ
が
脚
を
洗
わ
し
め
よ
！
」
と
は
祖
師
達
磨
を
下
僕
あ
つ
か
い
す
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
呵
佛
罵
祖
」
の
表
現
。
頌

で
「
達
磨
を
慕
う
の
を
や
め
よ
」
と
言
い
、
さ
ら
に
僧
衆
に
向
か
っ
て
、「
自
己
佛
性
の
尊
貴
に
比
べ
る
な
ら
ば
、
佛
祖

を
崇
拜
し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
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『
雪
竇
頌
古
』
第
二
則

擧
：
趙
州
示
衆
云
：
「
至
道
無
難
，
唯
嫌
揀
擇
。
纔
有
語
言
，
是
揀
擇
，
是
明
白
？
老
僧
不
在
明
白
裏
。
是
汝

（
１
）

還
護
惜

也
無
？
」
時
有
僧
問
云

（
２
）

：
「
既
不
在
明
白
裏
，
護
惜
箇
什
麼
？
」
州
云
：
「
我
亦
不
知
。
」
僧
云
：
「
和
尚
既
不
知
，

爲
什
麼
道

（
３
）

不
在
明
白
裏
？
」
州
云
：
「
問
事
即
得
，
禮
拜
了
退
。
」

頌
曰
：

至
道
無
難
，
言
端
語
端
。

一
有
多
種
，
二
無
兩
般
。

天
際
日
上
月
下
，
檻
前
山
深
水
寒
。

髑
髏
識
盡
喜
何
立
？
枯
木
龍
吟
消

（
４
）

未
乾
。

難
，
難
！
揀
擇
明
白
君
自
看
。

【
校
記
】

（
1
）「
汝
」，《
直
註
》
作
「
你
諸
人
」。

（
2
）「
時
有
僧
問
云
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
時
有
僧
問
」，《
直
註
》
作
「
僧
云
」。

（
3
）「
道
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
却
道
」。

（
4
）「
消
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
銷
」。



12

禅文化研究所紀要 第39号（令和8年4月）

【
訓
讀
】

擧
す
、
趙
州
の
示
衆
に
云
く
、
「
至し

道ど
う

は
難
き
こ
と
無
し
、
唯
だ
揀け

ん

擇ぢ
ゃ
くを

嫌
う
。
纔わ

づ

か
に
語ご

言げ
ん

有
れ
ば
、
是
れ
揀
擇
か
、
是

れ
明
白
か
？
老わ

れ僧
は
明
白
裏
に
在
ら
ず
。
是
れ
汝
還は

た
護ご

惜し
ゃ
くす

る
や
？
」
時
に
僧
有
り
て
問
う
て
云
く
、
「
既
に
明
白
裏

に
在
ら
ざ
る
に
、
箇こ

の
什な

に麼
を
か
護
惜
す
る
？
」
州
云
く
、
「
我
も
亦
た
知
ら
ず
。
」
僧
云
く
、
「
和
尚
既
に
知
ら
ざ
る
に
、

爲な

に

ゆ

え

什
麼
に
か
明
白
裏
に
在
ら
ず
と
道い

う
？
」
州
云
く
、
「
事
を
問
わ
ば
即
ち
得よ

し
、
禮
拜
し
了お

わ

り
て
退
け
。
」

頌
に
曰
く
、

至
道
は
難
き
こ
と
無
し
、
言げ

ん
た
ん端

に
し
て
語ご

端た
ん

。

一
に
多
種
有
り
、
二
に
兩
般
無
し
。

天
際
に
日
は
上
り
月
は
下
る
、
檻
前
の
山
は
深
く
水
は
寒
し
。

髑ど
く

髏ろ

の
識し

き

盡
く
れ
ば
喜き

は
何
ぞ
立
た
ん
？
枯こ

木ぼ
く

の
龍

り
ゅ
う

吟ぎ
ん

は
消
ゆ
る
も
未
だ
乾
か
ず
。

難か
た

し
、
難
し
！
揀
擇
か
明
白
か
君
自
ら
看
よ
。

【
日
譯
】

本
則
。
趙
州
は
大
衆
に
語
っ
た
、
「
〈
道
は
何
の
困
難
も
な
い
。
た
だ
取
捨
選
擇
さ
え
し
な
け
れ
ば
よ
い
〉
と
言
わ
れ
る
。
こ

こ
に
言
葉
を
插
ん
だ
ら
、
取
捨
選
擇
に
な
る
の
か
、
明
白
に
な
る
の
か
？
し
か
し
わ
た
し
は
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
。
さ

あ
、
諸
君
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
を
後
生
大
事
と
す
る
の
か
？
」
僧
が
問
う
、
「
和
尚
は
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
と
言
わ
れ

る
の
な
ら
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
を
後
生
大
事
と
す
る
の
で
す
か
？
」
師
、
「
わ
た
し
に
も
じ
つ
は
わ
か
ら
ぬ
。
」
僧
、
「
和
尚

は
わ
か
ら
ぬ
の
に
、
な
ぜ
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
と
言
わ
れ
た
の
で
す
か
？
」
師
、
「
き
み
は
質
問
し
た
だ
け
で
よ
い
。

禮
拜
し
て
下
が
り
な
さ
い
。
」



13

『雪竇頌古』譯注（一） 　（衣川賢次）

頌
に
言
う
、

「
道
は
何
の
困
難
も
な
い
。
」
こ
の
言
葉
は
端
的
だ
。

道
は
ひ
と
つ
で
も
表
わ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
。
二
と
言
っ
て
も
ふ
た
つ
で
は
な
い
。

天
上
に
太
陽
は
昇
り
、
月
は
沈
む
。
目
前
の
山
は
奥
深
く
、
水
は
冷
た
い
。

髑
髏
は
も
う
何
の
感
情
も
消
え
て
無
く
な
り
、
枯
木
が
龍
吟
す
る
の
は
ま
だ
枯
れ
切
っ
て
い
な
い
の
だ
。

あ
あ
、
難
し
い
！
揀
擇
か
明
白
か
、
き
み
自
ら
看
て
取
れ
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
趙
州
從
諗
の
示
衆
の
語
で
あ
る
が
、『
趙
州
錄
』
所
收
の
も
の
と
は
重
要
な
違
い
が
あ
り
、
雪
竇
以
前
に
こ
の
本

則
は
見
ら
れ
な
い
。『
趙
州
錄
』（
卷
上
）
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

師
示
衆
云
：
「
〈
至
道
無
難
，
唯
嫌
揀
擇
。
〉
才
有
言
語
，
是
揀
擇
。
老
僧
却
不
在
明
白
裏
。
是
你
向
什
麼
處
見
祖

師
？
」
問
：
「
和
尚
既
不
在
明
白
裏
，
又
護
惜
什
麼
處
？
」
師
云
：
「
我
亦
不
知
。
」
學
云
：
「
和
尚
既
不
知
，
爲
什

麼
道
：
不
在
明
白
裏
？
」
師
云
：
「
問
事
即
得
，
禮
拜
退
。
」

（
師
は
大
衆
に
語
っ
た
、
「
〈
道
は
何
の
困
難
も
な
い
。
た
だ
取
捨
選
擇
さ
え
し
な
け
れ
ば
よ
い
〉
と
言
わ
れ
る
。
こ
こ
に
言
葉
を

插
ん
だ
ら
、
取
捨
選
擇
に
な
る
。
し
か
し
わ
た
し
は
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
。
さ
あ
、
諸
君
は
ど
こ
で
三
祖
大
師
に
出
逢
う
の

か
？
」
僧
が
問
う
、
「
和
尚
は
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
と
言
わ
れ
る
の
な
ら
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
を
後
生
大
事
と
す
る
の
で
す

か
？
」
師
、
「
わ
た
し
に
も
じ
つ
は
わ
か
ら
ぬ
。
」
僧
、
「
和
尚
は
わ
か
ら
ぬ
の
に
、
な
ぜ
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
と
言
わ
れ
た
の

で
す
か
？
」
師
、
「
き
み
は
質
問
し
た
だ
け
で
よ
い
。
禮
拜
し
て
下
が
り
な
さ
い
。
」
）

こ
れ
に
比
べ
る
と
、『
雪
竇
頌
古
』
の
本
則
は
混
亂
し
て
い
て
意
味
の
通
順
を
缺
い
て
い
る
。「
是
揀
擇
」
の
あ
と
に
「
是
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明
白
」
が
續
く
と
、「
揀
擇
」
と
「
明
白
」
は
對
立
概
念
で
あ
る
か
ら
選
擇
疑
問
文
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
趙
州
が

「
老
僧
却
不
在
明
白
裏
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
是
明
白
」
を
誤
っ
て
加
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
趙
州
が
「
又
護

惜
什
麼
處
？
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
是
你
向
什
麼
處
見
祖
師
？
」
を
「
是
你
諸
人
還
護
惜
也
無
？
」
に
誤
っ

て
變
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
宋
代
の
傳
承
テ
ク
ス
ト
が
往
々
に
し
て
傳
承
者
の
記
憶
に
よ
る
妄
改
を
含
ん
で
い
る
の

は
、
本
文
理
解
を
誤
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
信
心
銘
」
は
じ
つ
は
三
祖
僧
璨
に
假
託
さ
れ
た
中
唐
馬
祖
禪
の
思
想
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
至
道
無
難
，
唯
嫌
揀
擇
。

但
莫
憎
愛
，
洞
然
明
白
」
は
道
を
「
明
白
」
な
も
の
と
す
る
宣
言
で
あ
る
。
馬
祖
の
示
衆
に
言
う
、

道
不
用
修
，
但
莫
汚
染
。
何
爲
汚
染
？
但
有
生
死
心
，
造
作
趣
向
，
皆
是
汚
染
。
若
欲
直
會
其
道
，
平
常
心
是
道
。

何
［
據
『
天
聖
廣
燈
錄
』
補
］
謂
平
常
心
？
無
造
作
，
無
是
非
，
無
取
捨
，
無
斷
常
，
無
凡
無
聖
。
…
…
只
如
今
行
住
坐

臥
，
應
機
接
物
盡
是
道
。
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
「
江
西
大
寂
道
一
禪
師
示
衆
」
）

（
道
と
い
う
も
の
は
習
修
す
る
必
要
が
な
い
。
た
だ
汚
し
て
は
な
ら
ぬ
。
何
が
汚
れ
か
？
あ
ら
ゆ
る
煩
惱
の
心
、
わ
ざ
と
ら
し
い
行

爲
、
目
的
意
識
が
汚
れ
で
あ
る
。
こ
の
道
を
た
だ
ち
に
會
得
し
た
い
な
ら
、
平
常
の
心
で
い
る
こ
と
が
道
で
あ
る
。
平
常
の
心
と
は

何
か
？
わ
ざ
と
ら
し
い
行
爲
が
な
く
、
是
非
取
捨
が
な
く
、
斷
見
常
見
が
な
く
、
凡
夫
聖
人
の
區
別
を
せ
ぬ
。
…
…
い
ま
こ
こ
の
行

住
坐
臥
、
臨
機
應
變
に
人
と
接
す
る
こ
と
の
す
べ
て
が
道
の
顯
現
で
あ
る
。
）

「
信
心
銘
」
の
「
わ
づ
か
に
言
語
有
れ
ば
是
れ
揀
擇
な
り
」
は
馬
祖
示
衆
の
「
造
作
趣
向
」「
是
非
取
捨
」「
斷
常
凡
聖
」

の
議
論
に
あ
た
る
。
こ
れ
を
「
揀
擇
」
せ
ず
、
無
事
無
爲
を
理
想
と
す
る
の
が
馬
祖
禪
の
「
道
」
を
「
明
白
」
と
す
る
立

場
で
あ
る
。

　

古
來
「
道
」
の
探
究
は
中
國
思
想
史
の
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
勢
は
「
道
」
を
常
人
の
窺
い
知
れ
ぬ

神
秘
的
な
當
體
と
す
る
も
の
で
、『
論
語
』
に
い
う
、「
朝
に
道
を
聞
か
ば
夕
べ
に
死
す
と
も
可
な
り
。」『
老
子
』
に
言
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う
、「
道
の
名
づ
く
べ
き
は
常
の
道
に
非
ず
、
名
の
名
づ
く
べ
き
は
常
の
名
に
非
ず
」、
そ
の
道
は
「
玄
の
又
た
玄
」、
す

な
わ
ち
暗
黑
で
あ
る
。
僧
肇
『
肇
論
』
も
「
釋
迦
は
室
を
摩ま

竭か
つ

に
掩お
お

い
、
淨
じ
ょ
う
み
ょ
う
名
は
口
を
毘び

や耶
に
杜と
ざ

す
」
と
言
っ
た
。
こ
れ

ら
は
「
道
」
に
對
し
て
は
た
だ
沈
默
す
る
の
み
と
い
う
暗
黑
の
面
を
言
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
三
祖
僧
璨
の
名
で
傳
わ

る
「
信
心
銘
」
の
冒
頭
に
、「
至
道
は
難
き
こ
と
無
し
、
唯
だ
揀け

ん

擇ぢ
ゃ
くを
嫌
う
。
但た

だ
憎
愛
す
る
こ
と
莫な

く
ん
ば
、
洞と
う
ね
ん然
と

し
て
明
白
な
り
。
毫ご

う

釐り

も
差た
が

わ
ば
、
天
地
の
ご
と
く
懸
隔
す
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
三
〇
）
と
言
う
の
は
、「
道
」
は
言
語
を

絶
し
た
暗
黑
な
る
當
體
で
あ
る
と
い
う
通
常
の
觀
念
を
反
轉
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
馬
祖
と
南
泉
が
「
平
常
心
こ
そ
是

れ
道
な
り
」
と
言
っ
た
の
は
明
白
の
面
を
言
っ
た
も
の
で
あ
り
、
馬
祖
の
「
即
心
是
佛
」、「
性
在
作
用
」
も
佛
性
（
道
）

は
わ
れ
わ
れ
の
心
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
は
見
聞
覺
知
、
言
語
作
用
に
顯
現
し
て
い
る
と
す
る
明
白
の
立
場
で
あ
る
。「
信

心
銘
」
が
中
唐
馬
祖
禪
の
思
想
に
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
隋
代
の
三
祖
僧
璨
の
著
述
で
は
な
く
、
馬
祖
以
後
に
僧

璨
に
假
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
せ
る
。
じ
じ
つ
、「
信
心
銘
」
の
引
用
が
文
獻
上
に
現
わ
れ
る
の
は
、
中
唐

馬
祖
の
弟
子
百
丈
懷
海
（
七
四
九
～
八
一
四
）
の
『
百
丈
廣
錄
』、
清
涼
澄
觀
（
七
三
八
～
八
三
九
）
の
『
華
嚴
經
隨
疏
演
義

鈔
』（
卷
三
七
）
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
（
田
中
良
昭
『
敦
煌
禪
宗
文
獻
の
研
究
』
第
三
章
第
二
節
「
隋
朝
三
祖
信
心
銘
」、
大
東
出
版
社
、

一
九
八
三
年
）。「
信
心
銘
」
は
百
四
十
六
句
、
二
十
九
韻
段
か
ら
成
る
長
篇
で
あ
る
が
、
そ
の
押
韻
に
隋
代
（『
切
韻
』
の
時

代
）
に
は
現
わ
れ
な
い
通
攝
と
宕
攝
の
通
用
（
第
11
韻
段
：
能
登
空
東
）、
江
攝
と
宕
攝
入
聲
の
通
用
（
第
17
韻
段
：
惡
鐸
覺
覺
縛

藥
，
第
18
韻
段
：
著
藥
錯
鐸
惡
鐸
酌
藥
捉
覺
却
藥
）
が
見
ら
れ
、
こ
の
通
押
は
中
晩
唐
以
後
の
現
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
信

心
銘
」
が
馬
祖
禪
の
思
想
を
投
影
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、「
至
道
無
難
」
と
は
馬
祖
が
示
衆
に

言
う
よ
う
に
、
人
は
す
で
に
「
道
」
の
中
に
あ
る
ゆ
え
に
、
こ
と
さ
ら
「
道
」
を
得
る
た
め
の
困
難
は
ま
っ
た
く
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
趙
州
は
「
老
僧
は
却
っ
て
明
白
裏
に
在
ら
ず
」
と
言
っ
て
、
こ
の
「
明
白
」
に
安
住
す
る
こ
と
を
否
定
し
、
そ
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し
て
問
う
、「
い
っ
た
い
諸
君
は
ど
こ
に
三
祖
の
本
領
を
見
る
の
か
？
」
と
。「
信
心
銘
」
の
「
明
白
」
の
立
場
と
趙
州
の

「
明
白
に
安
住
せ
ぬ
」
姿
勢
と
を
、
ど
う
見
る
の
か
？

○
時
有
僧
問
云
：
既
不
在
明
白
裏
，
護
惜
箇
什
麼
？
州
云
：
我
亦
不
知
。
僧
云
：
和
尚
既
不
知
，
爲
什
麼
道
：
不
在
明
白

裏
？
州
云
：
問
事
即
得
，
禮
拜
了
退　

僧
の
疑
問
は
、
趙
州
が
「
道
」
を
「
明
白
」
と
す
る
馬
祖
禪
の
立
場
に
安
住
せ
ぬ

と
言
っ
た
の
に
對
し
、
そ
れ
な
ら
ば
「
無
事
無
爲
」、「
平
常
心
是
道
」
と
い
う
理
想
以
外
の
何
を
信
念
と
す
る
の
か
を
問

う
た
の
で
あ
る
。
趙
州
は
意
外
に
も
、「
わ
た
し
に
も
じ
つ
は
わ
か
ら
ぬ
」
と
正
直
に
答
え
た
。
僧
は
さ
ら
に
、「
わ
か
ら

ぬ
な
ら
、
ど
う
し
て
〈
明
白
〉
に
安
住
せ
ぬ
と
言
わ
れ
た
の
か
？
」
と
問
い
詰
め
た
。
趙
州
は
こ
れ
以
上
の
問
答
は
も
は

や
無
用
と
、「
問
題
の
あ
り
か
が
わ
か
っ
た
な
ら
、
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
」
と
言
っ
た
。
あ
と
は
僧
み
づ
か
ら
の
自
己
行
履

（
己
事
究
明
）
の
課
題
と
せ
よ
、
と
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
り
沙
汰
の
や
り
と
り
が
、
そ
も
そ
も
「
至
道
無

難
，
唯
嫌
揀
擇
」
に
背
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

○
至
道
無
難
，
言
端
語
端
。
一
有
多
種
，
二
無
兩
般
。
天
際
日
上
月
下
，
檻
前
山
深
水
寒
。
髑
髏
識
盡
喜
何
立
？
枯
木
龍
吟

消
未
乾
。
難
，
難
！
揀
擇
明
白
君
自
看　

雪
竇
頌
の
「
言
端
語
端
」
は
「
言
語
端
」（
端
的
な
言
葉
だ
）
を
四
字
句
に
し
た

も
の
。「
至
道
無
難
」、
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
道
の
中
に
居
る
以
上
、
道
を
得
ん
と
あ
く
せ
く
す
る
必
要
は
な
い
と
は
、
何

と
き
っ
ぱ
り
と
し
た
言
明
で
あ
る
こ
と
か
、
と
言
う
。「
一
有
多
種
，
二
無
兩
般
」
は
「
至
道
無
難
」
と
い
う
「
道
」（
體

は
一
、
用
は
多
）
に
つ
い
て
の
敍
述
で
あ
る
。「
天
際
日
上
月
下
，
檻
前
山
深
水
寒
。
髑
髏
識
盡
喜
何
立
？
枯
木
龍
吟
消

未
乾
」
の
「
天
際
日
上
月
下
，
檻
前
山
深
水
寒
」
二
句
は
、
目
前
の
平
常
な
る
世
界
を
見
る
作
用
に
こ
そ
道
（
佛
性
）
が

存
す
る
こ
と
を
言
う
。
あ
と
の
二
句
は
、「
道
」
の
顯
現
し
た
世
界
は
情
識
で
議
論
す
る
餘
地
の
な
い
こ
と
を
言
う
（
こ

の
二
句
は
「
枯
木
龍
吟
」
に
つ
い
て
の
香
嚴
智
閑
、
石
霜
慶
諸
、
曹
山
本
寂
ら
の
應
酬
の
語
を
用
い
る
。『
祖
庭
事
苑
』
卷
二
「
枯
木
龍

吟
」
條
）。
最
後
の
二
句
「
難
，
難
！
揀
擇
明
白
君
自
看
」
は
、「
道
」
に
つ
い
て
「
揀
擇
」、
あ
れ
こ
れ
議
論
す
る
こ
と
は



17

『雪竇頌古』譯注（一） 　（衣川賢次）

「
道
」
を
損
う
こ
と
で
あ
る
が
、
と
い
っ
て
「
無
事
無
爲
」
で
あ
れ
ば
よ
い
と
言
う
な
ら
、
自
覺
を
缺
い
て
、「
道
」
と
は

無
緣
疎
遠
と
な
る
し
か
な
い
。
こ
の
ジ
レ
ン
マ
に
對
し
い
か
に
突
破
す
べ
き
か
？
雪
竇
の
頌
は
、「
天
際
日
上
月
下
，
檻

前
山
深
水
寒
」
が
「
道
」
の
現
前
し
た
世
界
の
描
寫
で
あ
り
、「
髑
髏
識
盡
喜
何
立
？
枯
木
龍
吟
消
未
乾
」
は
情
識
を
絶

し
て
「
揀
擇
」
し
な
い
の
を
よ
し
と
す
る
意
。
し
か
し
人
は
生
き
て
い
る
限
り
、
感
情
に
翻
弄
さ
れ
、
計
較
に
終
始
す
る

習
性
を
免
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
難
，
難
！
」、
こ
れ
を
超
脱
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
あ
る
。「
揀
擇
明
白
君
自
看
」、

「
揀
擇
」
の
立
場
か
、「
明
白
」
の
立
場
か
、
自
己
に
お
い
て
決
著
せ
よ
。
最
後
は
要
請
で
終
わ
っ
て
い
る
。

雪
竇
頌
は
四
韻
四
韻
四
四
韻
（「
難
」
寒
、「
端
」
桓
、「
般
」
刪
）、
六
六
韻
七
七
韻
（「
寒
」
寒
、「
乾
」
寒
）
二
韻
七
韻
（「
難
」

寒
、「
看
」
寒
）
十
句
形
式
、
平
聲
寒
桓
刪
韻
通
押
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
三
則

擧
：
馬
大
師

（
１
）

不
安
，
院
主
問
：
「
和
尚
近
日
尊
位

（
２
）

如
何
？
」
大
師
云
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」

頌
曰
：

日
面
佛
，
月
面
佛
，
五
帝
三
皇
是
何
物
！

二
十
年
來
曾
苦
辛
，
爲
君
幾
下
蒼
龍
窟
？

屈
！
堪
述
！
明
眼
衲
僧
莫
輕
忽
。

【
校
記
】
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（
1
）「
馬
大
師
」，《
直
註
》
作
「
馬
祖
」
；
下
「
大
師
」
作
「
祖
」。

（
2
）「
尊
位
」，《
碧
巖
錄
》、《
直
註
》
作
「
尊
候
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
馬
大
師
不
安
の
と
き
、
院
主
問
う
、
「
和
尚
近
日
尊
位
如い

か何
ん
？
」
大
師
云
く
、
「
日に

ち
め
ん
ぶ
つ

面
佛
、
月が

つ
め
ん
ぶ
つ

面
佛
。
」

頌
に
曰
く
、

日
面
佛
、
月
面
佛
、
五
帝
三
皇
は
是
れ
何な

ん物
ぞ
！

二
十
年
來
曾か

つ

て
苦
辛
し
、
君
が
爲
に
幾
た
び
か
蒼そ

う

龍
り
ゅ
う

窟く
つ

に
下
る
？

屈く
つ

な
り
、
述
ぶ
る
に
堪た

え
ん
や
？

明
み
ょ
う

眼げ
ん

の
衲の

っ
そ
う僧

よ
輕け

い
こ
つ忽

な
る
莫
れ
。

【
日
譯
】

本
則
。
馬
祖
大
師
が
重
病
に
な
っ
た
時
、
院
主
が
見
舞
っ
た
、
「
和
尚
よ
、
近
ご
ろ
お
か
ら
だ
の
具
合
い
は
い
か
が
で
す

か
？
」
馬
祖
、
「
日
面
佛
、
月
面
佛
。
」

頌
に
い
う
、

日
面
佛
、
月
面
佛
。
三
皇
五
帝
な
ど
何
だ
！

二
十
年
苦
勞
し
て
、
君
の
た
め
に
幾
度
深
恭
の
蒼
龍
窟
に
頷
下
の
珠
を
獲
り
に
下
っ
た
こ
と
か
？

裏
切
ら
れ
た
！
言
う
に
堪
え
ぬ
！
ま
っ
と
う
な
禪
僧
よ
、
粗
忽
に
受
け
止
め
て
は
な
ら
ぬ
。

【
注
釋
】
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（
1
）「
馬
大
師
」，《
直
註
》
作
「
馬
祖
」
；
下
「
大
師
」
作
「
祖
」。

（
2
）「
尊
位
」，《
碧
巖
錄
》、《
直
註
》
作
「
尊
候
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
馬
大
師
不
安
の
と
き
、
院
主
問
う
、
「
和
尚
近
日
尊
位
如い

か何
ん
？
」
大
師
云
く
、
「
日に

ち
め
ん
ぶ
つ

面
佛
、
月が

つ
め
ん
ぶ
つ

面
佛
。
」

頌
に
曰
く
、

日
面
佛
、
月
面
佛
、
五
帝
三
皇
は
是
れ
何な

ん物
ぞ
！

二
十
年
來
曾か

つ

て
苦
辛
し
、
君
が
爲
に
幾
た
び
か
蒼そ

う

龍
り
ゅ
う

窟く
つ

に
下
る
？

屈く
つ

な
り
、
述
ぶ
る
に
堪た

え
ん
や
？

明
み
ょ
う

眼げ
ん

の
衲の

っ
そ
う僧

よ
輕け

い
こ
つ忽

な
る
莫
れ
。

【
日
譯
】

本
則
。
馬
祖
大
師
が
重
病
に
な
っ
た
時
、
院
主
が
見
舞
っ
た
、
「
和
尚
よ
、
近
ご
ろ
お
か
ら
だ
の
具
合
い
は
い
か
が
で
す

か
？
」
馬
祖
、
「
日
面
佛
、
月
面
佛
。
」

頌
に
い
う
、

日
面
佛
、
月
面
佛
。
三
皇
五
帝
な
ど
何
だ
！

二
十
年
苦
勞
し
て
、
君
の
た
め
に
幾
度
深
恭
の
蒼
龍
窟
に
頷
下
の
珠
を
獲
り
に
下
っ
た
こ
と
か
？

裏
切
ら
れ
た
！
言
う
に
堪
え
ぬ
！
ま
っ
と
う
な
禪
僧
よ
、
粗
忽
に
受
け
止
め
て
は
な
ら
ぬ
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
雪
竇
重
顯
が
『
天
聖
廣
燈
錄
』（
北
宋
景
祐
三
年
［
一
〇
三
六
］
成
書
）
に
も
と
づ
い
て
編
輯
し
た
よ
う
で
あ
る
。
雪

竇
重
顯
以
前
の
資
料
に
は
見
え
な
い
。

既
而
示
疾
。
院
主
問
：
「
和
尚
近
日
尊
候
如
何
？
」
師
云
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」
（
『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
八
「
江
西
馬
祖

大
寂
禪
師
章
」
）

本
則
の
「
尊
位
如
何
」
は
體
調
を
問
う
定
型
句
「
尊
候
如
何
」
と
同
義
。
雪
竇
に
や
や
遲
れ
る
五
祖
法
演
（
一
〇
二
四
？

～
一
一
〇
四
）
の
『
法
演
禪
師
語
錄
』
も
「
尊
位
」
に
作
る
と
こ
ろ
か
ら
、
雪
竇
の
テ
ク
ス
ト
に
據
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

上
堂
擧
：
馬
大
師
不
安
，
院
主
問
云
：
「
和
尚
近
日
尊
位
如
何
？
」
大
師
云
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」
師
云
：
「
會

麼
？
如
不
會
，
白
雲
與
儞
頌
出
：
「
髻
鬟
女
子
畫
娥
眉
，
鸞
鏡
臺
前
語
似
癡
。
自
説
玉
顏
難
比
並
，
却
來
架
上
著
羅

衣
。
」　

					







　
　

（
『
法
演
禪
師
語
錄
』
卷
中
「
舒
州
白
雲
山
海
會
演
和
尚
語
錄
」
）

『
雪
竇
頌
古
』
に
や
や
お
く
れ
る
白
雲
守
端
、
保
寧
仁
勇
の
頌
古
の
本
則
は
『
雪
竇
頌
古
』
の
「
尊
位
」
を
「
尊
候
」
に

訂
し
て
い
る
。

馬
祖
不
安
，
院
主
問
：
「
和
尚
近
日
尊
候
如
何
？
」
祖
曰
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」

（
『
白
雲
守
端
禪
師
語
錄
』
卷
下
「
頌
古
」
）

馬
祖
不
安
，
院
主
問
：
「
和
尚
近
日
尊
候
如
何
？
」
祖
云
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」

（
『
保
寧
仁
勇
禪
師
語
錄
』
「
頌
古
」
）

馬
祖
遷
化
に
際
し
て
院
主
と
交
わ
し
た
臨
終
問
答
の
早
い
記
錄
は
『
祖
堂
集
』
に
見
え
る
。

師
明
晨
遷
化
，
今
日
晩
際
，
院
主
問
：
「
和
尚
四
體
違
和
，
近
日
如
何
？
」
師
曰
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」　
　
　

（
『
祖
堂
集
』
卷
一
四
「
江
西
馬
祖
章
」
）

○
馬
大
師
不
安
，
院
主
問
云
：
和
尚
近
日
尊
位
如
何
？
大
師
云
：
日
面
佛
，
月
面
佛　

院
主
は
禪
院
の
運
營
を
總
管
す
る
役
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職
、
宋
代
以
後
は
「
監
院
」
と
言
う
。
馬
祖
が
翌
日
遷
化
せ
ん
と
す
る
前
夜
に
院
主
が
見
舞
い
體
調
を
問
う
た
と
こ
ろ
、

馬
祖
は
「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
と
答
え
た
。
こ
れ
は
菩
提
流
支
譯
『
佛
説
佛
名
經
』
に
出
る
二
佛
の
名
で
、
こ
れ
ら
諸
佛

の
名
號
を
稱
し
て
歸
依
せ
よ
と
言
う
。

復
有
佛
名
月
面
，
彼
月
面
佛
壽
命
一
日
一
夜
。
過
月
面
世
尊
，
復
有
佛
名
日
面
，
彼
日
面
佛
壽
命
滿
足
千
八
百
歲
。
」

（
卷
七
）

と
言
い
、「
月
面
佛
」
は
一
日
一
夜
の
短
命
、「
日
面
佛
」
は
千
八
百
歲
の
長
命
と
さ
れ
る
。
こ
の
二
佛
の
名
を
擧
げ
て
、

壽
命
の
長
短
を
相
對
化
し
、
肉
身
の
「
空
無
常
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
入
矢
義
高
先
生
の
解
釋
は
「
そ
れ
、
佛
に
さ
え

壽
命
の
長
短
が
あ
る
の
だ
、
と
い
う
超
然
た
る
心
境
で
あ
ろ
う
」、『
庭
訓
往
來 

句
草
紙
』
一
八
二
頁
、
新
日
本
古
典
文
學
大
系
、
岩
波
書

店
、
一
九
九
六
年
）。

○
日
面
佛
，
月
面
佛
，
五
帝
三
皇
是
何
物
！　

雪
竇
の
頌
は
馬
祖
の
答
え
「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
を
「
五
帝
三
皇
是
何

物
！
」
と
解
釋
し
た
。「
五
帝
三
皇
」（
三
皇
五
帝
）
は
儒
教
傳
承
の
古
代
の
理
想
的
皇
帝
。
そ
の
權
威
を
罵
倒
し
、「
帝

力
、
我
に
於
い
て
何
か
有
ら
ん
哉
！
」
と
い
う
古
代
逸
民
の
氣
概
を
示
す
も
の
と
見
た
（
帝
堯
の
時
の
「
擊
壤
歌
」
：
「
日
出

而
作
，
日
入
而
息
，
鑿
井
而
飲
，
耕
田
而
食
，
帝
力
於
我
何
有
哉
！
」）「
五
帝
三
皇
是
何
物
？
」
の
句
は
唐
末
の
詩
僧
貫
休
「
少

年
行
」（
三
首
之
一
）
の
末
句
を
借
り
る
。

錦
衣
鮮
華
手
擎
鶻
，
閑
行
氣
貌
多
輕
忽
。
稼
稷
艱
難
總
不
知
，
五
帝
三
皇
是
何
物
！　

（
陸
永
峰
『
禪
月
集
校
注
』
巴
蜀
書
社
，
二
〇
〇
六
年
）

（
無
頼
少
年
た
ち
は
煌
び
や
か
な
衣
裳
に
身
を
包
み
手
に
は
狩
り
の
鷹
、
街
中
を
傍
若
無
人
に
の
さ
ば
っ
て
歩
く
。
農
民
の
苦
し
み

は
何
一
つ
知
ら
ず
、
「
古
代
の
帝
王
な
ぞ
屎
く
ら
え
！
」
）

貫
休
詩
の
無
頼
公
子
の
無
知
な
放
言
「
五
帝
三
皇
是
何
物
！
」
を
雪
竇
は
斷
章
取
義
的
に
反
轉
さ
せ
て
、
古
代
逸
民
の
氣

概
を
言
う
も
の
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
る
。

○
二
十
年
來
曾
苦
辛
，
爲
君
幾
下
蒼
龍
窟
？
屈
！
堪
述
！
明
眼
衲
僧
莫
輕
忽　

雪
竇
の
頌
の
後
半
は
馬
祖
生
前
の
接
化
が
無

駄
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
皮
肉
っ
て
い
る
。「
二
十
年
苦
勞
を
重
ね
て
、
蒼
龍
頷
下
の
寶
珠
を
獲
る
た
め
に
深
恭
へ
幾
度
も

潛
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
無
駄
だ
っ
た
。
ま
こ
と
に
言
う
に
堪
え
ぬ
」。「
屈
」
は
無
實
の
屈
辱
、
そ
の
努
力
が

報
わ
れ
ぬ
ば
か
り
か
、
誹
謗
さ
え
被
っ
た
意
。「
堪
述
」
は
反
語
に
讀
む
。
こ
れ
は
直
接
に
は
院
主
に
向
け
ら
れ
た
嘆
き

で
あ
ろ
う
。
最
後
の
一
句
「
明
眼
衲
僧
莫
輕
忽
」
は
雪
竇
が
貫
休
詩
の
語
（「
輕
忽
」）
を
用
い
て
、
目
の
前
の
禪
僧
に
對

し
て
發
し
た
警
告
で
あ
る
。

本
則
の
馬
祖
が
臨
終
に
お
い
て
漏
ら
し
た
感
慨
「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
に
は
、
壽
命
の
長
短
を
相
對
化
し
て
肉
身
の
「
空

無
常
」
と
い
う
諦
念
を
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
雪
竇
は
こ
れ
を
弟
子
た
ち
へ
の
叱
咤
と
受
け
止
め
、
禪
僧
ら
し

く
古
代
逸
民
の
氣
概
を
持
て
と
警
告
し
た
。
雪
竇
頌
は
三
韻
三
韻
七
韻
、
七
七
韻
、
一
韻
二
韻
、
七
韻
の
八
句
か
ら
成
り
、

押
韻
は
「
佛
」
物
「
物
」
物
「
窟
」
沒
「
屈
」
物
「
忽
」
沒
、
入
聲
物
沒
韻
通
用
。　
　

本
則
に
對
す
る
同
時
代
の
禪
僧
の
頌
古
と
並
べ
て
み
れ
ば
、
雪
竇
の
頌
の
特
徴
が
わ
か
る
。

大
地
山
河
倶
是
寶
，
不
識
之
人
入
荒
草
。
日
面
月
面
佛
現
前
，
閃
爍
珊
瑚
光
杲
杲
。

（
『
白
雲
守
端
禪
師
語
錄
』
卷
下
「
頌
古
」
）

（
山
河
大
地
は
見
る
人
の
放
光
に
照
ら
さ
れ
て
輝
い
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
ぬ
人
は
煩
惱
に
ま
み
れ
て
い
る
。
日
面
佛
月
面

佛
が
現
わ
れ
て
、
そ
の
光
が
恭
底
の
珊
瑚
を
煌
め
か
せ
た
。
）

蒲
團
上
端
坐
，
針
眼
裏
穿
線
。
西
風
一
陣
來
，
落
葉
兩
三
片
。		



　
　
　

（
『
保
寧
仁
勇
禪
師
語
錄
』
「
頌
古
」
）

（
蒲
團
に
端
坐
し
て
臨
終
を
迎
え
、
針
が
眼
に
ち
ら
つ
い
て
日
面
佛
月
面
佛
の
幻
想
が
現
わ
れ
た
。
秋
風
が
さ
っ
と
ひ
と
吹
き
す
る

と
、
落
葉
が
二
三
枚
地
に
散
っ
た
。
）



21

『雪竇頌古』譯注（一） 　（衣川賢次）

概
を
言
う
も
の
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
る
。

○
二
十
年
來
曾
苦
辛
，
爲
君
幾
下
蒼
龍
窟
？
屈
！
堪
述
！
明
眼
衲
僧
莫
輕
忽　

雪
竇
の
頌
の
後
半
は
馬
祖
生
前
の
接
化
が
無

駄
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
皮
肉
っ
て
い
る
。「
二
十
年
苦
勞
を
重
ね
て
、
蒼
龍
頷
下
の
寶
珠
を
獲
る
た
め
に
深
恭
へ
幾
度
も

潛
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
無
駄
だ
っ
た
。
ま
こ
と
に
言
う
に
堪
え
ぬ
」。「
屈
」
は
無
實
の
屈
辱
、
そ
の
努
力
が

報
わ
れ
ぬ
ば
か
り
か
、
誹
謗
さ
え
被
っ
た
意
。「
堪
述
」
は
反
語
に
讀
む
。
こ
れ
は
直
接
に
は
院
主
に
向
け
ら
れ
た
嘆
き

で
あ
ろ
う
。
最
後
の
一
句
「
明
眼
衲
僧
莫
輕
忽
」
は
雪
竇
が
貫
休
詩
の
語
（「
輕
忽
」）
を
用
い
て
、
目
の
前
の
禪
僧
に
對

し
て
發
し
た
警
告
で
あ
る
。

本
則
の
馬
祖
が
臨
終
に
お
い
て
漏
ら
し
た
感
慨
「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
に
は
、
壽
命
の
長
短
を
相
對
化
し
て
肉
身
の
「
空

無
常
」
と
い
う
諦
念
を
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
雪
竇
は
こ
れ
を
弟
子
た
ち
へ
の
叱
咤
と
受
け
止
め
、
禪
僧
ら
し

く
古
代
逸
民
の
氣
概
を
持
て
と
警
告
し
た
。
雪
竇
頌
は
三
韻
三
韻
七
韻
、
七
七
韻
、
一
韻
二
韻
、
七
韻
の
八
句
か
ら
成
り
、

押
韻
は
「
佛
」
物
「
物
」
物
「
窟
」
沒
「
屈
」
物
「
忽
」
沒
、
入
聲
物
沒
韻
通
用
。　
　

本
則
に
對
す
る
同
時
代
の
禪
僧
の
頌
古
と
並
べ
て
み
れ
ば
、
雪
竇
の
頌
の
特
徴
が
わ
か
る
。

大
地
山
河
倶
是
寶
，
不
識
之
人
入
荒
草
。
日
面
月
面
佛
現
前
，
閃
爍
珊
瑚
光
杲
杲
。

（
『
白
雲
守
端
禪
師
語
錄
』
卷
下
「
頌
古
」
）

（
山
河
大
地
は
見
る
人
の
放
光
に
照
ら
さ
れ
て
輝
い
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
ぬ
人
は
煩
惱
に
ま
み
れ
て
い
る
。
日
面
佛
月
面

佛
が
現
わ
れ
て
、
そ
の
光
が
恭
底
の
珊
瑚
を
煌
め
か
せ
た
。
）

蒲
團
上
端
坐
，
針
眼
裏
穿
線
。
西
風
一
陣
來
，
落
葉
兩
三
片
。		



　
　
　

（
『
保
寧
仁
勇
禪
師
語
錄
』
「
頌
古
」
）

（
蒲
團
に
端
坐
し
て
臨
終
を
迎
え
、
針
が
眼
に
ち
ら
つ
い
て
日
面
佛
月
面
佛
の
幻
想
が
現
わ
れ
た
。
秋
風
が
さ
っ
と
ひ
と
吹
き
す
る

と
、
落
葉
が
二
三
枚
地
に
散
っ
た
。
）
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二
頌
と
も
に
馬
祖
の
「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
を
臨
終
を
前
に
現
わ
れ
た
幻
想
と
見
て
い
て
、
こ
れ
は
い
わ
ば
も
っ
と
も
常

識
的
な
理
解
で
あ
ろ
う
。「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
を
ど
う
理
解
す
る
か
は
、
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。
院
主
と
の
臨
終
を
目

前
に
し
た
對
話
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
馬
祖
の
院
主
に
對
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
は
づ
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
超
然
た
る
心

境
」
か
も
し
れ
な
い
し
、「
空
無
常
の
諦
念
」
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
雪
竇
の
頌
が
こ
れ
を
讀
む
禪
僧
へ
の
叱
咤
と
受

け
止
め
て
い
る
の
は
、
突
出
し
た
理
解
で
あ
ろ
う
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
四
則

擧
：
德
山
到
潙
山
，
挾
複
子
，
於
法
堂
上
，
從
西
過
東
邊
，
從
東
過
西
邊

（
１
）

，
顧
視
云
：
「
無
，
無
。
」
便
出
。
［
師
著
語

云
：
「
勘
破
了
也
！
」
］
德
山
至
門
首
，
却
云
：
「
也

（
２
）

不
得
草
草
。
」
便
具
威
儀
，
載

（
３
）

入
相
見
。
潙
山
坐
次
，
德
山

提
起
坐
具
云
：
「
和
尚
！
」
潙
山
擬
取
拂
子
，
德
山
便
棯
，
拂
袖
而
出
。
［
師
著
語
云
：
「
勘
破
了
也
！
」
］
德
山
背
却
法
堂
，

著
草
鞋

（
４
）

便
行
。
潙
山
至
晩
問
首
座
：
「
適
來
新
到
在
什
麼
處
？
」
首
座
云
：
「
當
時
背
却
法
堂
，
著
草
鞋
出
去

（
５
）

也
。
」

潙
山
云
：
「
此
子
已
後
向
孤
峯
頂
上
盤
結
草
庵
，
呵
佛
罵
祖
去
在
！
」
［
師
著
語
云
：
「
雪
上
加
霜
。
」
］

頌
曰
：

「
一
勘
破
，
二
勘
破
，
雪
上
加
霜
曾
險
墮
。

飛
騎
將
軍
入
虜
庭
，
載
得
完
全
能
幾
箇
？

急
走
過
，
不
放
過
，
孤
峯
頂
上
草
裏
坐
。
咄
！
」
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【
校
記
】

（
1
）「
西
過
東
邊
」、「
東
過
西
邊
」，《
碧
巖
錄
》、《
直
註
》
作
「
東
過
西
」、「
西
過
東
」。

（
2
）「
也
」，《
直
註
》
無
。

（
3
）「
載
」，《
碧
巖
錄
》、《
直
註
》
作
「
再
」。

（
4
）「
草
鞋
」，《
直
註
》
作
「
鞋
」，
下
同
。

（
5
）「
出
去
也
」，《
直
註
》
作
「
去
了
」。

【
訓
讀
】

擧
す
。
德
山 

潙
山
に
到
り
、
複ふ

く

子す

を
挾は

さ

ん
で
法
堂
上
を
西
よ
り
東
邊
に
過
ぎ
、
東
よ
り
西
邊
に
過
ぎ
、
顧
視
し
て
云
く
、

「
無
し
、
無
し
。
」
便
ち
出い

づ
。
［
師
著
語
し
て
云
く
、
「
勘か

ん

破ぱ

し
了
れ
り
！
」
］
德
山
は
門も

ん
し
ゅ首

に
至
り
、
却
っ
て
云
く
、
「
也
た

草そ
う
そ
う草

な
る
を
得
ざ
れ
。
」
便
ち
威い

ぎ儀
を
具
し
、
載

ふ
た
た

び
入
り
て
相
見
せ
ん
と
す
。
潙
山
は
坐
す
る
次お

り

、
德
山
坐
具
を
提
起
し
て

云
く
、
「
和
尚
！
」
潙
山
は
拂
子
を
取
ら
ん
と
擬ほ

っ

す
る
に
、
德
山
便
ち
棯
し
、
拂ほ

っ

袖し
ゅ
うし

て
出
づ
。
［
師
著
語
し
て
云
く
、
「
勘

破
し
了
れ
り
！
」
］
德
山
は
法
堂
に
背は

い

却き
ゃ
くし

草そ
う
あ
い鞋

を
著つ

け
便
ち
行ゆ

く
。
潙
山
は
晩
に
至
っ
て
首
座
に
問
う
、
「
適せ

き
ら
い來

の
新し

ん
と
う到

は

什い

づ

こ

麼
處
に
か
在
る
？
」
首
座
云
く
、
「
當た

だ

ち時
に
法
堂
に
背
却
し
草
鞋
を
著
け
て
出
で
去ゆ

け
り
。
」
潙
山
云
く
、
「
此
の
子
は
已

後 

孤こ

峯ほ
う

頂
ち
ょ
う
じ
ょ
う

上
に
草
庵
を
盤ば

ん
け
つ結

し
、
呵か

佛ぶ
つ

罵ば

そ祖
し
去さ

ら
ん
！
」
［
師
著
語
し
て
云
く
、
「
雪
上
に
霜
を
加
う
。
」
］

頌
に
曰
く
、

一
た
び
勘
破
し
、
二
た
び
勘
破
し
、
雪
上
に
霜
を
加
え
曾か

つ

て
險ほ

と

ん
ど
墮だ

さ
ん
と
す
。

飛ひ

き騎

將
し
ょ
う

軍ぐ
ん

は
虜り

ょ
て
い庭

に
入
る
に
、
載

ふ
た
た

び
完
全
な
る
を
得
た
る
は
能
く
幾い

く
に
ん箇

か
あ
る
？

急
ぎ
走に

げ
過
ぐ
る
も
、
放ほ

う

過か

せ
ず
。
孤
峯
頂
上
の
草そ

う

裏り

に
坐
す
。
咄と

つ

！
」
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【
日
譯
】

本
則
。
德
山
宣
鑑
が
潙
山
に
到
っ
て
、
旅
裝
の
ま
ま
法
堂
を
西
か
ら
東
へ
、
東
か
ら
西
へ
行
き
來
し
て
、
「
無
い
、
無
い
」

と
言
っ
て
出
て
行
っ
た
。
［
師
の
著
語
「
見
破
っ
た
ぞ
！
」
］
德
山
は
門
の
と
こ
ろ
で
、
「
拙
速
は
い
け
な
い
」
と
思
い
、
威

儀
を
整
え
、
再
び
入
っ
て
相
見
し
よ
う
と
し
た
。
潙
山
は
坐
し
て
い
る
時
だ
っ
た
。
德
山
は
坐
具
を
持
っ
て
、
「
和
尚
！
」

と
言
っ
た
。
潙
山
が
拂
子
を
取
ろ
う
と
す
る
と
、
德
山
は
一
棯
し
、
袖
を
拂
っ
て
出
て
行
っ
た
。
［
師
の
著
語
「
見
破
っ
た

ぞ
！
」
］
德
山
は
法
堂
に
背
を
向
け
鞋く

つ

を
履
い
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
夕
方
潙
山
は
首
座
に
、
「
さ
き
ほ
ど
の
新
到
は
ど
こ
に

い
る
か
？
」
と
問
う
と
、
首
座
は
「
す
ぐ
に
法
堂
に
背
を
向
け
鞋
を
履
い
て
出
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
答
え
た
。
潙

山
は
言
っ
た
、
「
こ
の
お
ひ
と
は
の
ち
孤
峰
の
頂
上
に
草
庵
を
構
え
、
佛
祖
を
こ
き
お
ろ
す
だ
ろ
う
。
」
［
師
の
著
語
「
ま
た

餘
計
な
こ
と
を
！
」
］

頌
に
言
う
、

  

「
二
度
と
も
德
山
の
意
圖
を
見
破
っ
た
の
に
、
潙
山
は
餘
計
な
こ
と
を
言
っ
て
破
綻
寸
前
だ
。

飛
騎
將
軍
の
ご
と
く
匈
奴
の
地
へ
踏
み
込
ん
で
、
無
事
に
歸
っ
て
來
た
者
が
ほ
か
に
あ
ろ
う
か
？

し
か
し
急
い
で
逃
げ
よ
う
と
も
、
見
逃
さ
ぬ
。
孤
峰
の
頂
上
で
煩
惱
ま
み
れ
だ
。
コ
ラ
ッ
！
」

【
注
釋
】

〇
本
則
の
か
た
ち
は
雪
竇
以
前
に
見
え
な
い
。
原
話
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
五
「
朗
州
德
山
宣
鑑
禪
師
章
」
に
見
え
る
。

師
抵
于
潙
山
，
從
法
堂
西
過
東
，
迴
視
方
丈
。
潙
山
無
語
。
師
曰
：
「
無
也
，
無
也
。
」
便
出
，
至
僧
堂
前
乃
曰
：

「
然
雖
如
此
，
不
得
草
草
。
」
遂
具
威
儀
上
再
參
，
才
跨
門
，
提
起
坐
具
喚
曰
：
「
和
尚
！
」
潙
山
擬
取
拂
子
，
師
棯
之
，



25

『雪竇頌古』譯注（一） 　（衣川賢次）

揚
袂
而
出
。
潙
山
晩
間
問
大
衆
：
「
今
日
新
到
僧
何
在
？
」
對
曰
：
「
那
僧
見
和
尚
了
，
更
不
顧
僧
堂
便
去
也
。
」
潙

山
問
衆
：
「
還
識
遮
阿
師
也
無
？
」
衆
曰
：
「
不
識
。
」
潙
曰
：
「
是
伊
將
來
有
把
茅
蓋
頭
，
罵
佛
罵
祖
去
在
！
」

『
宗
門
統
要
』（
卷
七
）
は
雪
竇
の
著
語
を
引
い
て
い
る
か
ら
、
雪
竇
の
テ
ク
ス
ト
に
據
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

師
到
潙
山
，
挾
複
子
，
直
上
法
堂
，
從
西
過
東
，
從
東
過
西
，
顧
視
方
丈
。
偶
潙
山
坐
次
，
殊
不
顧
盻
。
師
乃
云
：

「
無
，
無
。
」
便
出(

雪
竇
著
語
：
勘
破
了
也)

至
門
首
，
却
云
：
「
也
不
得
草
草
。
」
重
具
威
儀
，
再
入
相
見
，
纔
跨
門
，

便
提
起
坐
具
云
：
「
和
尚
！
」
潙
山
擬
取
拂
子
，
師
便
棯
，
拂
袖
而
出
。(

雪
竇
著
語
：
勘
破
了
也) 

潙
山
至
晚
問
首

座
：
「
今
日
新
到
在
甚
處
？
」
座
云
：
「
當
時
背
却
法
堂
，
著
草
鞋
去
也
。
」
潙
山
云
：
「
還
識
此
人
麼
？
」
座
云
：
「
不

識
。
」
潙
山
云
：
「
此
箇
阿
師
已
後
向
孤
峯
頂
上
盤
結
草
菴
，
訶
佛
罵
祖
去
在
！
」
雪
竇
顯
云
：
「
雪
上
加
霜
。
」

大
慧
『
正
法
眼
藏
』（
卷
下
）
は
刊
行
は
南
宋
で
あ
る
が
、
古
い
テ
ク
ス
ト
を
採
用
し
て
い
る
か
ら
、
あ
る
い
は
雪
竇
の

據
っ
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

德
山
到
潙
山
，
挾
複
子
，
直
上
法
堂
，
從
西
過
東
，
從
東
過
西
，
顧
視
云
：
「
無
，
無
。
」
便
出
。
至
門
首
，
却
云
：

「
也
不
得
草
草
。
」
便
具
威
儀
，
再
入
相
見
。
潙
山
坐
次
，
德
山
提
起
坐
具
云
：
「
和
尚
！
」
潙
山
擬
取
拂
子
，
德
山

便
棯
，
拂
袖
而
出
。
背
却
法
堂
，
著
草
鞋
便
行
。
潙
山
至
晩
問
首
座
：
「
適
來
新
到
在
甚
處
？
」
首
座
云
：
「
當
時

背
却
法
堂
，
著
草
鞋
出
去
。
」
潙
云
：
「
此
子
已
後
向
孤
峯
頂
上
盤
結
草
菴
，
呵
佛
罵
祖
去
在
！
」

〇
本
則
に
お
い
て
、
德
山
が
潙
山
の
い
る
前
で
法
堂
を
東
西
に
行
き
來
し
て
、
聞
こ
え
よ
が
し
に
わ
ざ
わ
ざ
「
無
い
、
無

い
」
と
言
っ
た
の
は
、
潙
山
の
「
主
人
公
」
が
見
あ
た
ら
ぬ
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
德
山
自
身
坐
具
を
持
っ
て
「
和

尚
！
」
と
言
っ
て
み
づ
か
ら
作
用
を
し
て
見
せ
「
自
己
の
主
人
公
」
を
提
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
潙
山
が
こ
れ
を
評

し
て
「
い
づ
れ
孤
峰
の
山
頂
で
庵
を
構
え
て
佛
祖
を
こ
き
お
ろ
す
だ
ろ
う
」
と
預
言
し
た
の
も
、「
自
己
の
主
人
公
」
と

い
う
尊
貴
を
保
持
し
て
い
る
德
山
の
矜
持
を
評
價
し
た
も
の
で
あ
る
。「
挾
複
子
」
に
つ
い
て
『
祖
庭
事
苑
』
に
「
複
は
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幞
（
房
玉
切
、
頭
巾
の
こ
と
）
の
誤
り
」
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
「
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

〇
一
勘
破
，
二
勘
破
，
雪
上
加
霜
曾
險
墮
。
飛
騎
將
軍
入
虜
庭
，
載
得
完
全
能
幾
箇
？
急
走
過
，
不
放
過
，
孤
峯
頂
上
草

裏
坐
。
咄
！　

雪
竇
の
頌
は
德
山
が
馬
祖
禪
の
「
性
在
作
用
」
説
に
據
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
で
あ
る
。
德
山
が
潙
山

の
前
で
東
西
に
行
き
來
し
た
こ
と
、
坐
具
を
持
ち
上
げ
て
「
和
尚
！
」
と
言
っ
た
こ
と
を
、
と
も
に
「
見
破
っ
た
！
」
と

言
っ
た
の
は
、
德
山
が
馬
祖
禪
に
依
據
し
て
い
る
の
を
見
抜
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
德
山
を
漢
の
飛
騎
將
軍
李
廣

に
擬
し
て
褒
め
た
の
は
、
潙
山
の
德
山
の
高
い
評
價
に
倣
っ
た
よ
う
に
見
せ
か
け
て
お
い
て
、
反
轉
さ
せ
る
意
圖
で
あ

る
。「
急
走
過
，
不
放
過
」（
急
い
で
逃
げ
よ
う
と
も
、
わ
た
し
は
許
さ
ぬ
）、
な
ぜ
か
？
「
孤
峯
頂
上
草
裏
坐
」（
德
山
は
ひ
と
り

得
意
に
な
っ
て
い
る
が
、
じ
つ
は
全
身
煩
惱
に
ま
み
れ
て
い
る
）、
そ
の
こ
と
に
さ
え
氣
づ
い
て
い
な
い
、
と
ん
だ
自
了
漢
だ
と

批
判
す
る
の
で
あ
る
。
最
後
の
「
咄
！
」
は
警
覺
の
聲
、
德
山
を
叱
咤
す
る
。
押
韻
は
「
破
」「
過
」
過
「
墮
」「
坐
」
果

「
箇
」
箇
、
上
聲
果
韻
去
聲
箇
過
韻
通
押
。

『
禪
門
拈
頌
集
』（
卷
一
七
）
に
載
せ
る
雪
竇
以
後
の
宋
代
禪
僧
の
評
價
も
德
山
と
潙
山
に
批
判
的
で
あ
る
。

德
山
大
似
作
賊
人
心
虚
，
潙
山
也
是
賊
後
張
弓
。
（
五
祖
師
戒
）

（
德
山
は
惡
黨
の
心
が
び
く
つ
く
類
で
、
潙
山
も
賊
が
逃
げ
て
の
ち
弓
を
引
く
手
合
い
だ
。
）

二
尊
宿
恁
麼
相
見
，
每
人
失
却
一
隻
眼
。
（
雲
門
宗
杲
）

（
二
人
の
禪
匠
が
ま
み
え
た
結
果
、
二
人
と
も
片
目
を
失
っ
た
。
）

コ
メ
ン
ト
が
短
い
の
で
具
體
性
に
缺
け
る
が
、
德
山
潙
山
と
も
に
非
と
す
る
雪
竇
と
同
じ
姿
勢
で
あ
る
。
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『
雪
竇
頌
古
』
第
五
則

擧
：
雪
峯
示
衆
云
：
「
盡
大
地
撮
來
如
粟
米
粒
大

（
１
）

，
抛
向
面
前
，
漆
桶
不
會
。
打
皷
普
請
看
！
」

頌
曰
：

牛
頭
沒
，
馬
頭
廻

（
２
）

，
曹
溪
鏡
裏
絶
塵
埃
。

打
皷
看
來
君
不
見
，
百
花
春
至
爲
誰
開
？

【
校
記
】

（
1
）「
如
粟
米
粒
大
」，『
直
註
』
無
「
粒
」
字
。

（
2
）「
馬
頭
廻
」，『
碧
巖
錄
』、『
直
註
』「
廻
」
作
「
回
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
雪
峯
の
示
衆
に
云
く
、
「
盡じ

ん
だ
い大

地ち

を
撮つ

ま

み
來き

た

る
こ
と
粟あ

わ米
粒つ

ぶ

の
大
い
さ
の
如
く
に
し
て
、
面
前
に
抛ほ

う
こ
う向

す
る
も
、

漆し
っ
つ
う桶

不ふ

え會
な
り
。
皷こ

を
打
ち
普ふ

請し
ん

し
看
よ
！
」

頌
に
曰
く
、

牛ご

づ頭
は
沒ぼ

っ

し
、
馬め

づ頭
は
廻か

え

り
て
、
曹そ

う
け
い溪

の
鏡

き
ょ
う

裏り

は
塵じ

ん
あ
い埃

を
絶
す
。

皷
を
打
ち
看
來き

た

る
も
君
は
見
ず
、
百
花
春
に
至
る
も
誰た

が
爲
に
か
開
か
ん
？

【
日
譯
】
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本
則
。
雪
峯
義
存
の
示
衆
、
「
わ
た
し
が
大
地
を
ま
る
ご
と
粟
粒
の
よ
う
に
撮
ん
で
、
諸
君
の
前
に
抛
り
出
し
て
見
せ
て

や
っ
て
も
、
ま
っ
た
く
わ
か
っ
て
く
れ
ぬ
。
太
鼓
を
打
っ
て
普
請
に
行
け
！
」

頌
に
い
う
、

牛
頭
は
消
え
、
馬
頭
も
見
え
な
く
な
っ
た
。
曹
溪
六
祖
の
鏡
に
は
塵
ひ
と
つ
な
い
。

普
請
鼓
を
打
っ
て
僧
院
の
外
に
出
て
も
、
諸
君
は
春
爛
漫
の
花
が
見
え
ぬ
と
は
！

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
雲
門
廣
錄
』
卷
下
「
遊
方
遺
錄
」
よ
り
採
錄
し
て
い
る
。

師
在
雪
峯
，
與
長
慶
西
院
商
量
。
雪
峯
上
堂
云
：
「
盡
大
地
撮
來
如
粟
米
粒
大
，
抛
向
面
前
，
漆
桶
不
會
。
打
鼓
普

請
看
！
」
西
院
問
師
：
「
雪
峯
與
麼
道
，
還
有
出
頭
不
得
處
麼
？
」
師
云
：
「
有
。
」
院
云
：
「
作
麼
生
是
出
頭
不
得

處
？
」
師
云
：
「
不
可
總
作
野
狐
精
見
解
也
。
」
又
云
：
「
狼
藉
不
少
。
」
又
云
：
「
七
曜
麗
天
。
」
又
云
：
「
南
閻
浮
提
，

北
欝
單
越
。
」

た
だ
し
本
則
で
雪
峯
の
示
衆
の
み
を
取
り
あ
げ
、
こ
れ
に
對
す
る
西
院
（
長
慶
慧
稜
）
と
雲
門
文
偃
の
問
答
を
省
略
し
て

二
人
に
よ
る
檢
討
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
さ
な
い
の
は
、
雪
峯
の
言
説
へ
の
評
價
を
故
意
に
隱
蔽
す
る
も
の
で
あ
る
。
西
院

の
言
う
「
出
頭
不
得
」
と
は
雪
峯
の
示
衆
の
場
に
い
な
い
、
つ
ま
り
雪
峯
の
言
説
を
認
め
ぬ
こ
と
。
雲
門
も
雪
峯
の
言
説

を
「
野
狐
精
の
見
解
」（
妄
想
）
と
答
え
て
い
る
。
な
お
こ
の
本
則
の
か
た
ち
は
雪
竇
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。

○
雪
峯
示
衆
云
：
盡
大
地
撮
來
如
粟
米
粒
大
，
抛
向
面
前
，
漆
桶
不
會
。
打
皷
普
請
看
！　

雪
峯
の
示
衆
は
、「
盡
大
地
を

粟
粒
の
よ
う
に
撮
ん
で
僧
衆
の
前
に
抛
り
出
し
て
見
せ
る
」
演
技
を
し
て
見
せ
て
、「
盡
大
地
」
と
「
粟
米
粒
」
と
い
う

極
大
極
小
に
見
え
る
現
實
を
相
對
化
し
、「
空
」
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
こ
れ
は
錯
覺
に
過
ぎ
ず
、「
眞
際
」
の
地
平
に
お
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い
て
は
平
等
な
る
こ
と
に
氣
づ
か
し
め
る
意
圖
で
あ
る
。「
粟
米
」
は
小
米
（
粟
）
を
言
う
。「
漆
桶
」
は
漆
を
入
れ
る
木

の
桶
、
そ
の
ま
っ
黑
な
さ
ま
を
無
知
蒙
昧
に
譬
え
る
。「
打
皷
普
請
」
は
普
請
を
報
ず
る
太
鼓
を
打
っ
て
作
務
を
促
す
意
。

大
地
に
出
て
如
上
の
眞
理
を
確
認
せ
よ
と
い
う
意
圖
で
あ
る
。

○
頌
曰
：
牛
頭
沒
，
馬
頭
廻
，
曹
溪
鏡
裏
絶
塵
埃
。
打
皷
看
來
君
不
見
，
百
花
春
至
爲
誰
開
？　
「
牛
頭
、
馬
頭
」
は
地
獄

の
獄
卒
、
こ
れ
ら
が
い
な
く
な
っ
た
と
は
、
地
獄
と
い
う
妄
想
の
消
失
を
言
う
。
そ
の
こ
と
を
六
祖
慧
能
の
「
呈
心
偈
」

の
「
本
來
無
一
物
」
で
暗
示
す
る
。
本
則
の
雪
峯
の
示
衆
、「
盡
大
地
撮
來
如
粟
米
粒
大
」
と
い
う
言
説
を
妄
想
と
す
る

の
で
あ
る
。
後
二
句
は
雪
峯
の
「
打
皷
普
請
看
！
」
の
意
圖
を
受
け
て
、
今
現
成
し
て
い
る
春
の
花
を
享
受
せ
よ
と
言

う
。
雪
峯
の
「
眞
際
」
と
「
現
實
」
と
い
う
構
想
を
二
項
對
立
と
し
て
批
判
し
、
現
實
に
回
歸
し
て
こ
そ
「
己
事
究
明
」

の
修
行
生
活
が
で
き
る
と
言
う
。
こ
れ
は
上
引
の
『
雲
門
廣
錄
』
で
雲
門
が
雪
峯
の
考
え
を
「
野
狐
精
の
見
解
」
と
し
た

の
と
相
い
通
づ
る
。
頌
は
三
三
韻
七
韻
七
七
韻
の
長
短
句
の
俗
謠
形
式
。
押
韻
は
「
廻
」「
埃
」
咍
「
開
」
灰
、
咍
灰
韻

同
用
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
六
則

擧
：
雲
門
大
師

（
１
）

垂
語
云
：
「
十
五
日
已
前
不
問
汝
，
十
五
日
已
後
道
將
一
句
來
。
」
自
代
云
：
「
日
日
是
好
日
。
」

頌
曰
：

去
却
一

（
２
）

，
拈
得
七
，
上
下
四
維
無
等
匹
。

徐
行
踏
斷
流
水
聲
，
縱
觀
冩
出
飛
禽
跡
。
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草
茸
茸
，
煙
冪
冪
，
空
生
巖
畔
花
狼
藉

（
３
）

。

彈
指
堪
悲
舜
若
多
，
莫
動
著
，
動
著
三
十
棒
。

【
校
記
】

（
1
）「
大
師
」，《
碧
巖
錄
》
無
。

（
2
）「
一
」，《
佛
果
碧
巖
破
關
擊
節
》
作
「
壹
」。

（
3
）「
藉
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
籍
」，
二
字
俗
寫
不
分
。

【
訓
讀
】

擧
す
、
雲
門
大
師
の
垂
語
に
云
く
、
「
十
五
日
已
前
は
汝
に
問
わ
ず
、
十
五
日
已
後
を
一
句
道い

い
將も

ち
來き

た

れ
。
」
自
ら
代
っ
て

云
く
、
「
日ひ

び日
是
れ
好こ

う
じ
つ日

。
」

頌
に
曰
く
、

一い
ち

を
去き

ょ

却き
ゃ
くし

、
七し

ち

を
拈ね

ん
と
く得

す
る
は
、
上

じ
ょ
う

下げ

し

い

四
維
に
等と

う
ひ
つ匹

無
し
。

徐じ
ょ
こ
う行

し
踏と

う
だ
ん斷

す
流

り
ゅ
う

水す
い

の
聲こ

え

、
縱

じ
ゅ
う

觀か
ん

し
冩え

が

き
出い

だ

す
飛ひ

禽き
ん

の
跡あ

と

。

草
は
茸

じ
ょ
う
じ
ょ
う

茸
、
煙も

や

は
冪べ

き
べ
き冪

、
空く

う

生し
ょ
うの

巖が
ん
は
ん畔

に
花
狼ろ

う
ぜ
き藉

た
り
。

彈だ
ん

指し

す
る
は
悲
し
む
に
堪
え
た
り
舜

し
ゅ
ん
に
ゃ
っ若

多た

、
動ど

う

著ぢ
ゃ
くす

る
莫
れ
、
動
著
せ
ば
三
十
棒
。

【
日
譯
】

本
則
。
雲
門
大
師
の
垂
示
の
語
に
言
う
、
「
十
五
日
以
前
の
事
は
諸
君
に
問
わ
ぬ
。
十
五
日
以
後
の
事
を
一
句
言
い
な
さ
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い
。
」
み
づ
か
ら
代
わ
っ
て
言
っ
た
、
「
每
日
が
よ
い
日
。
」

頌
に
言
う
、

一
を
取
り
去
っ
て
、
七
を
取
り
拂
う
こ
と
、
こ
の
世
に
匹
敵
す
る
者
は
な
い
。

川
の
水
音
を
聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
岸
邊
を
歩
み
、
そ
ぞ
ろ
に
鳥
の
飛
ぶ
の
を
見
上
げ
る
。

草
は
お
い
茂
り
、
靄
は
た
ち
こ
め
、
ふ
と
須
菩
提
の
禪
坐
し
た
巖
下
に
天
が
花
を
降
ら
せ
た
故
事
を
思
い
出
す
。

指
を
彈
い
て
須
菩
提
を
禪
定
か
ら
出
し
た
虚
空
神
は
餘
計
な
こ
と
を
し
た
も
の
だ
。
そ
ん
な
音
に
動
じ
て
は
な
ら
ぬ
。

動
ず
れ
ば
わ
た
し
が
三
十
棒
を
食
ら
わ
せ
る
。

【
注
釋
】

〇
本
則
は
『
雲
門
廣
錄
』
卷
中
「
垂
示
代
語
」
に
據
っ
て
錄
し
た
も
の
で
あ
る
。

示
衆
云
：
「
十
五
日
已
前
不
問
你
，
十
五
日
已
後
道
將
一
句
來
。
」
代
云
：
「
日
日
是
好
日
。
」

〇
十
五
日
已
前
不
問
你
，
十
五
日
已
後
道
將
一
句
來　
「
十
五
日
」
は
夏
安
居
開
始
の
日
を
指
す
。
夏
安
居
は
四
月
十
五
日

か
ら
七
月
十
五
日
の
三
か
月
間
の
禁
足
修
行
期
間
で
、
叢
林
で
は
こ
れ
を
重
視
し
、
開
始
に
あ
た
っ
て
は
上
堂
説
法
が
な

さ
れ
た
。『
雲
門
廣
錄
』
に
は
こ
の
こ
と
に
關
す
る
對
話
も
あ
る
。

一
日
云
：
「
今
日
十
五
，
入
夏
也
。
寒
山
子
作
麼
生
？
」
（
『
雲
門
廣
錄
』
卷
中
「
垂
示
代
語
」
）

（
あ
る
日
言
っ
た
、
「
今
日
は
四
月
十
五
日
、
夏
安
居
の
始
ま
る
日
だ
。
寒
山
子
は
ど
う
過
ご
す
の
か
？
」
）

問
：
「
初
秋
夏
末
，
前
程
忽
有
人
問
，
如
何
祇
對
？
」
師
云
：
「
大
衆
退
後
。
」
進
云
：
「
過
在
什
麼
處
？
」
師
云
：
「
還

我
九
十
日
飯
錢
來
！
」
（
『
雲
門
廣
錄
』
卷
上
「
對
機
」
）

（
問
う
、
「
夏
安
居
が
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
の
ち
の
こ
と
を
人
に
問
わ
れ
た
ら
、
ど
う
答
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
み
な
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が
聞
い
て
後
ず
さ
り
す
る
。
」
僧
、
「
ど
こ
が
誤
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
九
十
日
の
飯
代
を
返
せ
！
」

宋
代
以
後
は
結
夏
（
四
月
十
五
日
）、
解
夏
（
七
月
十
五
日
）
に
は
必
ず
上
堂
と
小
參
説
法
が
行
な
わ
れ
た
。
次
の
例
は
南
宋

時
代
の
結
夏
に
あ
た
っ
て
の
小
參
（
結
制
の
前
夜
に
行
わ
れ
た
）
で
あ
る
。

四
月
十
五
日
已
前
，
少
則
不
減
；
七
月
十
五
日
已
後
，
多
則
不
添
。
不
添
不
減
，
已
後
已
前
，
且
拈
向
一
壁
，
畢
竟

九
十
日
内
事
作
麼
生
？
（
『
斷
橋
和
尚
語
錄
』
卷
上
「
初
住
台
州
瑞
峯
祇
園
禪
寺
語
錄
」
結
夏
小
參
）

（
四
月
十
五
日
以
前
に
な
か
っ
た
と
思
っ
て
も
減
っ
た
の
で
は
な
い
。
七
月
十
五
日
以
後
に
生
じ
た
と
思
っ
て
も
増
え
た
の
で
は
な

い
。
増
え
ず
減
ら
ず
、
以
前
以
後
は
と
も
か
く
、
九
十
日
間
を
い
っ
た
い
ど
う
過
ご
す
の
か
？
）

當
時
の
修
行
僧
は
夏
安
居
、
冬
安
居
の
九
十
日
間
は
叢
林
で
過
ご
し
、
そ
れ
以
外
の
期
間
は
一
處
不
住
の
行
脚
生
活
を

送
っ
た
。
ゆ
え
に
雲
門
文
偃
も
禪
僧
行
脚
に
つ
い
て
の
規
戒
を
敍
べ
て
い
る
。

兄
弟
一
等
是
蹋
破
草
鞋
行
脚
，
抛
却
師
長
父
母
，
直
須
著
些
子
眼
睛
始
得
。
若
未
有
箇
入
頭
處
，
遇
著
本
色
咬
猪
狗

手
脚
，
不
惜
性
命
，
入
泥
入
水
相
爲
，
有
可
咬
嚼
，
眨
上
眉
毛
，
高
挂
鉢
囊
，
十
年
二
十
年
辦
取
徹
頭
，
莫
愁
不
成

辦
。
直
是
今
生
未
得
，
來
生
亦
不
失
人
身
，
向
此
門
中
亦
乃
省
力
。
不
虚
辜
負
平
生
，
亦
不
辜
負
施
主
師
長
父
母
。

直
須
在
意
，
莫
空
過
時
，
遊
州
獵
縣
，
橫
擔
拄
杖
一
千
里
二
千
里
走
，
這
邊
經
冬
，
那
邊
過
夏
，
好
山
好
水
堪
取
性
，

多
齋
供
易
得
衣
鉢
。
苦
屈
！
苦
屈
！
圖
他
一
斗
米
，
失
却
半
年
糧
。
如
此
行
脚
，
有
什
麼
利
益
？
信
心
檀
越
一
把
菜
，

一
粒
米
，
作
麼
生
消
得
？
直
須
自
看
，
無
人
替
代
。
時
不
待
人
，
一
日
眼
光
落
地
，
前
頭
將
何
抵
擬
？
莫
一
似
落
湯

螃
蟹
手
脚
忙
亂
，
無
你
掠
虚
説
大
話
處
。
莫
將
等
閑
空
過
時
光
！
一
失
人
身
，
萬
劫
不
復
，
不
是
小
事
。
莫
據
目

前
！
俗
子
尚
猶
道
：
朝
聞
道
，
夕
死
可
矣
。
況
我
沙
門
合
履
踐
何
事
？
大
須
努
力
！
（
『
雲
門
廣
錄
』
卷
上
「
對
機
」
）

（
諸
君
は
み
な
故
郷
の
師
長
父
母
を
棄
て
、
草
鞋
を
履
き
つ
ぶ
し
行
脚
に
出
て
來
て
い
る
が
、
正
し
い
行
脚
の
眼
を
持
た
な
く
て
は

な
ら
ぬ
。
も
し
開
悟
の
手
が
か
り
を
得
て
い
な
い
な
ら
ば
、
命
を
惜
し
ま
ず
親
身
に
指
導
し
て
く
れ
る
本
物
の
老
師
に
出
逢
っ
て
精
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神
を
奮
い
立
た
せ
、
ま
っ
と
う
に
受
け
止
め
よ
。
高
邁
な
行
脚
を
徹
底
し
て
十
年
二
十
年
續
け
た
な
ら
、
人
生
の
完
成
に
到
ら
ぬ
と

も
氣
に
病
む
こ
と
は
な
い
。
た
と
い
今
生
に
到
達
で
き
な
く
と
も
、
來
世
に
人
身
を
失
わ
ね
ば
、
わ
が
宗
門
に
お
い
て
續
け
て
修
行

で
き
、
平
生
の
願
い
に
背
か
ず
、
施
主
や
師
長
父
母
の
期
待
に
も
背
か
ぬ
。
こ
の
こ
と
に
心
せ
よ
！
空
し
く
時
を
過
ご
し
、
各
地
を

歩
き
ま
わ
っ
て
は
な
ら
ぬ
！
拄
杖
を
肩
に
千
里
二
千
里
、
こ
ち
ら
で
冬
安
居
を
過
ご
し
、
あ
ち
ら
で
夏
安
居
を
過
ご
し
、
景
色
の
よ

い
と
こ
ろ
、
衣
食
豊
富
な
と
こ
ろ
を
選
ん
で
氣
ま
ま
に
過
ご
す
よ
う
で
は
駄
目
だ
！
あ
あ
、
情
け
な
い
！
目
先
の
一
斗
の
米
を
貪
っ

て
半
年
の
食
糧
を
失
う
よ
う
な
も
の
だ
。
こ
ん
な
行
脚
で
は
何
の
利
益
が
あ
ろ
う
か
！
信
心
の
檀
越
が
施
し
て
く
れ
る
一
束
の
野
菜

も
一
粒
の
米
も
受
け
取
る
資
格
は
な
い
。
み
づ
か
ら
よ
く
見
よ
！
自
分
の
こ
と
な
の
だ
。
歲
月
は
人
を
待
っ
て
は
く
れ
ぬ
。
一
旦
壽

命
が
終
わ
る
と
い
う
日
に
な
っ
て
、
目
前
の
死
に
ど
う
對
處
す
る
の
か
？
う
ろ
た
え
た
り
、
大
口
を
た
た
い
た
り
す
る
餘
地
な
ど
な

い
。
無
駄
に
時
を
過
ご
し
て
は
な
ら
ぬ
！
一
旦
人
身
を
失
え
ば
、
取
り
返
し
は
つ
か
ぬ
。
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
ぬ
！
俗
人
で
さ

え
「
朝
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
べ
に
死
す
と
も
可
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
し
て
わ
れ
ら
出
家
沙
門
な
ら
ば
、
い
っ
た
い
何
事
を
踏

み
行
な
う
べ
き
か
？
努
力
せ
よ
、
諸
君
！
）

〇
自
代
云
：
日
日
是
好
日　
「
每
日
が
よ
い
日
」
と
は
、
夏
安
居
開
始
の
四
月
十
五
日
以
後
の
制
中
も
そ
れ
以
前
の
行
脚
と

變
わ
ら
ず
、
上
述
の
精
神
で
修
行
に
專
念
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〇
去
却
一
，
拈
得
七
，
上
下
四
維
無
等
匹　

本
則
と
雪
竇
頌
の
意
味
に
つ
い
て
、
四
卷
本
『
大
慧
普
説
』
の
「
快
然
居
士
請

普
説
」
に
以
下
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。

妙
喜
初
行
脚
，
曾
參
一
尊
宿
來
，
喚
作
寶
印
和
尚
。
寶
印
先
參
興
教
坦
和
尚
，
也
見
雪
竇
，
後
來
法
嗣
琅
溪
。
山
僧

在
他
處
作
侍
者
兩
年
，
每
日
商
量
公
案
。
如
雲
門
示
衆
云
：
「
十
五
日
已
前
不
問
汝
，
十
五
日
已
後
道
將
一
句
來
。
」

自
代
云
：
「
日
日
是
好
日
。
」
此
是
古
本
《
雲
門
語
錄
》
上
面
説
是
四
月
八
日
上
堂
。
因
甚
麼
道
：
「
十
五
日
已
前
不

問
汝
」
？
謂
初
八
在
其
中
。
「
十
五
日
已
後
道
將
一
句
來
。
」
自
代
云
：
「
日
日
是
好
日
。
」
謂
何
日
不
是
佛
降
生
時
節
？
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雪
竇
頌
曰
：
「
去
却
一
，
拈
得
七
，
上
下
四
維
無
等
匹
。
徐
行
踏
斷
流
水
聲
，
縱
觀
寫
出
飛
禽
跡
。
草
茸
茸
，
煙
冪

冪
，
空
生
巖
畔
花
狼
藉
。
彈
指
堪
悲
舜
若
多
，
莫
動
著
，
動
著
三
十
棒
。
」
謂
去
却
一
，
拈
得
七
，
乃
是
八
也
。
世
尊

生
下
，
一
手
指
天
，
一
手
指
地
，
云
：
「
天
上
天
下
，
唯
我
獨
尊
。
」
故
曰
：
「
上
下
四
維
無
等
匹
。
」
「
徐
行
踏
斷
流

水
聲
」，
謂
正
當
四
方
徐
行
七
歩
時
，
爲
你
衆
生
故
，
直
饒
流
水
聲
，
也
須
踏
斷
。
「
縱
觀
寫
出
飛
禽
跡
」，
謂
縱
目
觀

四
方
時
，
爲
衆
生
故
，
幾
乎
寫
出
飛
禽
跡
。
「
草
茸
茸
，
煙
漠
漠
」，
謂
幸
自
有
如
此
境
界
一
切
現
成
。
須
菩
提
不
必

巖
中
宴
坐
，
惹
得
天
雨
四
花
，
故
曰
：
「
空
生
巖
畔
花
狼
藉
，
彈
指
堪
悲
舜
若
多
。
」
舜
若
多
是
虚
空
神
，
無
身
覺
觸
，

謂
縱
使
得
似
舜
若
多
神
無
身
無
影
時
，
正
可
悲
可
嘆
。
所
以
後
面
道
：
「
莫
動
著
，
動
著
三
十
棒
。
」　

（
わ
た
し
は
初
め
行
脚
の
時
、
寶
印
和
尚
と
呼
ば
れ
る
尊
宿
に
參
じ
た
。
寶
印
和
尚
は
先
に
教
興
坦
和
尚
に
參
じ
、
ま
た
雪
竇
重
顯

に
も
會
い
、
瑯
琊
慧
覺
の
法
を
嗣
い
だ
人
だ
。
わ
た
し
は
か
れ
の
と
こ
ろ
で
侍
者
を
二
年
つ
と
め
、
每
日
公
案
を
商
量
し
た
。
た
と

え
ば
、
雲
門
の
示
衆
に
こ
う
あ
る
。
「
十
五
日
以
前
の
こ
と
を
そ
な
た
に
は
問
わ
ぬ
。
十
五
日
以
後
の
こ
と
に
つ
い
て
一
句
言
い
な

さ
い
。
」
そ
し
て
み
づ
か
ら
代
わ
っ
て
言
っ
た
、
「
每
日
が
よ
い
日
」
と
。
こ
れ
は
古
本
『
雲
門
語
錄
』
で
は
四
月
八
日
の
上
堂
で
あ

る
。
ゆ
え
に
、
「
十
五
日
以
前
の
こ
と
を
そ
な
た
に
は
問
わ
ぬ
」
と
言
っ
た
の
は
、
八
日
は
そ
こ
に
含
ま
れ
る
か
ら
だ
。
「
十
五
日
以

後
の
こ
と
に
つ
い
て
一
句
言
い
な
さ
い
」
と
言
い
、
「
み
づ
か
ら
代
わ
っ
て
、
『
每
日
が
よ
い
日
』
」
と
言
っ
た
わ
け
だ
。
每
日
が
佛

陀
降
誕
の
め
で
た
き
日
と
い
う
こ
と
だ
。
雪
竇
の
頌
に
言
う
、
「
一
を
取
り
去
っ
て
、
七
を
取
り
拂
う
。
そ
の
手
腕
は
こ
の
世
に
匹

敵
す
る
者
が
な
い
。
川
の
水
音
を
聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
岸
邊
を
歩
み
、
そ
ぞ
ろ
に
鳥
の
飛
ぶ
跡
を
見
上
げ
る
。
草
は
生
い
茂
り
、

靄
は
た
ち
こ
め
、
ふ
と
須
菩
提
の
禪
坐
し
た
巖
下
に
天
が
花
を
降
ら
せ
た
故
事
を
思
い
出
す
。
指
を
彈
い
て
須
菩
提
を
禪
定
か
ら
出

し
た
虚
空
神
は
餘
計
な
こ
と
を
し
た
も
の
だ
。
須
菩
提
よ
、
そ
ん
な
音
に
動
じ
て
は
な
ら
ぬ
。
動
ず
れ
ば
わ
た
し
が
三
十
棒
を
食
ら

わ
せ
る
」
。
「
一
を
取
り
去
っ
て
、
七
を
取
り
拂
う
」
と
八
に
な
る
。
世
尊
が
誕
生
さ
れ
て
、
天
と
地
を
指
さ
し
「
天
上
天
下
に
、
わ

れ
ひ
と
り
尊
し
」
と
言
わ
れ
た
の
が
、
つ
ま
り
「
こ
の
世
に
匹
敵
す
る
者
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。
「
川
の
水
音
を
聞
き
な
が
ら
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ゆ
っ
く
り
と
岸
邊
を
歩
む
」
と
は
、
ま
さ
に
四
方
を
お
も
む
ろ
に
七
歩
あ
ゆ
み
、
そ
な
た
ら
衆
生
の
た
め
に
、
川
の
音
を
も
踏
み
し

め
て
行
く
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
そ
ぞ
ろ
に
鳥
の
飛
ぶ
の
を
見
あ
げ
る
」
と
は
、
四
方
を
そ
ぞ
ろ
に
眺
め
や
っ
て
、
衆
生

の
た
め
に
、
し
ば
し
ば
飛
ぶ
鳥
の
跡
を
描
く
の
を
見
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
草
は
生
い
茂
り
、
靄
は
た
ち
こ
め
る
」
と
は
、
幸

い
に
も
か
く
の
如
き
境
界
が
一
切
現
成
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
須
菩
提
が
禪
坐
し
た
巖
下
に
天
が
花
を
降
ら
せ
る
必
要
は
な
か
っ

た
。
ゆ
え
に
「
須
菩
提
が
禪
坐
し
た
巖
下
に
天
が
花
を
降
ら
せ
た
が
、
虚
空
神
は
指
を
彈
い
て
須
菩
提
を
禪
定
か
ら
出
し
た
」
と

言
っ
た
。
舜
若
多
と
は
身
體
は
な
く
觸
覺
だ
け
を
も
つ
虚
空
神
で
、
た
と
い
無
身
無
影
の
舜
若
多
の
よ
う
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
行
爲

は
嘆
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
最
後
に
、
「
音
に
動
じ
て
は
な
ら
ぬ
。
動
ず
れ
ば
わ
た
し
が
三
十
棒
を
食
ら
わ
せ
る
」
と
言
っ

た
の
で
あ
る
。
）

こ
れ
は
大
慧
が
寶
印
和
尚
と
公
案
を
商
量
し
た
時
の
本
則
お
よ
び
雪
竇
頌
の
解
釋
で
、
雲
門
の
本
則
が
古
本
『
雲
門
語

錄
』
で
は
四
月
八
日
の
「
佛
降
誕
上
堂
」
の
語
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で
「
十
五
日
已
前
」「
十
五
日
已
後
」
と

言
っ
た
の
だ
と
言
い
、
ま
た
雪
竇
頌
の
冒
頭
の
三
句
「
去
却
一
，
拈
得
七
，
上
下
四
維
無
等
匹
」
を
佛
陀
の
「
天
上
天

下
，
唯
我
獨
尊
」
の
意
と
し
て
い
る
の
は
、「
上
下
四
維
無
等
匹
」
が
『
景
德
傳
燈
錄
』（
卷
一
「
釋
迦
牟
尼
佛
章
」）
の
「
東

西
及
南
北
，
各
行
於
七
步
。
分
手
指
天
地
，
作
師
子
吼
聲
：
『
上
下
及
四
維
，
無
能
尊
我
者
』。」
に
據
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。「
去
却
一
，
拈
得
七
」
は
宋
代
の
引
用
で
は
「
去
却
一
，
拈
却
七
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
い
づ
れ

も
「
一
を
取
り
去
り
、
七
を
取
り
拂
う
」
意
で
あ
り
、
こ
れ
が
四
月
「
八
」
日
を
暗
示
し
て
い
て
佛
陀
を
指
す
語
だ
と

い
う
。
以
下
の
頌
「
徐
行
踏
斷
流
水
聲
，
縱
觀
寫
出
飛
禽
跡
」
を
佛
陀
の
「
四
方
徐
行
七
歩
」
と
關
聯
さ
せ
て
説
明
し
、

「
草
茸
茸
，
煙
漠
漠
（
煙
冪
冪
）」
二
句
を
佛
陀
の
覺
醒
し
た
眼
に
映
じ
た
一
切
現
成
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
、
そ
の
あ
と
須
菩

提
と
虚
空
神
の
故
事
を
配
し
、
最
後
は
虚
空
神
も
須
菩
提
も
從
來
の
評
價
を
反
轉
さ
せ
て
と
も
に
批
判
す
る
。
雪
竇
頌
の

押
韻
は
「
一
」「
七
」「
匹
」
質
、「
跡
」「
藉
」
昔
、「
著
」
藥
、
入
聲
質
韻
［-t
］、
昔
韻
［-k

］、
藥
韻
［-k

］
通
押
。
宋
代
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四
川
音
で
は
入
聲
韻
尾
が
消
失
合
併
し
て
通
用
し
た
。

た
だ
し
、
雪
竇
頌
の
如
上
の
展
開
が
雲
門
の
本
則
と
ど
う
い
う
聯
環
に
あ
る
の
か
が
わ
か
り
に
く
い
。
本
則
が
四
月
八
日

の
佛
降
誕
の
日
の
上
堂
語
と
し
て
な
さ
れ
、
目
前
に
迫
っ
た
夏
安
居
の
心
構
え
を
語
っ
た
「
日
日
是
好
日
」
に
對
し
て
、

雪
竇
が
ど
う
い
う
評
價
を
下
し
た
の
か
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

　

本
則
は
雲
門
山
で
の
夏
安
居
を
目
前
に
し
た
佛
降
誕
上
堂
に
お
い
て
、
雲
門
が
制
中
修
行
の
心
構
え
を
問
い
、
み
づ
か

ら
「
日
日
是
好
日
」
と
垂
示
し
て
、
僧
衆
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
や
っ
た
。
眞
摯
な
行
脚
修
行
が
で
き
て
い
る
な
ら
、
そ
の

精
神
で
過
ご
す
の
だ
と
。
雪
竇
は
（
大
慧
に
よ
れ
ば
）
こ
の
上
堂
語
が
四
月
八
日
の
佛
降
誕
の
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
ふ
ま

え
、
冒
頭
三
句
で
佛
陀
誕
生
時
の
行
爲
を
讚
揚
し
、
水
聲
を
聞
き
飛
鳥
を
見
上
げ
る
見
聞
覺
知
の
作
用
の
主
人
公
を
自
覺

す
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
た
。
最
後
に
「
須
菩
提
巖
下
宴
坐
，
梵
天
讚
嘆
雨
花
」
の
故
事
を
持
ち
出
し
て
、
外
境
に
煩
わ
さ

れ
て
は
な
ら
ぬ
と
指
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
佛
傳
の
降
誕
、
出
家
、
入
山
苦
行
、
出
山
、
菩
提
樹
下
の
明
星
開
悟
、
五
比
丘
へ
の
説
法
、
遊
行
、
入
滅
の
一

聯
の
佛
陀
の
生
涯
は
『
修
行
本
起
經
』、『
普
耀
經
』
等
の
佛
傳
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
禪
宗
は
中
唐
馬
祖
禪
洪
州
宗
に

よ
っ
て
回
顧
再
編
さ
れ
た
思
想
史
的
敍
述
が
『
寶
林
傳
』、『
祖
堂
集
』、『
景
德
傳
燈
錄
』
に
定
著
し
て
お
り
、
唐
宋
時
代

以
後
こ
れ
に
據
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
佛
誕
生
時
の
行
爲
、

又
《
普
曜
經
》
云
：
「
佛
初
生
時
，
放
大
光
明
，
照
十
方
界
，
地
涌
金
蓮
，
自
然
捧
足
，
東
西
南
北
，
各
行
七
步
，

觀
察
四
方
，
一
手
指
天
，
一
手
指
地
，
作
師
子
吼
：
『
天
上
天
下
，
唯
我
獨
尊
。
』
」
（
『
祖
堂
集
』
卷
一
「
釋
迦
牟
尼
佛
章
」

第
四
則
）

を
馬
祖
禪
の
「
性
在
作
用
」
説
を
佛
陀
が
實
踐
し
て
い
た
の
だ
と
認
め
る
解
釋
が
な
さ
れ
、
晩
唐
五
代
に
馬
祖
禪
再
檢
討

の
機
運
が
起
こ
る
と
、
批
判
が
噴
出
し
た
。
そ
の
典
型
が
雲
門
文
偃
で
あ
る
。
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擧
：
「
世
尊
初
生
下
，
一
手
指
天
，
一
手
指
地
，
周
行
七
步
，
目
顧
四
方
，
云
：
『
天
上
天
下
，
唯
我
獨
尊
。
』
」
師

云
：
「
我
當
時
若
見
，
一
棒
打
殺
，
與
狗
子
喫
却
，
貴
圖
天
下
太
平
。
」
（
『
雲
門
匡
眞
禪
師
廣
錄
』
卷
中
）

（
提
起
し
た
、
「
世
尊
が
下
生
さ
れ
た
時
、
手
で
天
を
指
し
地
を
指
し
て
、
ま
わ
り
を
七
歩
歩
き
、
四
方
を
觀
察
し
て
、
言
わ
れ
た
、

『
天
上
天
下
に
、
唯
だ
我
の
み
獨
り
尊
し
』
と
。
」
師
、
「
お
れ
が
も
し
そ
の
時
に
こ
れ
を
見
た
ら
、
棒
で
も
っ
て
擊
ち
殺
し
て
犬
に

喰
わ
せ
て
や
る
。
そ
れ
で
こ
そ
天
下
泰
平
だ
。
」
）

雲
門
は
佛
陀
の
所
作
が
「
性
在
作
用
」
説
に
據
っ
て
「
佛
性
の
尊
貴
」
を
謳
歌
し
た
こ
と
を
け
し
か
ら
ぬ
と
罵
倒
し
た
の

で
あ
る
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
唐
末
五
代
に
到
っ
て
馬
祖
禪
再
檢
討
が
高
ま
っ
た
時
期
の
態
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本
則
で
は

こ
れ
ほ
ど
の
激
烈
な
佛
陀
批
判
は
影
を
潛
め
て
い
る
が
、「
日
日
是
好
日
」
に
は
佛
を
も
特
別
視
し
な
い
氣
概
が
現
わ
れ

て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
七
則
譯
注

擧
：
僧
問
法
眼
：
「
慧
超
咨
和
尚

（
１
）

，
如
何
是
佛
？
」
法
眼

（
２
）

云
：
「
汝
是
慧
超
。
」

頌
曰
：

江
國
春
風
吹
不
起
，
鷓
鴣
啼
在
深
花
裏
。

三
級
浪
高
魚
化
龍
，
癡
人
猶
戽
夜
塘
水
。

【
校
記
】
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（
1
）「
慧
超
咨
和
尚
」
五
字
，《
直
註
》
無
。

（
2
）「
法
眼
」
二
字
，《
直
註
》
作
「
眼
」
一
字
。

【
訓
讀
】

擧
す
、
僧 
法
眼
に
問
う
、
「
慧
超 

和
尚
に
咨と

う
、
如
何
な
る
か
是
れ
佛
？
」
法
眼
云
く
、
「
汝
は
是
れ
慧
超
。
」

頌
に
曰
く
、

江こ
う
こ
く國

に
春

し
ゅ
ん

風ぷ
う

は
吹
き
起
こ
ら
ず
、
鷓し

ゃ

鴣こ

な啼
き
て
深し

ん

花か

り裏
に
在
り
。

三さ
ん

級き
ゅ
うの

浪な
み
た
こ高

う
し
て
魚う

お

は
龍

り
ゅ
う

と
化か

す
に
、
癡ち

人じ
ん

猶な

お
戽く

む
夜や

塘と
う

の
水み

ず

。

【
日
譯
】

本
則
。
僧
が
法
眼
に
問
う
た
、
「
慧わ

た
く
し超

、
和
尚
に
お
訊
ね
し
ま
す
。
佛
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
法
眼
は
答
え
た
、

「
そ
な
た
は
慧
超
だ
。
」

頌
し
て
い
う
、

江
南
に
春
風
は
吹
い
て
こ
ず
、

鷓
鴣
が
花
叢
の
奥
で
ひ
そ
や
か
に
鳴
く
。

龍
門
に
三
級
の
高
波
が
澎
湃
と
起
こ
る
に
乘
じ
て
魚
は
す
で
に
龍
と
な
っ
て
飛
ん
で
行
っ
た
の
に
、

愚
か
者
は
ま
だ
暗
い
夜
中
に
野
池
の
水
を
汲
ん
で
魚
を
捕
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

【
注
釋
】
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○
本
則
は
『
汾
陽
頌
古
』
第
三
三
則
よ
り
採
用
し
て
い
る
。

僧
問
法
眼
：
「
慧
超
咨
和
尚
，
如
何
是
佛
？
」
眼
云
：
「
汝
是
慧
超
。
」

「
問
答
從
頭
理
不
虧
，
莫
同
巧
妙
騁
鋒
機
。
眞
金
若
不
鑪
中
鍛
，
爭
不
將
金
喚
作
泥
？
」

（
『
汾
陽
善
昭
禪
師
語
錄
』
卷
中
、
大
正
藏
第
四
七
册
、
六
〇
九
ｂ
）

法
眼
と
慧
超
の
問
答
を
收
錄
す
る
最
も
早
い
資
料
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
五
「
廬
山
歸
宗
寺
法
施
禪
師
策
眞
章
」
で
あ

る
。曹

州
人
也
。
姓
魏
氏
，
本
名
慧
超
。
升
淨
慧
之
堂
，
問
：
「
如
何
是
佛
？
」
淨
慧
曰
：
「
汝
是
慧
超
。
」
師
從
此
信
入
，

其
語
播
于
諸
方
。

○
僧
問
法
眼
：
慧
超
咨
和
尚
，
如
何
是
佛
？
法
眼
云
：
汝
是
慧
超　

こ
の
本
則
の
記
述
は
こ
こ
ま
で
で
あ
っ
て
、『
景
德
傳

燈
錄
』
が
こ
の
あ
と
に
「
師
從
此
信
入
」
と
い
う
説
明
を
加
え
て
い
る
の
と
異
な
っ
て
い
る
。
雪
竇
が
時
期
的
に
早
い

『
景
德
傳
燈
錄
』
を
採
ら
ず
、『
汾
陽
頌
古
』
か
ら
本
則
を
採
っ
た
の
は
、
慧
超
が
法
眼
の
「
汝
是
慧
超
」
と
い
う
答
え
を

聞
い
て
た
だ
ち
に
そ
の
意
を
知
っ
て
禪
に
參
入
し
た
と
い
う
理
解
に
從
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
如
何
是
佛
？
」（
佛

と
は
何
か
？
）
と
問
う
の
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
自
分
な
り
の
長
い
思
索
を
經
て
師
の
考
え
を
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

法
眼
の
答
え
は
「
汝
是
慧
超
」（
そ
な
た
は
慧
超
だ
）
で
あ
っ
た
。「
き
み
は
慧
超
で
あ
っ
て
、
き
み
自
身
が
佛
な
の
で
は
な

い
。
し
か
も
他
人
に
佛
を
問
う
必
要
は
な
い
」
と
い
う
意
で
、
つ
ま
り
「
佛
を
問
う
自
己
と
は
な
に
か
？
」「
自
己
を
識

れ
」
と
い
う
示
唆
で
あ
る
。
本
則
で
は
慧
超
の
反
應
に
つ
い
て
何
も
言
わ
な
い
。
そ
こ
が
雪
竇
頌
を
理
解
す
る
鍵
と
な

る
。
中
唐
馬
祖
禪
の
公
式
的
モ
デ
ル
は
、

初
參
大
寂
，
問
：
「
如
何
是
佛
？
」
大
寂
云
：
「
即
心
是
佛
。
」
師
即
大
悟
。
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
七
「
明
州
大
怦
山
法
常

禪
師
章
」
）
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（
初
め
馬
祖
に
問
う
た
、
「
佛
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
馬
祖
、
「
き
み
の
心
こ
そ
が
佛
だ
。
」
師
は
言
下
に
大
悟
し
た
。
）

と
い
う
簡
明
直
截
な
も
の
で
あ
っ
た
。
晩
唐
五
代
に
到
っ
て
馬
祖
禪
の
再
檢
討
が
課
題
と
な
っ
た
時
期
の
法
眼
文
益

（
八
八
五
～
九
五
八
）
は
、
自
己
の
參
學
に
お
い
て
こ
う
い
う
單
純
な
考
え
か
た
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。

餘
杭
魯
氏
子
。
參
長
慶
，
不
大
發
明
。
後
同
景
修
，
法
璡
三
人
欲
出
嶺
，
經
過
地
藏
。
阻
雪
，
少
憩
，
藏
即
琛
禪
師

也
。
琛
問
：
「
此
行
何
之
？
」
師
云
：
「
行
脚
去
。
」
琛
云
：
「
作
麼
生
是
行
脚
事
？
」
師
云
：
「
不
知
。
」
藏
云
：

「
不
知
最
親
切
。
」
又
同
三
人
舉
《
肇
論
》，
至
〈
天
地
與
我
同
根
〉
處
，
琛
云
：
「
山
河
大
地
，
與
儞
自
己
，
是
同
是

別
？
」
師
云
：
「
同
。
」
琛
竪
起
兩
指
。
熟
視
之
云
：
「
兩
箇
。
」
即
便
起
去
。
師
須
臾
啓
行
，
琛
門
送
之
。
問
云
：

「
上
座
尋
常
説
〈
三
界
惟
心
，
萬
法
惟
識
〉
。
」
乃
指
庭
下
片
石
云
：
「
且
道
，
此
石
在
心
内
，
在
心
外
？
」
師
云
：
「
在

心
内
。
」
琛
云
：
「
行
脚
人
，
著
甚
來
由
安
片
石
在
心
頭
耶
？
」
師
窘
無
以
對
，
即
放
包
，
依
席
下
求
決
擇
。
近
一
月

餘
，
日
呈
見
解
，
説
道
理
。
藏
語
之
曰
：
「
佛
法
不
恁
麼
。
」
師
云
：
「
某
甲
詞
窮
理
絶
也
。
」
藏
云
：
「
若
論
佛
法
，

一
切
見
成
。
」
師
於
言
下
大
悟
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

	　
　
　

  

（
『
聯
燈
會
要
』
卷
二
六
「
金
陵
清
涼
法
眼
文
益
禪
師
章
」
）

（
法
眼
禪
師
は
杭
州
餘
杭
の
魯
氏
の
出
身
で
あ
る
。
福
州
の
長
慶
慧
稜
禪
師
に
參
じ
た
が
、
開
悟
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。
の
ち
景

修
、
法
璡
と
三
人
で
結
伴
行
脚
を
し
、
閩
を
出
よ
う
と
福
州
地
藏
院
ま
で
來
て
、
雪
に
阻
ま
れ
暫
く
滯
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地

藏
院
は
桂
琛
禪
師
の
寺
で
あ
る
。
桂
琛
禪
師
が
問
う
、
「
こ
の
旅
で
ど
こ
へ
行
か
れ
る
の
か
？
」
師
、
「
行
脚
を
し
て
い
ま
す
。
」
桂

琛
、
「
行
脚
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
師
、
「
わ
か
ら
ぬ
の
で
す
。
」
桂
琛
、
「
わ
か
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
が
最
も
切
實
だ
。
」
ま
た
三

人
で
『
肇
論
』
を
論
じ
て
「
天
地
は
我
と
同
根
」
の
段
に
到
っ
た
時
、
桂
琛
、
「
山
河
大
地
は
そ
な
た
自
身
と
同
じ
か
別
か
？
」
師
、

「
同
じ
で
す
。
」
桂
琛
は
二
本
の
指
を
立
て
た
。
師
は
じ
っ
と
見
て
言
っ
た
、
「
別
で
す
。
」
桂
琛
は
起
ち
あ
が
っ
て
出
て
行
っ
た
。
師

は
し
ば
ら
く
し
て
旅
を
續
け
る
た
め
に
行
こ
う
と
し
た
。
桂
琛
は
門
送
し
て
、
訊
ね
た
、
「
そ
な
た
は
い
つ
も
〈
三
界
惟
心
，
萬
法

惟
識
〉
と
言
っ
て
い
る
が
」、
と
庭
石
を
指
さ
し
て
言
っ
た
、
「
で
は
、
こ
の
石
は
心
の
中
に
あ
る
か
、
外
に
あ
る
か
？
」
師
、
「
心
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の
中
に
あ
り
ま
す
。
」
桂
琛
、
「
行
脚
の
人
よ
、
ど
う
い
う
わ
け
で
こ
の
石
を
心
に
置
く
の
か
？
」
師
は
答
え
に
窮
し
て
、
旅
裝
を
解

き
、
桂
琛
の
も
と
で
答
え
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。
一
か
月
あ
ま
り
每
日
見
解
を
呈
し
て
道
理
を
言
い
續
け
た
と
こ
ろ
、
桂
琛
は
師

に
申
し
わ
た
し
た
、
「
佛
法
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
。
」
師
、
「
わ
た
く
し
は
も
う
説
く
べ
き
道
理
も
言
葉
も
盡
き
て
し
ま
い
ま

し
た
。
」
桂
琛
、
「
も
し
佛
法
を
論
ず
る
な
ら
ば
、
一
切
は
す
で
に
現
成
し
て
い
る
。
」
師
は
言
下
に
大
悟
し
た
。
）

法
眼
の
開
悟
は
こ
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
地
藏
桂
琛
（
漳
州
羅
漢
桂
琛
、
玄
沙
師
備
の
弟
子
、
八
六
七
～
九
二
八
）
に
行
脚
の

意
義
を
問
わ
れ
て
「
不
知
」
と
正
直
に
答
え
、
桂
琛
が
「
不
知
最
親
切
」（
そ
の
よ
う
に
行
脚
す
る
自
己
と
は
何
か
を
切
實
に
問

う
こ
と
が
大
切
な
の
だ
）
と
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、「
自
己
の
心
こ
そ
が
佛
だ
」
な
ど
と
い
う
馬
祖
の
禪
的
教
理
に

安
住
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
汝
は
是
れ
慧
超
」
と
い
う
答
え
も
「
き
み
が
佛
な
の
だ
」
と
言
っ
た

の
で
は
な
い
。「
佛
を
求
め
る
そ
な
た
は
何
者
か
？
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
答
え
が
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
な
い
の

は
、
慧
超
は
聞
い
て
啞
然
と
し
、
應
答
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

○
江
國
春
風
吹
不
起
，
鷓
鴣
啼
在
深
花
裏
。
三
級
浪
高
魚
化
龍
，
癡
人
猶
戽
夜
塘
水　

上
揭
の
本
則
に
對
す
る
雪
竇
の
頌
は

い
っ
た
い
何
を
言
お
う
と
し
た
の
か
？
前
二
句
「
江
國
春
風
吹
不
起
，
鷓
鴣
啼
在
深
花
裏
」、「
春
が
來
て
い
な
が
ら
こ
こ

に
春
風
は
吹
い
て
い
な
い
」
と
は
、
春
な
の
に
か
れ
は
氣
づ
か
な
い
と
諷
刺
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
爛
漫
の
春
三
月
な
の

に
、
江
南
に
い
る
慧
超
の
も
と
に
は
春
風
が
吹
い
て
い
な
い
。「
鷓
鴣
が
花
叢
の
奥
で
鳴
い
て
い
る
」
の
も
耳
に
入
ら
な

い
。
と
ん
だ
鈍
感
者
だ
。
む
ろ
ん
諷
刺
の
對
象
は
慧
超
で
あ
る
。
後
二
句
「
三
級
浪
高
魚
化
龍
，
癡
人
猶
戽
夜
塘
水
」
の

「
癡
人
」
も
慧
超
を
指
し
て
い
る
。
法
眼
の
「
汝
是
慧
超
」
と
い
う
答
え
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
を

こ
の
四
句
の
頌
で
皮
肉
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
で
は
雪
竇
の
辛
辣
な
頌
は
理
解
で

き
な
い
。
こ
こ
に
雪
竇
が
『
汾
陽
頌
古
』
の
本
則
を
採
っ
た
理
由
が
あ
る
。
汾
陽
の
頌
は
上
揭
の
と
お
り
で
、

問
答
從
頭
理
不
虧
，
莫
同
巧
妙
騁
鋒
機
。
眞
金
若
不
鑪
中
鍛
，
爭
不
將
金
喚
作
泥
？
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（
こ
の
問
答
が
最
初
か
ら
禪
理
を
踏
ま
え
て
い
る
の
は
、
巧
妙
に
機
鋒
を
闘
わ
せ
る
問
答
と
は
違
う
。
眞
金
は
高
熱
の
爐
で
こ
そ
鍛

え
ら
れ
る
も
の
だ
。
ゆ
え
に
眞
金
を
泥
丸
と
間
違
え
た
り
は
し
な
い
。
）

こ
の
問
答
を
「
眞
金
」
を
暗
示
す
る
も
の
と
高
く
評
價
し
て
い
る
。
た
だ
し
表
現
は
直
敍
で
あ
っ
て
、
雪
竇
が
一
見
し
て

解
し
が
た
い
、
ひ
ね
っ
た
江
南
の
風
景
に
託
し
て
描
寫
し
、
そ
の
中
に
辛
辣
な
批
評
性
を
こ
め
た
作
法
に
は
及
ば
な
い
。

雪
竇
頌
の
押
韻
は
「
起
」「
裏
」
止
「
水
」
旨
、
上
聲
旨
止
韻
同
用
。

　

な
お
、
鷓
鴣
は
南
方
（
江
西
、
閩
廣
、
蜀
虁
州
）
に
生
棲
す
る
雉
の
類
で
、
越
雉
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
姿
は
雌
鷄
に
似
て

頭
は
鶉
の
如
く
、
胸
に
眞
珠
の
よ
う
な
白
圓
點
、
背
毛
に
紫
赤
の
浪
模
様
が
あ
り
、「
そ
の
性
霜
露
を
畏
れ
、
早
晩
は
出

づ
る
こ
と
稀
に
し
て
、
夜
棲
む
に
木
葉
を
以
て
身
を
蔽
い
、
多
く
對
啼
す
。
今
俗
に
謂
う
、
其
の
鳴
き
て
〈
行シ

ン

不プ

ド

ゴ
得
哥
〉

（
行
け
な
い
よ
、
に
い
さ
ん
）
と
曰い

う
と
」（『
本
草
綱
目
』
卷
二
八
禽
部
「
鷓
鴣
」、
人
民
衛
生
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）。
ゆ
え
に
鳴

き
聲
は
聞
こ
え
て
も
そ
の
姿
は
見
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。
江
南
の
人
は
鷓
鴣
の
鳴
き
聲
を
聞
い
て
望
郷
の
思
い
に
驅
ら
れ

る
と
い
う
。
晩
唐
の
鄭
谷
（
九
～
十
世
紀
初
の
人
）
は
「
鷓
鴣
」
と
題
す
る
詩
で
有
名
に
な
り
「
鄭
鷓
鴣
」
と
呼
ば
れ
た
。

そ
の
詩
を
擧
げ
て
お
く
。

暖
戲
煙
蕪
錦
翼
齊
，
品
流
應
得
近
山
雞
。
雨
昏
青
草
湖
邊
過
，
花
落
黃
陵
廟
裏
啼
。

游
子
乍
聞
征
袖
溼
，
佳
人
纔
唱
翠
眉
低
。
相
呼
相
應
湘
江
闊
，
苦
竹
叢
深
春
日
西
。

（
暖
か
な
春
日
に
草
叢
に
群
れ
る
、
錦
鷄
に
似
た
上
品
な
鳥
。
雨
季
に
は
青
草
湖
あ
た
り
で
飛
び
、
暮
春
落
花
の
時
節
に
は
黃
陵
廟

で
鳴
く
。
旅
人
が
聞
け
ば
悲
哀
の
涙
を
流
し
、
歌
妓
が
こ
の
曲
を
吟
ず
れ
ば
み
づ
か
ら
も
愁
う
。
湘
江
の
廣
き
ほ
と
り
で
鳴
き
交
わ

す
、
春
の
夕
暮
れ
苦
竹
の
奥
深
き
と
こ
ろ
。
）

第
三
句
「
癡
人
猶
戽
夜
塘
水
」
の
「
戽
」
と
い
う
字
は
「
水
を
汲
む
」
意
で
あ
る
が
、
一
般
的
な
「
汲
」
字
を
使
わ
な

か
っ
た
の
は
、
貫
休
の
「
深
村
に
宿
る
」
詩
の
句
を
用
い
た
か
ら
で
あ
る
。

行
行
一
宿
深
村
里
，
雞
犬
豐
年
鬧
如
市
。
黃
昏
見
客
合
家
喜
，
月
下
取
魚
戽
塘
水
。
（
陸
永
峰
『
禪
月
集
校
注
』
巴
蜀
書
社
、

二
〇
〇
六
年
）

（
旅
を
し
て
田
舎
の
村
に
泊
っ
た
。
そ
こ
は
今
年
は
豐
作
で
雞
犬
の
鳴
き
聲
が
市
場
の
よ
う
に
賑
や
か
だ
っ
た
。
夕
暮
れ
に
泊
り
客

が
現
わ
れ
た
の
で
家
の
者
は
喜
ん
で
、
月
下
に
戽
斗
を
持
っ
て
池
へ
魚
を
取
り
に
行
っ
た
。
）

貫
休
は
婺
州
金
華
の
人
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
は
か
れ
が
入
蜀
し
た
時
（
天
復
三
年
、
九
〇
三
年
）
の
體
驗
を
詠
じ
、
蜀
方
言

「
戽
」（『
廣
韻
』
侯
古
切
）
を
用
い
て
描
寫
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
張
愼
儀
『
蜀
方
言
』
に
「
抒
水
斗
曰
倹
斗
」（
注
：
倹
與

戽
同
）
と
あ
り
（
張
永
言
點
校
『
續
方
言
新
校
補 

方
言
別
錄 

蜀
方
言
』、
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
現
在
も
四
川
で
用
い
ら
れ
る

と
い
う
。『
祖
庭
事
苑
』
に
も
こ
の
語
に
注
意
し
、「
戽
は
荒
故
切
、
戽
斗
は
水
を
舀く

む
器
」（
卷
二
「
雪
竇
頌
古
」）
と
い

う
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
八
則

擧
：
翠
巖

（
１
）

夏
末

（
２
）

示
衆
云
：
「
一
夏
已

（
３
）

來
，
爲
兄
弟
説
話
。
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
」
保
福
云
：
「
作
賊
人
心
虚
。
」

長
慶
云
：
「
生
也
！
」
雲
門
云
：
「
關
！
」

頌
曰
：

翠
巖
示
徒
，
千
古
無
對
。
關
字
相
酬
，
失
錢
遭
罪
。

潦
倒
保
福
，
抑
揚
難
得
，
嘮
嘮
翠
巖
，
分
明
是
賊
。

白
珪
無
玷
（
４
），

誰
辨
眞
假
？
長
慶
相
諳
，
眉
毛
生
也
！
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行
行
一
宿
深
村
里
，
雞
犬
豐
年
鬧
如
市
。
黃
昏
見
客
合
家
喜
，
月
下
取
魚
戽
塘
水
。
（
陸
永
峰
『
禪
月
集
校
注
』
巴
蜀
書
社
、

二
〇
〇
六
年
）

（
旅
を
し
て
田
舎
の
村
に
泊
っ
た
。
そ
こ
は
今
年
は
豐
作
で
雞
犬
の
鳴
き
聲
が
市
場
の
よ
う
に
賑
や
か
だ
っ
た
。
夕
暮
れ
に
泊
り
客

が
現
わ
れ
た
の
で
家
の
者
は
喜
ん
で
、
月
下
に
戽
斗
を
持
っ
て
池
へ
魚
を
取
り
に
行
っ
た
。
）

貫
休
は
婺
州
金
華
の
人
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
は
か
れ
が
入
蜀
し
た
時
（
天
復
三
年
、
九
〇
三
年
）
の
體
驗
を
詠
じ
、
蜀
方
言

「
戽
」（『
廣
韻
』
侯
古
切
）
を
用
い
て
描
寫
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
張
愼
儀
『
蜀
方
言
』
に
「
抒
水
斗
曰
倹
斗
」（
注
：
倹
與

戽
同
）
と
あ
り
（
張
永
言
點
校
『
續
方
言
新
校
補 

方
言
別
錄 

蜀
方
言
』、
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
現
在
も
四
川
で
用
い
ら
れ
る

と
い
う
。『
祖
庭
事
苑
』
に
も
こ
の
語
に
注
意
し
、「
戽
は
荒
故
切
、
戽
斗
は
水
を
舀く

む
器
」（
卷
二
「
雪
竇
頌
古
」）
と
い

う
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
八
則

擧
：
翠
巖

（
１
）

夏
末

（
２
）

示
衆
云
：
「
一
夏
已

（
３
）

來
，
爲
兄
弟
説
話
。
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
」
保
福
云
：
「
作
賊
人
心
虚
。
」

長
慶
云
：
「
生
也
！
」
雲
門
云
：
「
關
！
」

頌
曰
：

翠
巖
示
徒
，
千
古
無
對
。
關
字
相
酬
，
失
錢
遭
罪
。

潦
倒
保
福
，
抑
揚
難
得
，
嘮
嘮
翠
巖
，
分
明
是
賊
。

白
珪
無
玷
（
４
），

誰
辨
眞
假
？
長
慶
相
諳
，
眉
毛
生
也
！
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【
校
記
】

（
1
）「
巖
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
嵒
」，
下
同
。

（
2
）「
夏
末
」，《
直
註
》
無
。

（
3
）「
已
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
以
」。

（
4
）「
珪
」，《
直
註
》
作
「
圭
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
翠
巖
夏げ

末ま
つ

の
示
衆
に
云
う
、
「
一い

ち

夏げ

い已
來ら

い

、
兄ひ

ん
で
い弟

の
爲
に
説せ

つ

話わ

す
。
看
よ
！
翠
巖
眉
毛
は
在あ

る
や
？
」
保
福
云
く
、

「
賊
を
作な

す
人
は
心
虚む

な

し
。
」
長
慶
云
く
、
「
生

し
ょ
う

ぜ
り
！
」
雲
門
云
く
、
「
關か

ん

！
」

頌
に
曰
く
、

翠
巖
の
徒
に
示
す
は
、
千
古
對こ

た

う
る
無
し
。
關
字
も
て
相
い
酬む

く

ゆ
る
も
、
錢
を
失
い
て
罪
に
遭
う
。

潦り
ょ
う

倒と
う

た
る
保
福
は
、
抑よ

く
よ
う揚

す
る
こ
と
も
得え

難が
た

き
に
、
潭ろ

う
ろ
う潭

た
る
翠
巖
は
、
分ふ

ん

明み
ょ
うに

是
れ
賊
な
り
と
。

白は
く
け
い珪

に
玷き
づ

無
し
、
誰た

れ

か
眞し

ん

假か

を
辨べ

ん

ぜ
ん
？
長
慶
は
相あ

い
諳し

る
、
眉び

毛も
う

生し
ょ
うぜ

り
と
。

【
日
譯
】

本
則
。
翠
巖
和
尚
は
夏
安
居
の
終
わ
り
に
大
衆
に
言
っ
た
、
「
こ
の
夏
安
居
の
開
始
以
来
、
諸
君
の
た
め
に
話
を
し
て
き
た

が
、
見
よ
！
わ
た
し
の
眉
毛
は
の
こ
っ
て
い
る
か
？
」
の
ち
保
福
從
展
は
聞
い
て
言
っ
た
、
「
惡
い
こ
と
を
し
た
人
は
び
く

び
く
し
て
い
る
も
の
だ
。
」
長
慶
慧
稜
は
言
っ
た
、
「
生
え
た
！
」
雲
門
文
偃
は
言
っ
た
、
「
關
！
」
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頌
に
い
う
、

翠
巖
が
大
衆
に
示
し
た
問
い
に
は
、
古
來
だ
れ
も
答
え
ら
れ
ぬ
の
に
、
雲
門
が
關
の
一
字
で
應
じ
た
の
は
、
錢
を
失
っ

た
う
え
に
罰
せ
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
。

老
い
ぼ
れ
の
保
福
は
褒
め
た
の
か
貶
し
た
の
か
も
言
え
て
お
ら
ず
、
く
ど
く
ど
言
い
わ
け
を
す
る
翠
巖
を
、
明
ら
か
に

惡
黨
だ
と
言
っ
た
。

白
玉
の
珪
に
傷
は
な
い
の
だ
か
ら
、
眞
僞
を
辨
ず
る
必
要
な
ど
な
い
と
、
長
慶
は
よ
く
分
か
っ
て
い
た
か
ら
、
「
眉
毛
が

生
え
た
！
」
と
言
っ
た
の
だ
。

【
注
釋
】

〇
本
則
の
か
た
ち
は
雪
竇
以
前
に
は
な
い
。
雪
竇
は
『
雲
門
廣
錄
』
に
據
り
つ
つ
編
輯
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

擧
：
翠
巖
夏
末
上
堂
云
：
「
我
一
夏
已
來
，
與
師
僧
説
話
。
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
」
保
福
云
：
「
作
賊
人
心
虚
。
」

長
慶
云
：
「
生
也
！
」
師
云
：
「
關
！
」
（
『
雲
門
廣
錄
』
卷
中
「
室
中
語
要
」
第
三
三
則
）

こ
の
内
容
は
『
祖
堂
集
』、『
景
德
傳
燈
錄
』
に
も
錄
さ
れ
て
い
る
。

師
有
時
上
堂
曰
：
「
三
十
年
來
，
無
有
一
日
不
共
兄
弟
持
論
語
話
。
看
！
我
眉
毛
還
在
摩
？
」
衆
無
對
。
有
人
擧
似

長
慶
，
長
慶
代
云
：
「
生
也
！
」　
　
　
　
　
　

			




　
　

（
『
祖
堂
集
』
卷
一
〇
「
翠
巖
和
尚
章
」
）

師
上
堂
曰
：
「
今
夏
與
諸
兄
弟
語
論
。
看
！
翠
巖
眉
毛
還
在
麼
？
」
長
慶
聞
舉
云
：
「
生
也
！
」

（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
「
明
州
翠
巖
大
師
令
參
章
」
）

〇
翠
巖
夏
末
示
衆
云
：
一
夏
已
來
，
爲
兄
弟
説
話
。
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
保
福
云
：
作
賊
人
心
虚
。
長
慶
云
：
生
也
！

雲
門
云
：
關
！　

翠す
い
が
ん
れ
い
し
ん

巖
令
參
（
生
卒
年
未
詳
。
雪
峯
義
存
の
弟
子
）
が
夏
安
居
の
終
わ
り
（
解
夏
）
に
夏
安
居
の
期
間
（
九
十
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日
）
に
な
し
た
説
法
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
自
己
を
點
檢
し
た
話
で
あ
る
。「
誤
っ
た
法
を
説
く
と
謗
法
の
罪
で
眉
鬚
墮
落

す
る
」
と
い
う
佛
教
の
俗
信
（『
法
華
經
』
譬
喩
品
、
安
世
高
譯
『
佛
説
罪
業
應
報
教
化
地
獄
經
』）
を
背
景
に
言
っ
た
も
の
で
、

言
葉
に
よ
っ
て
佛
法
を
説
く
（
方
便
説
法
）
こ
と
自
體
が
謗
法
で
あ
り
、「
夫
説
法
者
，
無
説
無
示
；
其
聽
法
者
，
無
聞
無

得
」（『
維
摩
經
』
弟
子
品
）
を
眞
の
説
法
と
す
る
な
ら
ば
、
翠
巖
の
行
爲
は
謗
法
た
る
を
免
れ
な
い
。
た
だ
し
翠
巖
は
こ
の

こ
と
を
承
知
の
う
え
で
、
翠
巖
院
の
夏
安
居
に
お
い
て
説
法
し
續
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
わ
が
方
便
説
法
が
『
維

摩
經
』
に
言
う
よ
う
な
説
法
た
り
え
て
い
た
か
？
」
と
大
衆
に
問
う
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
か
れ
の
自
負
が
こ
め
ら
れ

て
い
る
。
法
を
誤
る
こ
と
な
く
傳
え
得
る
か
と
い
う
問
題
は
雪
峯
門
下
で
さ
か
ん
に
論
ぜ
ら
れ
た
。
雪
峯
は
沈
黙
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
法
を
傳
授
し
た
と
言
っ
た
。

有
時
上
堂
。
衆
立
久
，
師
云
：
「
便
與
摩
承
當
却
，
最
好
省
要
。
莫
教
更
到
這
老
師
口
裏
來
。
三
世
諸
佛
不
能
唱
，

十
二
分
教
載
不
起
。
如
今
嚼
涕
唾
漢
爭
得
會
？
我
尋
常
向
師
僧
道
：
是
什
摩
？
便
近
前
來
覓
答
話
處
。
驢
年
識
得

摩
？
事
不
得
已
，
向
汝
與
摩
道
，
已
是
平
欺
汝
了
也
。
」
（
『
祖
堂
集
』
卷
七
「
雪
峯
和
尚
章
」
）

（
あ
る
日
、
定
例
の
説
法
の
た
め
に
法
堂
に
昇
っ
て
、
し
ば
ら
く
沈
黙
。
大
衆
は
じ
っ
と
立
っ
て
待
っ
て
い
た
。
師
は
言
っ
た
、
「
こ

の
よ
う
に
受
け
と
め
て
も
ら
う
の
が
、
そ
れ
こ
そ
手
間
を
か
け
ず
に
す
む
と
い
う
も
の
。
こ
の
う
え
、
こ
の
わ
た
し
に
言
わ
せ
な

い
で
も
ら
い
た
い
。
三
世
諸
佛
も
言
う
こ
と
が
で
き
ず
、
十
二
分
教
も
書
け
ぬ
の
だ
。
い
ま
人
の
言
葉
を
あ
り
が
た
が
っ
て
ば
か
り

い
る
輩
に
は
、
分
か
る
は
づ
が
な
い
。
わ
た
し
は
い
つ
も
諸
君
ら
に
〈
何
だ
！
〉
と
言
っ
て
や
っ
て
い
る
の
に
、
近
寄
っ
て
き
て
は
、

答
え
を
要
求
す
る
。
そ
ん
な
こ
と
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
分
か
る
は
づ
が
な
い
。
や
む
な
く
君
た
ち
に
こ
う
言
っ
て
や
る
の
で
さ

え
、
も
う
君
た
ち
を
愚
弄
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
」
）

雪
峯
の
示
し
た
「
沈
黙
に
よ
る
傳
授
」
は
苦
肉
の
策
で
あ
っ
た
が
、
門
下
で
は
こ
れ
を
繼
承
す
る
者
が
あ
っ
た
一
方
で
、

疑
問
を
呈
す
る
者
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
『
祖
堂
集
』
に
收
錄
さ
れ
た
弟
子
、
再
傳
の
弟
子
の
對
話
の
記
錄
中
に
「
沈
黙
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に
よ
る
傳
授
」
に
替
わ
る
有
効
な
方
法
は
見
い
だ
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
雪
峯
の
弟
子
翠
巖
は
「
や
む
な
く
方
便
説

法
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、〈
無
説
無
示
〉
に
適
っ
て
い
た
か
？
諸
君
は
そ
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
く
れ
た
か
？
」

と
聽
法
者
の
問
題
と
し
て
提
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

本
則
で
は
翠
巖
の
問
い
に
そ
の
場
で
答
え
得
る
者
が
な
か
っ
た
の
に
對
し
、
の
ち
に
保
福
從
展
（
？
～
九
二
八
）、
長
慶
慧

稜
（
八
五
四
～
九
三
二
）、
雲
門
文
偃
（
八
六
四
～
九
四
九
）
が
出
し
た
答
え
（
代
語
）
を
揭
出
し
て
い
る
。
保
福
の
「
作
賊
人

心
虚
」
は
俗
諺
で
、
翠
巖
が
「
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
」
と
言
っ
た
こ
と
を
、
謗
法
を
み
づ
か
ら
自
白
し
た
と
皮
肉
っ
て

い
る
。
長
慶
は
翠
巖
が
「
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
」
と
言
っ
た
こ
と
を
、
む
し
ろ
誠
實
深
刻
な
反
省
と
受
け
と
め
、「
生

也
！
」（
そ
の
反
省
で
、
落
ち
た
眉
毛
が
ま
た
生
え
た
）
と
認
め
た
。
雲
門
の
「
關
！
」
は
さ
ら
に
短
い
一
字
で
評
し
、「
こ
れ

こ
そ
が
乘
り
超
え
る
べ
き
關
門
だ
！
」
と
再
提
起
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〇
翠
巖
示
徒
，
千
古
無
對
。
關
字
相
酬
，
失
錢
遭
罪
。
潦
倒
保
福
，
抑
揚
難
得
。
潭
潭
翠
巖
，
分
明
是
賊
。
白
珪
無
玷
，
誰

辨
眞
假
？
長
慶
相
諳
，
眉
毛
生
也
！　

雪
竇
の
頌
古
（
四
句
三
聯
で
押
韻
し
て
い
る
）
は
登
場
す
る
四
人
へ
の
批
評
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
從
來
の
評
價
を
反
轉
さ
せ
た
雪
竇
の
批
評
眼
が
表
わ
れ
て
い
る
。
ま
づ
翠
巖
に
對
し
て
は
「
翠
巖
示
徒
，
千

古
無
對
」（
翠
巖
が
大
衆
に
示
し
た
問
い
に
は
、
古
來
だ
れ
も
答
え
ら
れ
ぬ
）
と
言
っ
て
、
本
則
の
翠
巖
の
問
題
提
起
を
高
く
評

價
し
た
。
自
己
の
犯
し
た
罪
を
自
白
し
た
小
心
者
（
保
福
の
評
）
と
い
う
從
來
言
わ
れ
て
き
た
理
解
で
は
な
く
、
禪
の
核

心
を
衝
く
高
度
な
問
題
提
起
の
姿
勢
で
あ
る
と
見
た
の
で
あ
る
。
佛
教
の
眞
理
は
「
眞
如
」「
眞
際
」
と
言
わ
れ
、
言
説

を
さ
し
は
さ
む
餘
地
は
な
い
（
南
泉
「〈
如
如
〉
と
言
っ
て
さ
え
す
で
に
變
異
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」）。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、「
人

人
具
足
、
箇
箇
圓
成
」、「
夫
説
法
者
，
無
説
無
示
」
と
禪
の
言
説
を
そ
の
ま
ま
言
っ
て
い
た
の
で
は
、
入
門
修
行
す
る

者
は
い
な
い
。
で
は
ど
う
す
べ
き
な
の
か
は
、
禪
僧
に
課
せ
ら
れ
た
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
雪
竇
は
つ
い
で
雲
門
の

「
關
！
」
を
評
し
て
、「
關
字
相
酬
，
失
錢
遭
罪
」（
雲
門
が
關
の
一
字
で
應
じ
た
の
は
、
錢
を
失
っ
た
う
え
に
罰
せ
ら
れ
た
よ
う
な
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も
の
）
と
こ
き
お
ろ
し
た
。「
乘
り
超
え
る
べ
き
關
門
だ
」
と
言
っ
た
だ
け
で
は
だ
め
だ
。
い
っ
た
い
ど
う
乘
り
超
え
る

の
か
？「
潦
倒
保
福
，
抑
揚
難
得
，
潭
潭
翠
巖
，
分
明
是
賊
」（
老
い
ぼ
れ
の
保
福
は
褒
め
た
の
か
貶
し
た
の
か
も
言
え
て
お
ら
ず
、

く
ど
く
ど
言
い
わ
け
を
す
る
翠
巖
を
、
明
ら
か
に
惡
黨
だ
と
言
っ
た
）
は
保
福
を
や
り
こ
め
て
い
る
。
最
後
の
一
聯
は
「
白
珪
無

玷
，
誰
辨
眞
假
？
」
と
、
も
う
一
度
翠
巖
の
提
起
を
「
白
珪
無
玷
」
に
擬
し
て
、
保
福
の
評
價
を
抑
下
し
、
長
慶
を
「
長

慶
相
諳
，
眉
毛
生
也
！
」
と
言
っ
て
、
長
慶
こ
そ
が
翠
巖
の
知
音
だ
と
斷
を
下
し
た
。
雪
竇
頌
の
押
韻
は
第
一
聯
「
對
」

隊
去
「
罪
」
賄
上
、
蟹
攝
上
聲
賄
韻
去
聲
隊
韻
通
用
、
第
二
聯
「
得
」「
賊
」
入
聲
德
韻
、
第
三
聯
「
假
」「
也
」
上
聲
馬

韻
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
九
則
譯
注

擧
：
僧
問
趙
州
：
「
如
何
是
趙
州
？
」
州
云
：
「
東
門
，
南
門
，
西
門
，
北
門

（
１
）

。
」

頌
曰
：

句
裏
呈
機
劈
面
來
，
爍
迦
羅
眼
絶
纖
埃
。

東
南
西
北

（
２
）

門
相
對
，
無
限
輪
鎚

（
３
）

擊
不
開
。

【
校
記
】

（
1
）「
東
門
南
門
西
門
北
門
」，《
趙
州
錄
》、《
碧
巖
錄
》
第
九
則
、《
聯
燈
會
要
》
卷
六
作
「
東
門
西
門
南
門
北
門
」。

（
2
）「
東
南
西
北
」，《
碧
巖
錄
》
第
九
則
、《
聯
燈
會
要
》
卷
六
作
「
東
西
南
北
」。
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（
3
）「
鎚
」，《
佛
果
碧
巖
破
關
擊
節
》
作
「
槌
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
僧
趙
州
に
問
う
、
「
如
何
な
る
か
是
れ
趙
州
？
」
州
云
く
、
「
東
門
、
南
門
、
西
門
、
北
門
。
」

頌
に
曰
く
、

句く

り裏
に
機き

を
呈て

い

し
て
劈へ

き
め
ん面

に
來き

た

る
、
爍

し
ゃ
く

迦か

ら羅
眼げ

ん

は
纖せ

ん
あ
い埃

を
絶ぜ

っ

す
。

東と
う
な
ん
せ
い
ほ
く

南
西
北 

門
に
相
い
對
す
る
も
、
無
限
の
輪り

ん
つ
い鎚

も
擊う

ち
開あ

け
ず
。

【
日
譯
】

本
則
。
僧
が
趙
州
和
尚
に
問
う
た
、
「
趙
州
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
趙
州
は
答
え
た
、
「
東
門
、
南
門
、
西
門
、
北

門
。
」

頌
に
い
う
、

機
鋒
を
こ
め
た
問
い
を
眞
正
面
か
ら
投
げ
か
け
た
が
、
和
尚
の
爍
迦
羅
眼
に
は
一
點
の
曇
り
も
な
い
。

東
南
西
北
の
門
の
前
で
、
鐵
鎚
を
振
り
回
し
て
い
く
ら
擊
と
う
と
も
擊
ち
開
け
ら
れ
ぬ
。

【
注
釋
】

〇
本
則
は
雪
竇
が
『
趙
州
錄
』（
卷
上
）
の
原
文
の
「
東
門
西
門
南
門
北
門
」
の
順
序
を
「
東
門
南
門
西
門
北
門
」
に
改
め

て
い
る
。
そ
れ
は
雪
竇
の
北
宋
當
時
は
通
常
「
東
南
西
北
」
の
順
序
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
王
觀
國
『
學
林
』
に

「
東
西
南
北
，
先
東
西
而
後
南
北
，
此
文
言
也
。」（
卷
八
「
四
方
」
條
、
學
術
筆
記
叢
刊
、
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
）
と
言
う
。
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「
文
言
」
と
は
古
典
的
な
言
い
か
た
の
意
で
あ
ろ
う
（
王
觀
國
は
北
宋
末
の
人
）。
つ
ま
り
古
く
は
「
東
西
南
北
」
の
順
序
で

あ
っ
た
。
む
ろ
ん
意
味
上
に
違
い
は
な
い
。

〇
僧
問
：
如
何
是
趙
州
？
州
云
：
東
門
，
南
門
，
西
門
，
北
門　

僧
の
こ
の
質
問
は
不
自
然
で
あ
る
。
僧
が
趙
州
和
尚
の
何

を
問
お
う
と
し
た
の
か
明
確
で
な
い
。『
趙
州
錄
』
に
は
、

問
：
「
如
何
是
趙
州
主
人
公
？
」
師
咄
云
：
「
這
箍
桶
漢
！
」
學
人
應
諾
。
師
云
：
「
如
法
箍
桶
著
！
」
（
卷
上
）

問
：
「
如
何
是
趙
州
一
句
？
」
師
云
：
「
半
句
也
無
。
」
學
云
：
「
豈
無
和
尚
在
？
」
師
云
：
「
老
僧
不
是
一
句
。
」
（
卷
上
）

問
：
「
…
…
如
何
是
趙
州
家
風
？
」
師
云
：
「
你
不
解
問
。
」
云
：
「
請
師
答
話
。
」
師
云
：
「
若
據
你
，
合
喫
二
十
棒
。
」

（
卷
中
）

又
云
：
「
兄
弟
！
趙
州
關
也
難
過
。
」
云
：
「
如
何
是
趙
州
關
？
」
師
云
：
「
石
橋
是
。
」
（
卷
下
）

等
の
問
い
が
見
ら
れ
、
具
體
性
を
缺
い
た
「
如
何
是
趙
州
？
」
と
い
う
問
い
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
碧
巖
錄
』

第
九
則
本
則
評
唱
や
大
慧
語
錄
（
卷
八
「
示
衆
」）
に
は
次
の
よ
う
な
僧
の
語
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

僧
云
：
「
某
甲
不
問
這
箇
趙
州
。
」
州
云
：
「
爾
問
那
箇
趙
州
？
」

（
僧
、
「
わ
た
し
は
そ
の
趙
州
を
問
う
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
師
、
「
そ
な
た
は
ど
の
趙
州
を
問
う
た
の
か
？
」
）

僧
云
：
「
不
問
這
箇
。
」
州
云
：
「
爾
問
趙
州
聻
？
」

（
僧
、
「
そ
の
こ
と
を
問
う
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
師
、
「
そ
な
た
は
趙
州
を
問
う
た
の
で
あ
ろ
う
？
」
）

趙
州
は
問
答
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

師
示
衆
云
：
「
老
僧
今
夜
答
話
去
。
解
問
者
出
來
！
」
（
卷
上
）

問
：
「
…
…
如
何
是
趙
州
家
風
？
」
師
云
：
「
你
不
解
問
。
」
云
：
「
請
師
答
話
。
」
師
云
：
「
若
據
你
，
合
喫
二
十
棒
。
」

（
卷
中
）
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「
解
問
」
と
は
正
し
く
問
う
こ
と
で
、
第
二
例
の
よ
う
に
趙
州
和
尚
に
面
と
向
か
っ
て
家
風
を
訊
ね
る
よ
う
な
不
見
識
な

問
い
は
、「
問
い
か
た
を
知
ら
ぬ
」
と
し
て
拒
否
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
本
則
で
僧
が
「
如
何
是
趙
州
…
…
？
」
と

問
お
う
と
し
た
時
、
趙
州
和
尚
は
う
ん
ざ
り
し
て
最
後
ま
で
言
わ
せ
ず
、「
趙
州
な
ら
東
門
、
南
門
、
西
門
、
北
門
だ
」

と
そ
っ
け
な
く
答
え
た
の
で
あ
る
。

〇
句
裏
呈
機
劈
面
來
，
爍
迦
羅
眼
絶
纖
埃
。
東
南
西
北
門
相
對
，
無
限
輪
鎚
擊
不
開　

雪
竇
の
頌
は
僧
の
問
い
を
機
鋒
を
こ

め
た
鋭
い
問
い
だ
と
み
な
し
、
こ
れ
に
對
し
て
趙
州
和
尚
は
「
金
剛
眼
を
具
え
て
い
た
か
ら
見
事
に
答
え
た
」
と
理
解
し

て
い
る
。「
爍
迦
羅
眼
」
と
は
『
翻
譯
名
義
集
』（
卷
三
「
七
寶
」）
に
「
爍
迦
羅
，
乃
堅
固
義
。
此
同
金
剛
。」『
碧
巖
錄
』

（
第
九
則
頌
評
唱
）
に
「
爍
迦
羅
眼
者
是
梵
語
，
此
云
堅
固
眼
。
亦
云
金
剛
眼
。
照
見
無
礙
，
不
唯
千
里
明
察
秋
毫
，
亦
乃

定
邪
決
正
，
辨
得
失
。」『
祖
庭
事
苑
』（
卷
二
「
雪
竇
頌
古
」）
に
「
爍
迦
羅
，
此
云
金
剛
，
又
云
堅
固
。」
と
い
う
。「
無
限

輪
鎚
」
と
は
大
き
な
鐵
鎚
に
綱
紐
を
つ
け
振
り
ま
わ
し
て
擊
ち
つ
け
る
武
器
（
？
）
ら
し
い
。

　

雪
竇
の
頌
は
趙
州
と
僧
の
問
答
を
機
鋒
の
應
酬
と
見
て
七
言
絶
句
（「
來
」、「
埃
」、「
開
」、
平
聲
咍
韻
）
の
形
式
で
批
評
し

て
い
る
。『
禪
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
卷
一
〇
に
列
す
る
宋
代
の
頌
古
は
「
本
則
」
に
對
し
て
み
な
雪
竇
の
よ
う
な
機
鋒
の

應
酬
と
い
う
理
解
で
あ
る
が
、
瞎
堂
慧
遠
（
一
一
〇
三
～
一
一
七
六
、
圓
悟
克
勤
嗣
）
だ
け
は
僧
の
質
問
の
愚
を
嘲
笑
し
て
い

る
。南

北
東
西
老
趙
州
，
見
人
騎
馬
也
騎
牛
。
清
風
月
下
尋
歸
路
，
夫
子
門
前
問
孔
丘
。

（
東
西
南
北
の
門
と
答
え
た
趙
州
老
人
、
人
が
馬
に
騎
っ
て
い
る
か
牛
に
騎
っ
て
い
る
か
は
見
れ
ば
わ
か
る
。
清
風
月
下
に
歸
路
を

訊
ね
た
り
、
孔
子
の
家
の
前
で
夫
子
の
お
宅
は
ど
こ
か
と
問
う
と
は
！
）

た
し
か
に
、
僧
が
趙
州
そ
の
人
に
向
か
っ
て
「
如
何
是
趙
州
？
」（
ア
ン
タ
は
何
や
？
）
と
問
う
た
と
解
釋
す
る
な
ど
あ
り

え
な
い
こ
と
だ
。
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『
雪
竇
頌
古
』
第
十
則

擧
：
睦
州
問
僧
：
「
近
離
什
麼
處

（
１
）

？
」
僧
便

（
２
）

棯
。
州
云
：
「
老
僧

（
３
）

被
汝

（
４
）

一
棯

（
５
）

。
」
僧
又
棯
，
州
云
：
「
三

棯
四
棯
後
作
麼
生
？
」
僧
無
語
。
州
便
打
云

（
６
）

：
「
這
掠
虚
漢

（
７
）

！
」

頌
曰
：

兩
棯
與
三
棯
，
作
者
知
機
變
。

若
謂
騎
虎
頭
，
二
倶
成
瞎
漢
。

誰
瞎
漢
？
拈
來
天
下
與
人
看
。

【
校
記
】

（
1
）「
什
麼
處
」，《
宗
門
統
要
》
卷
五
、《
碧
巖
錄
》
第
一
〇
則
、《
聯
燈
會
要
》
卷
八
、《
五
燈
會
元
》
卷
四
並
作
「
甚

處
」，《
直
註
》
作
「
甚
麼
處
」。

（
2
）「
便
」，《
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
》
無
。

（
3
）「
老
僧
」
下
，《
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
》
有
「
今
日
」。

（
4
）「
汝
」，《
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
》、《
宗
門
統
要
》
卷
五
、《
聯
燈
會
要
》
卷
八
、《
五
燈
會
元
》
卷
四
並
作

「
你
」。

（
5
）「
一
棯
」，《
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
》
作
「
棯
一
棯
」。
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（
6
）「
云
」，
宋
版
《
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
》
無
。

（
7
）「
掠
虚
漢
」，《
碧
巖
錄
》
第
一
〇
則
作
「
掠
虚
頭
漢
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
睦
州 
僧
に
問
う
、
「
近
く
は
什い

づ

こ

麼
處
を
か
離
る
る
？
」
僧
便
ち
棯か

つ

す
。
州
云
く
、
「
老わ

れ僧
は
汝
に
一
棯
せ
ら
る
。
」
僧

又
た
棯
す
、
州
云
く
、
「
三
棯
四
棯
の
後
は
作い

か

ん

麼
生
？
」
僧
は
語
無
し
。
州
便
ち
打
っ
て
云
く
、
「
這こ

の
掠

り
ゃ
っ

虚き
ょ

の
漢か

ん

！
」

頌
に
曰
く
、

兩
棯
と
三
棯
、
作
者
は
機
變
を
知
る
。

若も

し
虎こ

頭と
う

に
騎の

る
と
謂お

も

わ
ば
、
二
倶と

も

に
瞎か

っ
か
ん漢

と
成な

る
。

誰た
れ

か
瞎
漢
な
る
？
天
下
に
拈も

ち
來き

た

っ
て
人
に
看
せ
し
め
ん
。

【
日
譯
】

本
則
。
睦
州
道
蹤
が
僧
に
問
う
た
、
「
こ
の
た
び
は
ど
こ
か
ら
お
い
で
た
の
か
？
」
僧
は
一
棯
し
た
。
睦
州
、
「
わ
た
し
は
そ

な
た
に
一
棯
さ
れ
た
わ
い
。
」
僧
は
ま
た
一
棯
し
た
。
睦
州
、
「
三
棯
し
四
棯
し
た
あ
と
は
ど
う
す
る
の
か
？
」
僧
は
答
え
ら

れ
な
か
っ
た
。
睦
州
は
棒
打
し
て
言
っ
た
、
「
こ
の
上
滑
り
者
め
！
」

頌
に
い
う
、

兩
棯
の
あ
と
三
棯
し
た
と
し
て
も
、
識
者
は
反
應
を
見
抜
い
て
い
る
。

も
し
虎
の
首
に
跨
っ
た
と
思
う
な
ら
、
睦
州
も
僧
も
ド
メ
ク
ラ
と
な
る
。

さ
て
誰
が
ド
メ
ク
ラ
な
の
か
？
こ
の
話
を
天
下
に
示
し
て
判
斷
さ
せ
よ
う
。
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【
注
釋
】

〇
本
則
の
原
話
は
『
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
』（
南
宋
紹
興
八
～
一
四
年
［
一
一
三
八
～
一
一
四
四
］
刊
行
）
に
見
え
る
が
、
雪

竇
は
の
ち
に
『
宗
門
統
要
』（
北
宋
元
祐
八
年
［
一
〇
九
三
］
序
）
に
收
錄
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
に
據
り
、
一
部
の
文
字
を
改
め

た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
『
雪
竇
頌
古
』
に
睦
州
の
語
を
取
り
あ
げ
る
の
は
こ
こ
の
み
で
あ
る
。

〇
睦
州
問
僧
：
近
離
什
麼
處
？
僧
便
棯　
「
近
離
什
麼
處
？
」
と
問
う
の
は
行
脚
僧
と
の
初
相
見
の
場
面
で
あ
り
、
こ
れ
を

端
緒
に
問
答
が
始
ま
る
。
機
緣
が
適
え
ば
入
門
し
、
師
と
と
も
に
修
行
す
る
の
で
あ
る
。「
近
離
什
麼
處
？
」
と
い
う
問

い
は
參
問
に
來
た
行
脚
僧
が
直
前
に
誰
に
參
じ
た
の
か
、
い
か
な
る
境
位
に
あ
る
の
か
を
探
る
た
め
に
問
わ
れ
る
。
參
問

の
僧
は
お
お
む
ね
正
直
に
地
名
・
寺
院
名
を
答
え
る
が
、
本
則
の
よ
う
に
棯
す
る
も
の
は
た
だ
次
の
二
例
の
み
で
あ
る
。

師
問
僧
：
「
什
麼
處
來
？
」
僧
便
棯
，
師
便
揖
坐
。
僧
擬
議
，
師
便
打
。

（
『
臨
濟
錄
譯
注
』
Ⅱ
河
北
臨
濟
院
［
一
］
七
一
頁
、
大
法
輪
閣
、
二
〇
一
三
年
）

（
師
は
僧
に
問
う
た
、
「
ど
こ
か
ら
來
た
の
か
？
」
僧
は
棯
し
た
。
師
は
叉
手
低
頭
し
て
、
坐
す
る
よ
う
う
な
が
し
た
。
僧
が
何
や
ら

言
お
う
と
し
た
と
た
ん
、
師
は
打
っ
た
。
）

問
僧
：
「
近
離
什
麼
處
？
」
僧
便
棯
。
師
亦
棯
。
僧
又
棯
。
師
便
打
。    

（
『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
一
二
「
鎭
州
三
聖
然
禪
師
章
」
）

（
僧
に
問
う
た
、
「
こ
の
た
び
は
ど
こ
か
ら
來
た
の
か
？
」
僧
は
棯
し
た
。
師
も
棯
し
た
。
僧
は
ま
た
棯
し
た
。
師
は
打
っ
た
。
）

「
近
離
什
麼
處
？
」
と
い
う
問
い
に
僧
が
一
棯
で
應
じ
た
の
は
、
僧
が
某
處
で
「
棯
」
を
學
ん
で
き
た
こ
と
を
示
す
。

「
棯
」
は
大
聲
で
怒
鳴
る
動
作
で
あ
る
が
、
當
時
の
馬
祖
禪
洪
州
宗
の
「
性
在
作
用
」
説
に
依
據
し
た
「
自
己
本
分
事
」

の
提
示
と
さ
れ
た
。「
棯
」
す
る
こ
と
が
自
己
の
提
示
で
あ
る
か
ら
、
わ
が
本
性
（
佛
性
）
は
「
棯
」
に
現
わ
れ
て
お
り
、

「
自
己
本
分
事
」
の
提
示
と
し
て
完
結
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
近
離
什
麼
處
？
」
と
い
う
問
い
に
對
す
る
答
え
と
し
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て
は
、
こ
こ
で
修
行
生
活
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
い
う
意
志
表
示
で
も
あ
る
。

本
則
で
睦
州
は
僧
を
棒
打
し
て
、「
そ
な
た
は
棯
を
放
っ
て
自
己
表
示
す
る
だ
け
の
、
人
ま
ね
の
上
滑
り
者
だ
」
と
戒
め

た
。「
掠
虚
漢
」
は
「
棯
」
を
模
倣
し
た
だ
け
の
行
爲
を
罵
る
語
。

〇
兩
棯
與
三
棯
，
作
者
知
機
變
。
若
謂
騎
虎
頭
，
二
倶
成
瞎
漢
。
誰
瞎
漢
？
拈
來
天
下
與
人
看　

雪
竇
の
頌
は
上
述
の
通
常

の
理
解
と
異
な
る
新
解
釋
で
あ
る
。
通
常
は
睦
州
が
僧
の
盲
棯
を
「
掠
虚
の
漢
」
と
批
判
し
た
話
だ
と
い
う
理
解
で
あ
っ

た
が
、
雪
竇
は
そ
れ
を
「
若
し
（
睦
州
を
）
虎
頭
に
騎の

る
と
謂お
も

わ
ば
、
二
倶と
も

に
瞎
漢
と
成
る
」
と
評
し
て
、「
模
倣
に
す
ぎ

ぬ
」
と
戒
め
た
だ
け
の
睦
州
も
僧
と
同
じ
く
瞎
漢
だ
と
言
う
。
そ
し
て
「
誰
か
瞎
漢
な
る
？
」
と
僧
衆
に
問
う
て
、「
天

下
に
拈も

ち
來き
た

っ
て
人
に
看
せ
し
め
ん
」、
睦
州
も
僧
も
瞎
漢
だ
と
言
う
者
も
同
じ
く
瞎
漢
だ
と
暗
に
言
う
。「
棯
」
が
「
自

己
本
分
事
」
の
提
示
だ
と
い
う
馬
祖
禪
の
解
釋
そ
の
も
の
を
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

『
禪
門
拈
頌
集
』（
卷
一
六
「
睦
州
章
」）
に
引
く
二
人
の
宋
代
禪
僧
も
睦
州
を
次
の
よ
う
に
評
す
る
。

者
僧
既
龍
頭
蛇
尾
，
睦
州
令
行
一
半
。
若
是
老
僧
，
手
裏
棒
折
，
也
未
放
在
。
（
法
眞
守
一
）

（
こ
の
僧
も
睦
州
も
中
途
半
端
、
わ
た
し
な
ら
棒
が
折
れ
る
ま
で
打
っ
て
も
許
さ
ぬ
。
）

老
睦
州
甚
生
氣
槩
，
却
者
僧
手
裏
呈
款
。
（
松
源
崇
嶽
）

（
睦
州
老
人
は
た
い
し
た
氣
概
だ
が
、
こ
の
僧
の
手
の
中
で
自
白
し
て
し
ま
っ
た
。
）

唐
代
の
評
價
を
反
轉
さ
せ
る
の
は
宋
代
禪
僧
の
常
套
で
あ
る
が
、
雪
竇
の
批
評
は
僧
衆
（
あ
る
い
は
讀
者
）
に
ま
で
矛
先
を

向
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
鋭
さ
が
あ
る
。
押
韻
は
「
漢
」「
看
」、
去
聲
翰
韻
。
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三
句
半
詩
話

著
者　

項　
　

楚

日
譯　

衣
川
賢
次

今
か
ら
四
十
年
前
、
わ
た
し
は
四
川
大
學
大
學
院
に
入
學
す
る
た
め
、
列
車
で
三
日
三
晩
か
か
っ
て
「
青
天
に
上
る
よ

り
難
し
」（
李
白
「
蜀
道
難
」）
と
謳
わ
れ
た
蜀
道
に
沿
っ
て
四
川
盆
地
へ
入
っ
た
。
大
學
の
講
堂
で
開
か
れ
た
新
入
生
歡
迎
會

で
、
わ
た
し
は
企
劃
し
た
學
生
た
ち
に
よ
る
こ
の
奇
妙
な
演
目
―
―
「
三
句
半
」
に
初
め
て
出
逢
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
開
幕

と
同
時
に
登
場
し
た
の
は
四
人
の
男
子
學
生
で
、
舞
台
に
一
列
に
並
ん
だ
。
前
の
三
人
は
み
な
美
男
子
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
も
の
の
、
禮
儀
正
し
い
擧
措
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
四
人
め
は
な
ん
と
も
背
の
低
い
ず
ん
ぐ
り
し
た
醜
男
で
、
眼
を
ぎ
ょ

ろ
つ
か
せ
て
、
滑
稽
な
し
ぐ
さ
で
あ
っ
た
。
演
技
が
始
ま
る
と
、
前
の
三
人
が
順
次
一
歩
前
に
出
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
五
言
詩

の
一
句
を
言
う
。
特
に
人
を
驚
か
す
よ
う
な
と
こ
ろ
は
な
い
。
が
、
四
人
め
の
番
に
な
っ
て
、
誇
張
し
た
表
情
に
誇
張
し
た

身
振
り
で
、
口
か
ら
い
き
な
り
半
句
の
詩
―
―
二
字
を
爆
発
さ
せ
、
突
如
黙
っ
た
。
す
る
と
會
場
全
體
が
大
爆
笑
に
包
ま
れ

た
。
前
の
三
人
の
學
生
の
一
見
平
凡
な
詩
句
が
、
一
瞬
の
間
に
ま
っ
た
く
新
し
い
内
容
に
變
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
四
人
が
一
巡
し
た
あ
と
、
演
技
は
再
び
續
け
ら
れ
、
前
の
三
人
の
學
生
が
詩
を
一
句
ず
つ
言
い
、
四
人
め
の

學
生
が
半
句
を
爆
発
さ
せ
る
や
、
會
場
は
ま
た
も
や
大
爆
笑
。
こ
う
し
て
十
數
回
が
繰
り
返
さ
れ
、
演
目
が
終
わ
っ
た
時
に

は
、
會
場
は
熱
氣
に
包
ま
れ
、
愉
樂
の
雰
圍
氣
は
最
高
潮
に
達
し
た
。

當
時
わ
た
し
に
と
っ
て
こ
の
演
出
形
式
は
た
い
へ
ん
珍
し
く
思
え
、
わ
た
し
が
北
方
で
見
て
い
た
「
覗
き
か
ら
く
り
」

の
類
よ
り
も
活
き
い
き
と
し
た
潑
溂
さ
で
、
四
川
の
人
の
ユ
ー
モ
ア
と
熱
狂
ぶ
り
に
壓
倒
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
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機
會
に
多
く
の
「
三
句
半
」
の
演
技
を
見
、「
文
化
大
革
命
」
の
宣
傳
隊
の
演
技
ま
で
見
た
。
ど
う
や
ら
あ
の
時
代
に
「
三

句
半
」
は
民
間
で
も
っ
と
も
普
及
し
、
大
衆
に
も
っ
と
も
人
氣
の
あ
っ
た
娯
樂
と
宣
傳
の
形
式
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
う
し

て
わ
た
し
ま
で
が
「
三
句
半
」
を
書
か
さ
れ
、
演
技
者
に
渡
し
て
上
演
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
目
的
は
何
か
の
宣
傳
任
務

に
應
じ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
何
で
あ
っ
た
か
、
も
う
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
。

「
三
句
半
」
と
い
う
演
技
形
式
は
四
川
の
民
間
で
一
時
期
爆
發
的
に
人
氣
を
博
し
た
の
で
あ
る
が
、
大
雅
の
堂
に
登
る
こ

と
は
つ
い
に
な
く
、
い
ま
わ
た
し
は
か
つ
て
實
見
し
た
「
三
句
半
」
の
實
例
を
示
し
た
い
と
思
う
が
、
ど
の
出
版
物
に
も
捜

し
あ
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
し
て
「
三
句
半
」
の
專
集
も
な
か
っ
た
。
―
―
か
つ
て
巷
間
に
爆
發
的
に
咲
き
誇
っ
た
「
三

句
半
」
の
作
品
は
、
い
つ
の
間
に
か
そ
の
痕
跡
を
留
め
る
こ
と
な
く
消
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
四
川
の
多
く
の
地
方
に
は
今
な
お
「
三
句
半
」
を
演
ず
る
傳
統
が
の
こ
っ
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
絶
え
ず
作
ら
れ
て
き

た
「
三
句
半
」
作
品
を
集
め
て
後
世
に
傳
え
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
と
思
う
。

わ
た
し
は
そ
の
後
の
讀
書
の
な
か
か
ら
、「
三
句
半
」
が
意
外
に
も
長
い
歷
史
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
發
見
し
た
。
す
な

わ
ち
、
北
宋
時
代
以
降
の
典
籍
に
は
類
似
し
た
詩
作
が
記
錄
さ
れ
て
お
り
、
當
時
は
「
十
七
字
詩
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
い
ま
記
憶
の
及
ぶ
限
り
そ
れ
を
聯
ね
、「
三
句
半
詩
話
」
と
銘
打
っ
て
書
い
て
み
よ
う
。

比
較
的
早
い
時
期
の
「
十
七
字
詩
」
が
見
ら
れ
る
の
は
、
北
宋
の
王
直
方
（
一
〇
六
九
～
一
一
〇
九
）
の
撰
し
た
詩
話
で
、

『
詩
話
總
龜
』
前
集
卷
三
九
に
引
か
れ
た
『
王
直
方
詩
話
』
で
あ
る
。

　

呉
の
賀
迪
吉
は
撫
州
（
江
西
省
）
の
人
で
あ
る
。
あ
る
日
か
れ
が
酒
を
攜
え
て
拙
宅
に
來
た
。
そ
こ
で
劉
夷
季
、
洪

龜
父
、
饒
次
守
の
輩
を
招
い
て
一
緒
に
飲
ん
で
い
る
う
ち
に
、
酒
が
ま
わ
っ
て
紛
糾
し
た
。
龜
父
は
席
を
立
っ
て
先
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に
歸
っ
た
が
、
そ
の
時
絶
句
一
首
を
わ
た
し
の
書
室
に
書
き
つ
け
て
出
て
行
っ
た
。

再
爲
城
南
游
，
百
花
已
狂
飛
。
更
堪
逢
惡
友
，
騎
馬
風
中
歸
。

（
來
年
の
落
花
盛
ん
な
頃
に
、
ま
た
こ
の
城
南
で
會
お
う
。
今
日
は
惡
友
に
逢
っ
て
堪
え
が
た
い
か
ら
、
馬
を
驅
っ
て
風
の
中
を
歸

る
）

次
守
は
酒
が
醒
め
た
の
で
、
そ
の
詩
を
見
て
和
韻
の
十
七
字
詩
を
作
っ
た
。

當
時
爲
擧
首
，
滿
意
望
龍
飛
。
而
今
已
報
罷
，
且
歸
。

（
先
頃
は
首
席
に
推
薦
さ
れ
、
意
氣
揚
々
と
官
界
に
乘
り
出
す
つ
も
り
だ
っ
た
。
今
や
中
止
の
報
ら
せ
が
届
い
た
。
だ
か
ら
「
も
う

歸
る
！
」
と
）

こ
れ
は
龜
父
が
こ
の
年
の
洪
州
府
試
で
首
位
に
推
薦
さ
れ
た
の
だ
が
、
今
上
皇
帝
が
即
位
さ
れ
た
た
め
に
、
預
定
さ

れ
て
い
た
廷
試
が
取
り
や
め
に
な
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。1 

こ
の
十
七
字
詩
の
創
作
は
、
王
直
方
の
家
で
開
か
れ
た
宴
會
で
酒
客
た
ち
が
醉
っ
た
あ
げ
く
喧
嘩
に
な
っ
て
、
洪
龜
父

は
氣
分
を
害
し
て
退
席
し
、
五
絶
一
首
を
作
っ
て
「
惡
友
」
に
あ
て
つ
け
、
饒
次
守
は
酒
が
醒
め
て
そ
の
詩
を
見
、
不
滿
を

和
韻
の
十
七
字
詩
に
託
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
洪
龜
父
の
科
擧
に
お
け
る
失
意
を
暴
い
て
皮
肉
っ
た
の
は
、
忠
厚
の
友

情
の
道
に
も
と
る
行
爲
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
和
し
た
」
と
言
い
、
た
し
か
に
同
韻
字
を
踏
ん
で
い
な
が
ら
、
龜
父
の

も
と
の
詩
に
比
べ
て
三
字
足
り
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
？
も
と
も
と
十
七
字
詩
は
人
を
嘲
弄
す
る
の
に
も
っ
と
も
ふ
さ

1　

郭
紹
虞
『
宋
詩
話
輯
佚
』
卷
上
『
王
直
方
詩
話
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
、
八
〇
頁
。『
四
部
叢
刊
』
初
編
景
上
海
涵
芬
樓
藏
明

嘉
靖
刊
本
『
増
修
詩
話
總
龜
』。『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
が
『
宋
詩
話
輯
佚
』
の
「
劉
夷
李
」
を
「
劉
夷
季
」
に
、「
建
試
」
を

「
廷
試
」
に
作
っ
て
い
る
の
が
正
し
い
。
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わ
し
い
形
式
だ
っ
た
の
で
、「
嘲
詩
」
と
も
稱
さ
れ
た
。
饒
次
守
が
十
七
字
詩
で
洪
龜
父
を
嘲
弄
し
た
の
は
、
龜
父
の
胸
に

深
く
突
き
刺
さ
る
痛
擊
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
か
ら
當
時
「
十
七
字
詩
」
が
「
嘲
詩
」
と
し
て
す
で
に
成
熟
し
た
定
型
を
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ゆ
え
に

饒
次
守
は
洪
龜
父
を
嘲
弄
し
て
や
ろ
う
と
、
迷
わ
ず
「
十
七
字
詩
」
の
詩
形
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
が
、「
和
詩
」
が
同
じ
詩

體
を
用
い
る
と
い
う
原
則
を
無
視
し
て
い
る
。
饒
次
守
は
現
在
知
ら
れ
る
最
初
の
「
十
七
字
詩
」
作
者
で
あ
る
が
、
こ
の
詩

體
は
か
れ
が
創
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
宋
代
に
「
十
七
字
詩
」
は
巷
間
で
廣
く
流
行
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
有
名
な
そ
の

專
門
家
ま
で
い
た
の
で
あ
る
。

洪
邁
『
夷
堅
志
』
乙
志
卷
一
八
「
張
山
人
の
詩
」
に
、

　

張
山
人
は
山
東
か
ら
都
に
出
て
來
て
、
十
七
字
で
詩
を
作
り
、
元
祐
、
紹
聖
年
間
（
一
一
世
紀
末
）
の
時
期
に
は
た

い
へ
ん
有
名
で
、
今
で
も
そ
の
詩
を
覺
え
て
い
る
人
が
い
る
。
か
れ
の
詩
の
言
葉
は
卑
俗
で
は
あ
っ
た
が
、
人
眼
を

ひ
く
鋭
さ
が
あ
り
、
諷
刺
が
効
い
て
い
て
、
か
れ
の
至
る
と
こ
ろ
、
そ
の
材
料
に
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
心
に
や
ま

し
い
と
こ
ろ
の
あ
る
者
た
ち
は
競
っ
て
酒
食
で
も
て
な
し
た
り
、
金
錢
を
差
し
出
し
た
り
し
た
も
の
だ
。
の
ち
か
れ

も
老
い
て
、
し
だ
い
に
こ
う
し
た
生
活
に
嫌
氣
が
さ
し
、
郷
里
へ
歸
ろ
う
と
し
た
が
、
そ
の
途
中
で
死
ん
で
し
ま
っ

た
。
そ
れ
を
見
た
人
の
な
か
に
知
り
あ
い
が
い
て
、
埋
葬
す
る
子
供
の
い
な
い
の
を
哀
れ
に
思
い
、
蓆

む
し
ろ

を
買
っ
て
包

ん
で
野
原
に
葬
り
、
そ
の
名
を
札
に
書
い
て
立
て
て
や
っ
た
。
の
ち
あ
る
輕
薄
人
士
が
か
れ
の
死
ん
だ
旅
館
で
こ
の

こ
と
を
聞
き
及
び
、
意
氣
ま
い
て
、
「
張
じ
い
さ
ん
は
生
前
た
い
し
た
詩
人
だ
っ
た
。
も
う
死
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
記

念
に
業
績
を
書
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
そ
こ
で
筆
を
持
っ
て
來
さ
せ
て
、
そ
の
札
に
書
き
つ
け
た
。
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此
是
山
人
墳
，
過
者
應
惆
悵
。
兩
片
廬
蓆
包
，
勅
葬
。

（
こ
れ
が
あ
の
山
人
の
墓
だ
、
通
り
過
ぎ
る
人
は
哀
れ
に
思
う
こ
と
だ
ろ
う
。
二
枚
の
蓆
に
包
ま
れ
、
勅
葬
さ
れ
た
！
）

讀
ん
だ
人
は
口
業
の
報
い
だ
と
言
い
あ
っ
た
。2 

こ
の
話
を
收
め
る
中
華
書
局
『
夷
堅
志
』
が
「
兩
片
廬
蓆
包
，
勅
葬
」
を
「
兩
片
廬
蓆
包
勅
葬
」
と
續
け
て
し
ま
っ
て

い
る
の
は
、
點
校
者
が
十
七
字
詩
の
形
式
と
味
わ
い
と
い
う
も
の
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
張
山
人
こ
そ
は

十
七
字
詩
の
專
門
家
で
あ
っ
た
が
、「
山
人
」
と
稱
し
て
い
た
の
は
、
仕
官
し
た
こ
と
の
な
い
、
市
井
に
生
き
た
下
層
の
知

識
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
れ
は
元
祐
、
紹
聖
年
間
（
一
〇
八
六
～
一
〇
九
八
）
に
十
七
字
詩
で
有
名
で
あ
っ
た
か
ら
、

饒
次
守
と
ほ
ぼ
同
時
代
で
あ
る
。
南
宋
の
洪
邁
（
一
一
二
三
～
一
二
〇
二
）
が
「
今
で
も
そ
の
詩
を
覺
え
て
い
る
人
が
い
る
」

と
言
う
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
反
響
が
の
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
れ
の
十
七
字
詩
は
「
人
眼
を
ひ
く
鋭
さ
が
あ
り
、

諷
刺
が
効
い
て
い
て
、
か
れ
の
至
る
と
こ
ろ
、
そ
の
材
料
に
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
心
に
や
ま
し
い
と
こ
ろ
の
あ
る
者
た
ち

は
競
っ
て
酒
食
で
も
て
な
し
た
り
、
金
錢
を
差
し
出
し
た
り
し
た
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
十
七
字
詩
を
作
る
こ
と
が
か
れ

の
生
活
手
段
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
か
れ
を
十
七
字
詩
の
最
初
の
專
門
家
と
呼
ん
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。
洪
邁
は
そ
の
名
を
記

錄
し
て
い
な
い
が
、
張
壽
と
い
う
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
宋
の
王
闢
之
『
澠
水
燕
談
錄
』
卷
一
〇
「
談
謔
」
の
條
に
次
の
よ

う
に
言
う
。

　

以
前
、
あ
る
丞
相
が
在
位
中
に
亡
く
な
っ
た
時
、
あ
る
無
名
子
が
こ
れ
を
嘲
弄
し
た
。
政
府
は
懸
賞
金
を
か
け
て

2　
『
夷
堅
志
』
三
四
二
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
。
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誹
謗
し
た
男
を
搜
し
た
と
こ
ろ
、
張
壽
山
人
が
そ
れ
だ
と
い
う
密
告
が
あ
り
、
逮
捕
し
て
京
兆
府
に
連
行
し
た
。
府

の
副
長
官
が
尋
問
す
る
と
、
張
壽
は
申
し
開
き
を
し
た
、
「
わ
た
く
し
、
都
に
來
て
三
十
數
年
に
な
り
ま
す
が
、
た
だ

十
七
字
詩
を
作
る
こ
と
を
生
業
と
し
て
糊
口
を
し
の
い
で
お
り
ま
す
。
大
臣
を
嘲
弄
す
る
な
ど
、
滅
相
も
な
い
こ
と

で
す
。
た
と
い
わ
た
く
し
が
作
っ
た
と
し
ま
し
て
も
、
あ
れ
ほ
ど
上
手
に
は
作
れ
ま
せ
ぬ
。
」
副
長
官
は
大
笑
い
し
て

放
免
し
て
や
っ
た
。3 

王
闢
之
は
北
宋
の
山
東
臨
緇
の
人
で
、
か
れ
が
記
錄
し
た
、「
以
前
」
の
人
張
壽
山
人
は
洪
邁
の
記
し
た
張
山
人
と
同
じ

張
姓
で
あ
る
ば
か
り
か
、
ど
ち
ら
も
「
山
人
」
で
あ
り
、
外
地
（
山
東
）
か
ら
都
（
汴
京
）
に
移
り
住
ん
で
多
年
、
い
づ
れ
も

十
七
字
詩
を
作
る
こ
と
を
生
活
手
段
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
同
一
人
で
あ
ろ
う
。
張
山
人
は
十
七
字
詩
で
有

名
に
な
り
、
ま
た
十
七
字
詩
で
災
難
に
遭
っ
た
の
で
あ
る
。
當
時
あ
る
丞
相
が
在
位
中
に
亡
く
な
っ
た
時
、
あ
る
無
名
子
が

こ
れ
を
嘲
弄
し
、
張
山
人
に
嫌
疑
が
か
か
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
が
、
幸
い
に
巧
み
な
辯
舌
に
よ
っ
て
禍
を
免
れ
た
と
い
う
。
し

か
し
わ
た
し
は
か
れ
こ
そ
が
あ
の
無
名
子
で
あ
っ
た
と
思
う
。「
嘲
弄
し
た
」
と
は
、
十
七
字
詩
を
作
っ
て
嘲
弄
諷
刺
し
た

こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
が
、
十
七
字
詩
は
「
嘲
詩
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
下
文
參
照
）。
た
だ
殘
念
な
こ
と
に
、

張
山
人
の
作
っ
た
十
七
字
詩
は
、
在
位
中
に
亡
く
な
っ
た
丞
相
を
諷
刺
し
た
嘲
詩
も
含
め
て
一
首
も
の
こ
っ
て
い
な
い
。
し

か
し
諷
刺
を
こ
め
た
詩
と
し
て
、
逆
に
張
山
人
の
行
路
死
を
嘲
弄
し
た
十
七
字
詩
が
傳
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
『
夷
堅
志
』

に
記
さ
れ
た
あ
る
輕
薄
人
士
の
書
い
た
十
七
字
詩
で
あ
る
。

　

此
是
山
人
墳
，
過
者
應
惆
悵
。
兩
片
廬
蓆
包
，
勅
葬
。

3　
『
澠
水
燕
談
錄
』
一
二
五
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
。
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こ
の
最
後
の
二
字
「
勅
葬
」
と
は
、
宋
代
の
制
度
で
は
皇
族
や
大
臣
が
亡
く
な
っ
た
時
、
皇
帝
が
内
臣
を
派
遣
し
て
葬

儀
を
執
り
行
な
う
こ
と
を
「
勅
葬
」
と
稱
し
た
（
こ
の
こ
と
は
孔
平
仲
『
孔
氏
談
苑
』
卷
一
に
見
え
る
）。『
宋
史
』
の
「
禮
志
」

二
十
七
に
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　

『
宋
會
要
』
の
規
定
に
言
う
、
皇
族
や
大
臣
が
亡
く
な
っ
た
時
、
皇
帝
が
内
臣
を
派
遣
し
て
葬
儀
を
執
行
せ
し
め
、

官
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
の
は
、
皇
帝
の
恩
寵
を
表
わ
す
の
で
あ
る
。
葬
儀
に
は
買
道
、
方
相
、
引
魂
車
、
香
、
蓋
、

紙
錢
、
鵝
毛
、
影
輿
、
錦
繡
虚
車
、
大
輿
、
銘
旌
な
ど
の
必
要
品
、
儀
棺
、
行
幕
各
一
名
、
挽
歌
歌
手
十
六
人
、
ま

た
墓
室
に
置
く
明
器
、
牀
帳
、
衣
輿
、
結
綵
牀
は
場
合
に
應
ず
る
。
墳
墓
に
は
石
羊
虎
、
望
柱
各
二
基
、
三
品
以
上

に
は
石
人
二
基
を
加
え
、
墳
墓
へ
の
納
棺
の
さ
い
に
は
當
壙
、
當
野
、
祖
思
、
祖
明
、
地
軸
、
十
二
時
神
、
誌
石
、

券
石
、
鐵
券
各
一
箇
。
殯
の
前
日
に
は
靈
柩
の
前
で
、
及
び
納
棺
の
時
に
は
勅
祭
を
設
け
、
監
葬
官
が
葬
送
の
禮
を

行
な
う
。4 

こ
の
記
事
か
ら
「
勅
葬
」
と
は
華
美
を
凝
ら
し
て
哀
悼
を
表
わ
す
盛
大
な
葬
儀
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
る

に
、
あ
の
輕
薄
人
士
の
書
い
た
十
七
字
詩
の
「
勅
葬
」
は
「
兩
片
廬
蓆
包
」（
た
だ
二
枚
の
蓆
に
包
ま
れ
て
葬
ら
れ
た
）
と
言
う

の
で
あ
る
。
天
子
に
よ
る
葬
送
で
は
な
く
天
罰
に
よ
る
葬
送
だ
と
皮
肉
っ
た
、
こ
の
仕
打
ち
は
諧
謔
と
言
う
よ
り
虐
待
に
近

い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
張
山
人
は
一
生
の
あ
い
だ
十
七
字
詩
を
書
い
て
無
數
の
人
を
嘲
弄
し
た
が
、
最
後
に
は
逆
に
人

か
ら
十
七
字
詩
を
書
か
れ
て
嘲
弄
の
對
象
と
な
ろ
う
と
は
、
本
人
も
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
時
の
人
が
「
口
業

4　
『
宋
史
』
二
九
〇
九
～
二
九
一
〇
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
。
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の
報
い
だ
」
と
言
っ
た
の
も
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

「
十
七
字
詩
」
は
絶
大
な
諷
刺
の
力
を
發
揮
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
當
時
の
政
治
闘
爭
の
具
と
も
な
っ
た
。『
宋
季
三
朝

政
要
』（
作
者
不
明
）
卷
二
に
南
宋
時
代
に
起
こ
っ
た
あ
る
政
治
闘
爭
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

（
淳
祐
四
年
［
一
二
四
四
］
九
月
）
史
嵩
之
は
父
彌
忠
の
死
に
遭
っ
た
が
、
服
喪
中
に
詔
勅
が
發
せ
ら
れ
、
「
右
丞
相
兼

樞
密
使
に
起
復
せ
し
め
、
永
國
公
を
賜
う
」
と
い
う
勅
命
が
學
士
院
に
よ
っ
て
降
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
黃
濤
が

上
書
し
、
「
史
嵩
之
を
斬
刑
に
處
し
て
天
下
に
謝
罪
さ
れ
ん
こ
と
を
」
と
願
い
出
、
ま
た
劉
應
は
上
疏
し
て
、
「
史
嵩

之
は
私
黨
を
作
っ
て
陛
下
の
國
を
危
機
に
陷
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
狀
元
の
徐
霖
は
上
書
し
て
、
「
史
嵩
之
は
姦
計
を

も
っ
て
政
權
を
壟
斷
し
て
い
る
」
と
訴
え
た
が
、
帝
は
耳
を
貸
さ
れ
ず
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
侍
郎
徐
元
杰
は
上
疏
し

て
、
服
喪
を
終
え
さ
せ
る
よ
う
願
い
出
た
が
、
帝
は
お
許
し
に
な
ら
な
か
っ
た
。
史
嵩
之
は
こ
の
上
疏
の
こ
と
で
徐

を
憎
ん
だ
。
太
學
生
の
黃
愷
伯
、
金
九
萬
、
孫
翼
鳳
、
何
子
擧
等
百
四
十
四
人
が
上
書
し
て
、
「
…
…
史
嵩
之
は
姦

計
を
な
す
こ
と
甚
だ
し
く
、
丞
相
と
な
っ
て
以
來
、
そ
の
兩
親
が
高
齡
で
、
不
測
の
事
態
が
起
こ
る
こ
と
を
預
測
し
、

日
夜
思
案
し
て
、
何
事
に
つ
け
、
み
づ
か
ら
の
起
復
の
た
め
の
伏
線
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
、
そ
の
父
が
死
亡
す
る
前
か

ら
、
死
後
の
措
置
を
講
じ
て
い
た
の
で
す
。
近
畿
に
軍
糧
總
監
の
適
任
者
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
百
日
の
卒
哭
忌
を
終
え
て
い
な
い
馬
光
祖
を
起
復
さ
せ
、
ま
た
京
口
守
備
の
臣
に
適
任
者
が
多
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
い
ま
だ
服
喪
を
終
え
ぬ
許
堪
を
起
復
さ
せ
た
の
で
す
。
ゆ
え
に
巷
間
で
は
十
七
字
詩
の
謠
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

い
わ
く
、

光
祖
做
總
領
，
許
堪
爲
節
制
。
丞
相
要
起
復
，
援
例
。
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（
光
祖
は
總
領
と
な
り
、
許
堪
は
節
制
と
な
り
、
丞
相
自
身
が
起
復
せ
ん
と
し
た
。
先
例
の
踏
襲
！
）

し
が
な
い
閭
巷
の
小
人
さ
え
そ
の
姦
計
を
見
抜
い
て
い
る
の
で
す
。
陛
下
が
ご
存
知
で
な
い
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ぬ
」

と
申
し
あ
げ
た
。5 

こ
こ
に
引
か
れ
た
「
右
丞
相
兼
樞
密
使
、
永
國
公
」
が
す
な
わ
ち
史
嵩
之
で
、
こ
の
時
の
政
治
闘
争
は
史
嵩
之
が
「
起

復
」
す
べ
き
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
封
建
時
代
の
官
吏
は
父
母
の
喪
に
遭
う
と
慣
例
と
し
て
官
を
辭
し

服
喪
す
る
の
で
あ
る
が
、
服
喪
期
間
中
に
朝
廷
が
召
還
し
任
官
さ
せ
る
こ
と
を
「
起
復
」
と
稱
し
た
。
古
代
の
人
は
亡
く

な
っ
た
父
母
の
喪
に
三
年
間
服
す
る
こ
と
を
極
め
て
重
視
し
た
。『
朝
野
簽
載
』
卷
四
に
次
の
記
錄
が
あ
る
。

　

周
（
則
天
武
后
朝
）
の
夏
官
侍
郎
（
兵
部
侍
郎
）
の
侯
知
一
は
高
齡
を
理
由
に
勅
命
で
致
仕
（
退
職
）
さ
せ
ら
れ
た
が
、

上
表
し
て
拒
否
し
、
朝
堂
を
走
り
回
っ
て
健
康
ぶ
り
を
誇
示
し
た
。
張
悰
は
服
喪
中
に
自
ら
起
復
を
願
い
出
た
。
吏

部
主
事
の
高
筠
は
母
の
葬
儀
の
時
、
親
戚
は
擧
哀
の
禮
を
行
な
っ
た
が
、
筠
は
「
わ
し
は
作
法
通
り
に
は
で
き
ぬ
」

と
言
い
張
っ
た
。
員
外
郎
の
張
栖
貞
は
母
が
亡
く
な
っ
た
と
虚
僞
の
報
告
を
し
た
と
し
て
訴
え
ら
れ
た
が
、
申
し
開

き
も
し
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、
御
史
臺
で
は
非
難
の
聲
が
起
こ
っ
た
、
「
侯
知
一
は
致
仕
に
伏
さ
ず
、
張
悰
は
自
ら

起
復
を
願
い
出
、
高
筠
は
母
の
葬
儀
に
擧
哀
の
禮
を
行
な
お
う
と
せ
ず
、
張
栖
貞
は
母
の
死
に
遭
う
こ
と
を
願
っ
た
。

み
な
儒
教
の
埒
外
の
者
ど
も
で
、
王
化
の
外
に
は
み
出
た
輩
で
あ
る
」
。
人
面
獸
心
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
あ

5　
『
宋
季
三
朝
政
要
』
九
八
五
～
九
八
七
頁
、『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』、
臺
灣
商
務
印
書
館
、
三
二
九
册
。
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る
。6 

自
ら
起
復
を
願
い
出
た
り
、
葬
禮
の
作
法
に
從
わ
な
か
っ
た
り
す
る
の
は
、
み
な
「
人
面
獸
心
」
と
見
な
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
宋
代
に
は
丞
相
が
服
喪
中
に
起
復
す
る
こ
と
が
常
例
と
な
っ
て
い
た
。『
宋
史
』
富
弼
傳
に
は
、「
母
の
死
に

遭
い
、
丞
相
の
位
を
辭
し
、
詔
し
て
春
宴
も
取
り
や
め
さ
せ
た
。
し
か
し
執
政
が
服
喪
中
で
あ
っ
て
も
起
復
せ
し
め
る
こ
と

が
慣
例
と
な
っ
た
。
帝
は
丞
相
の
位
が
空
席
に
な
っ
た
た
め
、
五
た
び
起
復
の
令
を
發
し
た
が
、
弼
は
こ
れ
を
〈
金
革
の
變

體
〉
と
見
な
し
て
、
平
時
に
施
行
す
べ
き
で
な
い
と
し
、
つ
い
に
從
わ
な
か
っ
た
」7

と
い
う
。
た
だ
し
富
弼
の
よ
う
な
地
位

に
戀
著
し
な
い
官
僚
は
畢
竟
少
數
で
あ
っ
た
。
史
嵩
之
の
起
復
を
め
ぐ
る
闘
争
に
お
い
て
、
起
復
は
た
だ
の
口
實
に
す
ぎ

ず
、
實
際
に
は
朝
廷
に
お
け
る
兩
派
勢
力
の
權
力
爭
い
で
あ
っ
て
、
の
ち
大
規
模
な
學
生
運
動
へ
と
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

『
宋
史
』
史
嵩
之
傳
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

（
淳
祐
）
四
年
、
父
の
死
に
遭
い
、
そ
の
服
喪
中
に
右
丞
相
兼
樞
密
使
に
起
復
せ
し
め
る
手
詔
が
た
び
た
び
中
使
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
太
學
生
の
黃
愷
伯
、
金
九
萬
、
孫
翼
鳳
等
百
四
十
四
人
、
武
學
生
の
翁
日

善
等
六
十
七
人
、
京
學
生
の
劉
時
擧
、
王
元
野
、
黃
道
等
九
十
四
人
、
宗
學
生
の
與
寰
等
三
十
四
人
、
建
昌
軍
學
教

授
盧
鉞
が
み
な
上
書
し
て
、
史
嵩
之
を
起
復
せ
し
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
論
じ
立
て
た
が
、
そ
れ
に
對
す
る
返
答
は

6　
『
朝
野
簽
載
』
九
三
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
。『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
『
朝
野
簽
載
』
お
よ
び
『
太
平
廣
記
』
卷

二
八
五
は
「
張
悰
」、「
張
琮
」
と
表
記
が
一
定
し
て
い
な
い
。

7　
『
宋
史
』
一
〇
二
五
四
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
。
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な
か
っ
た
。8 

史
嵩
之
を
起
復
せ
し
め
る
こ
と
は
、
も
と
も
と
宋
朝
皇
帝
の
理
宗
の
意
思
で
あ
り
、
過
度
に
批
判
攻
擊
し
に
く
い
事
情

が
あ
っ
た
。
太
學
生
ら
の
打
倒
史
嵩
之
の
策
略
は
、
史
嵩
之
が
自
己
の
起
復
を
目
論
ん
で
、
父
の
死
に
遭
う
以
前
か
ら
周
到

に
預
防
線
を
張
り
め
ぐ
ら
し
て
、
馬
光
祖
を
起
復
さ
せ
、
許
堪
を
起
復
さ
せ
た
の
は
、
今
後
の
自
身
の
起
復
に
有
利
な
雰
圍

氣
と
先
例
を
釀
成
す
る
意
圖
で
あ
っ
た
こ
と
を
暴
露
し
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
巷
間
で
は
十
七
字
詩
の
謠
、「
光
祖
做
總
領
，

許
堪
爲
節
制
。
丞
相
要
起
復
，
援
例
」
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
は
史
嵩
之
に
對
す
る
入
骨
三
分
の
強
烈
な
打
撃
で
、
自
ら
起
復

を
求
め
た
深
謀
遠
慮
を
暴
露
し
、『
朝
野
簽
載
』
が
指
彈
し
た
「
自
ら
起
復
を
願
い
出
た
」
張
悰
の
黨
に
な
ぞ
ら
え
、「
み
な

儒
教
の
埒
外
の
、
王
化
の
外
に
は
み
出
た
」
人
面
獸
心
の
輩
だ
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。
巷
間
の
小
人
の
作
に
託
し
た
十
七

字
詩
は
、
明
ら
か
に
太
學
生
ら
の
傑
作
で
あ
る
。
し
か
し
史
嵩
之
を
起
復
せ
し
め
る
理
宗
の
意
思
は
堅
か
っ
た
の
で
、
太
學

生
ら
に
は
つ
い
に
回
天
の
力
な
く
、
打
倒
史
嵩
之
の
闘
争
は
失
敗
に
歸
し
た
。

お
も
し
ろ
い
の
は
、
淳
祐
年
間
の
太
學
生
ら
が
意
氣
軒
高
に
十
七
字
詩
を
作
っ
て
史
嵩
之
を
諷
刺
し
た
時
期
に
、
か
れ

ら
自
身
が
十
七
字
詩
の
諷
刺
の
材
料
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
の
田
汝
成
『
西
湖
遊
覽
志
餘
』
卷
二
二
「
委
巷
叢
談
」
に

次
の
よ
う
に
言
う
。

　

宋
の
制
度
で
は
、
天
子
が
車
駕
に
て
景
靈
宮
で
の
饗
宴
に
お
出
ま
し
に
な
る
時
、
太
學
、
武
學
、
宗
學
の
學
生
は

み
な
禮
部
の
前
に
整
列
し
て
お
迎
え
を
す
る
。
臨
安
府
の
あ
る
人
が
十
七
字
詩
を
作
っ
て
皮
肉
っ
た
。
い
わ
く
、

8　
『
宋
史
』
一
二
四
二
五
～
一
二
四
二
六
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
。
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駕
幸
景
靈
宮
，
諸
生
盡
鞠
躬
。
頭
烏
身
上
白
，
米
蟲
。

（
天
子
が
景
靈
宮
へ
お
出
ま
し
に
な
る
と
、
學
生
は
み
な
お
辭
儀
を
し
て
お
迎
え
す
る
。
頭
は
黒
く
身
は
白
い
、
コ
ク
ゾ
ウ
ム

シ
！
）

　

つ
ま
り
、
か
れ
ら
が
黑
い
幞
頭
頭
巾
に
白
い
襴
服
の
い
で
た
ち
で
、
國
家
か
ら
給
與
を
受
け
て
い
な
が
ら
、
い
つ

ま
で
も
官
界
へ
出
世
で
き
ず
、
年
年
整
列
し
て
車
駕
を
お
迎
え
し
て
い
る
の
を
嘲
弄
し
た
の
で
あ
る
。9 

清
の
褚
人
穫
『
堅
瓠
首
集
』
卷
三
「
米
蟲
」
の
條
に
こ
の
話
を
載
せ
、「
淳
祐
年
間
」10

だ
と
し
て
い
る
の
は
、
太
學
生
ら

が
打
倒
史
嵩
之
の
闘
争
を
起
こ
し
た
淳
祐
四
年
と
時
代
が
近
い
。「
頭
烏
身
上
白
」
と
い
う
の
は
、
コ
ク
ゾ
ウ
ム
シ
が
頭
は

黑
く
身
は
白
い
の
と
、
太
學
生
が
黑
い
幞
頭
の
帽
子
に
白
い
襴
服
の
色
を
掛
け
て
言
っ
た
も
の
で
、
な
か
な
か
巧
妙
な
見

立
て
で
あ
っ
た
。「
米
蟲
」
と
呼
ん
だ
の
は
太
學
生
ら
が
國
家
か
ら
給
與
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
皮
肉
っ
た
の
で
あ
る
。
の

ち
こ
れ
が
太
學
生
の
あ
だ
名
と
な
っ
た
。
褚
人
穫
『
堅
瓠
十
集
』
卷
一
「
人
以
虫
名
」
の
條
に
、「
元
朝
末
期
に
呉
地
の
人

は
秀
才
を
米
蟲
と
呼
ん
だ
」11

と
あ
る
。
實
際
に
は
元
末
に
始
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
上
に
引
い
た
南
宋
末
の
十
七
字
詩
に
始

ま
っ
て
、
そ
こ
か
ら
廣
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

や
は
り
元
末
明
初
の
時
期
に
巷
間
で
流
行
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
政
治
的
十
七
字
詩
が
あ
っ
た
。『
明
史
』
五
行
志
に
、

9　
『
西
湖
遊
覽
志
餘
』
卷
二
二
、五
七
三
頁
、『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
五
八
五
册
。

10　
『
堅
瓠
首
集
』
二
四
頁
、『
筆
記
小
説
大
觀
』
第
一
五
册
、
江
蘇
廣
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
八
四
年
。

11　
『
堅
瓠
十
集
』
三
一
九
頁
下
、『
筆
記
小
説
大
觀
』
第
一
五
册
。
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太
祖
の
呉
元
年
（
一
三
六
五
）
、
張
士
誠
の
弟
の
僞
丞
相
士
信
お
よ
び
黃
敬
夫
、
葉
德
新
、
蔡
元
文
ら
が
權
力
を
掌
握

し
た
。
そ
の
時
、
十
七
字
謠
が
作
ら
れ
た
。
い
わ
く
、

丞
相
做
事
業
，
專
靠
黃
蔡
葉
。
一
朝
西
風
起
，
乾
龞
。

（
丞
相
が
政
治
を
行
な
う
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
黃
蔡
葉
に
頼
っ
た
。
あ
る
日
西
風
が
吹
き
、
萎
び
た
！
）

　

ま
も
な
く
蘇
州
が
平
定
さ
れ
、
士
信
お
よ
び
三
人
が
み
な
誅
殺
さ
れ
た
の
は
、
預
言
が
的
中
し
た
の
で
あ
る
。 

12

詩
に
い
う
「
黃
蔡
葉
」
は
「
黃
菜
葉
」（
黃
色
く
萎
び
た
野
菜
）
と
同
音
で
、「
乾
龞
」
は
今
で
は
「
乾
癟
」（
カ
サ
カ
サ
に
枯

れ
る
）
と
書
か
れ
る
も
の
で
、「
西
風
」
は
張
士
誠
の
西
に
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
朱
元
璋
を
指
す
。「
黃
菜
葉
」
が
「
西
風
」

に
吹
か
れ
て
「
乾
癟
」
と
な
る
の
は
必
然
の
歸
結
で
あ
っ
た
。『
明
史
』
五
行
志
が
上
述
の
一
段
の
記
事
に
「
詩
妖
」
と
い

う
標
題
を
つ
け
た
の
は
、
こ
の
巷
間
に
流
行
し
た
十
七
字
詩
が
張
士
誠
の
滅
亡
を
預
言
す
る
「
詩
讖
」
と
な
っ
た
、
す
な
わ

ち
事
件
の
結
末
の
前
に
歷
史
の
歸
結
を
預
言
し
て
い
た
と
は
、
何
と
も
不
可
思
議
で
あ
る
。
こ
の
十
七
字
謠
は
ま
さ
し
く
當

時
の
民
衆
の
心
の
聲
、
つ
ま
り
朱
元
璋
に
張
士
誠
の
亂
を
一
刻
も
早
く
平
定
し
て
ほ
し
い
と
い
う
民
衆
の
渴
望
を
敍
べ
た
も

の
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
廣
泛
な
民
衆
の
呪
詛
の
聲
の
中
に
、
張
士
誠
の
滅
亡
は
も
は
や
決
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
疑
う
餘
地

は
な
い
。

「
十
七
字
詩
」
と
い
う
新
興
の
詩
體
が
流
行
し
始
め
た
北
宋
時
代
に
、
こ
の
詩
體
は
た
だ
ち
に
禪
宗
の
叢
林
へ
入
り
こ
ん

で
、
禪
師
が
た
の
説
法
の
有
力
な
武
器
と
な
っ
た
。
説
法
教
化
に
巧
み
な
有
名
禪
師
が
た
は
、
じ
つ
に
言
語
藝
術
の
大
師
で

12　
『
明
史
』
四
八
七
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
。
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も
あ
っ
た
。
か
れ
ら
の
言
語
の
運
用
の
し
か
た
は
、
常
格
に
滯
ら
ず
、
一
見
常
情
に
反
す
る
語
が
却
っ
て
道
に
稱
う
と
い
う

ふ
う
で
、
中
國
語
の
表
現
力
を
深
く
掘
り
下
げ
、
語
っ
て
餘
蘊
な
き
地
歩
に
ま
で
到
っ
た
。
ゆ
え
に
「
十
七
字
詩
」
と
い
う

表
現
力
に
富
ん
だ
新
興
の
詩
體
が
出
現
す
る
や
、
た
だ
ち
に
禪
師
が
た
に
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
た
だ
け
っ
し
て
そ

れ
を
「
十
七
字
詩
」
と
呼
ば
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
詩
體
が
か
れ
ら
に
よ
っ
て
創
造
的
に
發
展
せ
し
め
ら
れ
て
、
も
は
や

「
十
七
字
詩
」
と
い
う
枠
に
收
ま
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

以
下
に
北
宋
時
代
の
幾
人
か
の
禪
師
が
い
か
に
「
十
七
字
詩
」
を
創
造
的
に
發
展
せ
し
め
た
か
を
見
て
み
よ
う
。『
明
覺

禪
師
語
錄
』
卷
一
に
以
下
の
よ
う
な
對
話
が
あ
る
。

　

問
：
「
道
遠
乎
哉
？
」
師
云
：
「
青
山
夾
亂
流
。
」
學
云
：
「
恁
麼
則
得
聞
於
未
聞
去
也
。
」
師
云
：
「
千
里
萬
里
。
」

師
乃
云
：
「
大
衆
前
共
相
詶
唱
，
也
須
是
箇
漢
始
得
。
若
未
有
奔
流
度
刃
底
眼
，
不
勞
拈
出
。
所
以
道
：
如
大
火
聚
，

近
著
則
燎
却
面
門
；
亦
如
按
太
阿
寶
劍
，
衝
前
則
喪
身
失
命
。
」
師
乃
頌
云
：

　

「
太
阿
橫
按
祖
堂
寒
，
千
里
應
須
息
萬
端
。
莫
待
冷
光
輕
閃
爍
」，
復
云
：
「
看
！
看
！
」

便
下
座
。13

（
問
う
、
「
〈
道
は
遠
か
ら
ん
や
〉
と
言
わ
れ
ま
す
が
…
…
。
」
師
、
「
青
山
の
間
を
川
が
蛇
行
す
る
。
」
僧
、
「
そ
う
い
う

こ
と
で
す
と
、
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
話
を
聞
け
ま
す
。
」
師
、
「
い
や
、
千
里
萬
里
も
隔
た
っ
て
い
る
。
」
師

は
そ
こ
で
言
っ
た
、
「
皆
の
前
で
問
答
を
す
る
に
は
、
ま
っ
と
う
な
人
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
も
し
刃
の
間
を
驅
け
抜

け
る
眼
力
が
な
い
な
ら
、
自
己
の
見
解
を
持
ち
出
す
に
及
ば
ぬ
。
ゆ
え
に
〈
燃
え
さ
か
る
火
に
近
づ
け
ば
顔
を
燒
か
れ
、

13　
『
明
覺
禪
師
語
錄
』
卷
一
、『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
四
七
册
、
六
七
〇
頁
下
。
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ま
た
太
阿
の
劍
を
構
え
た
人
に
突
き
當
た
れ
ば
命
を
喪
う
よ
う
に
〉
と
言
わ
れ
る
。
」
そ
こ
で
師
は
詩
を
一
首
唸
っ
た
。

い
わ
く
、

「
太
阿
の
劍
を
横
ざ
ま
に
構
え
た
な
ら
祖
師
が
た
も
震
え
、
千
里
離
れ
て
い
て
も
息
の
根
を
止
め
る
。
冷
や
か
な
光
が

光
芒
を
放
つ
一
瞬
を
待
つ
な
か
れ
。
」
そ
し
て
、
「
見
よ
！
見
よ
！
」

　

と
言
っ
て
、
座
を
降
り
た
。
）

明
覺
禪
師
は
雲
門
宗
の
雪
竇
重
顯
（
九
八
一
～
一
〇
五
三
）
で
、『
頌
古
百
則
』（
雪
竇
頌
古
）
の
著
が
あ
る
。
上
述
の
「
太

阿
の
劍
」
の
こ
と
は
『
五
燈
會
元
』
卷
一
五
「
雪
竇
重
顯
禪
師
章
」
に
も
出
て
い
る
。

　

上
堂
。
僧
問
：
「
如
何
是
吹
毛
劒
？
」
師
曰
：
「
苦
！
」
曰
：
「
還
許
學
人
用
也
無
？
」
師
噓
一
噓
，
乃
曰
：
「
大

衆
前
共
相
酬
唱
，
也
須
是
箇
漢
始
得
。
若
也
未
有
奔
流
度
刃
底
眼
，
不
勞
拈
出
。
所
以
道
：
如
大
火
聚
，
近
著
即
燎

却
面
門
；
亦
如
按
太
阿
寶
劒
，
衝
前
即
喪
身
失
命
。
」
乃
曰
：

　

「
太
阿
橫
按
祖
堂
寒
，
千
里
應
須
息
萬
端
。
莫
待
冷
光
輕
閃
爍
，
」
復
云
：
「
看
！
看
！
」

便
下
座
。14

こ
の
引
用
は
後
半
は
同
じ
で
あ
る
が
、
前
半
が
異
な
る
。『
明
覺
禪
師
語
錄
』
で
は
「
太
阿
」
の
詩
が
「
道
遠
乎
哉
？
」

の
問
題
提
起
の
答
え
と
な
っ
て
い
る
が
、『
五
燈
會
元
』
で
は
「
如
何
是
吹
毛
劒
？
」
の
答
え
と
な
っ
て
い
る
。
明
ら
か
に

14　
『
五
燈
會
元
』
下
册
九
九
五
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
。
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後
者
の
問
い
の
方
が
「
太
阿
」
の
詩
に
ふ
さ
わ
し
い
の
で
あ
る
が
、
わ
た
し
は
『
五
燈
會
元
』
が
「
太
阿
」
の
詩
と
結
び
つ

け
る
た
め
に
問
い
を
改
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
結
局
、
禪
宗
文
獻
と
い
う
も
の
は
、
編
纂
の
過
程
で
か
な
り
の
加
工

を
施
す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
太
阿
」
の
詩
は
十
七
字
詩
と
同
類
の
作
品
で
あ
る
が
、
十
七
字
詩
は
前
三
句
が
五
字
で
、
こ
の
「
太
阿
」
の
詩

は
前
三
句
が
七
字
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
全
詩
の
字
數
は
十
七
字
を
超
え
て
い
る
。
し
か
し
五
言
詩
と
七
言
詩
は
中
國
で

も
っ
と
も
流
行
し
た
詩
體
で
、「
太
阿
」
の
詩
と
十
七
字
詩
は
實
質
的
に
は
全
く
同
一
、
す
な
わ
ち
こ
れ
も
「
三
句
半
」
な

の
で
あ
る
。「
太
阿
」
の
詩
は
前
三
句
の
あ
と
に
「
復
云
」
二
字
が
加
わ
っ
て
、
詩
全
體
を
前
三
句
と
後
半
と
い
う
ふ
た
つ

の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
詩
の
節
奏
の
中
斷
と
短
い
停
頓
を
作
り
出
し
て
い
る
の
は
、「
三
句
半
」
の
藝
術
的
効
果
を

深
く
體
得
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
實
際
、「
三
句
半
」
の
前
三
句
は
後
半
の
た
め
に
あ
る
の
で
、
前
三
句
が
し
だ
い
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
蓄
積
し
て
い
っ
て
、
そ
れ
が
後
半
の
句
で
突
如
爆
發
を
起
こ
す
。
こ
れ
こ
そ
が
「
三
句
半
」
の
魅
力
で
あ
る
。

「
太
阿
」
の
詩
に
揷
入
さ
れ
た
「
復
云
」
二
字
は
人
爲
的
な
中
斷
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
聽
衆
の
心
理
的
な
期
待
を
引
き
起
こ

し
、
そ
し
て
最
後
の
半
句
を
爆
發
さ
せ
、
人
心
を
震
撼
さ
せ
る
力
を
發
揮
す
る
の
で
あ
る
。
最
後
の
半
句
を
『
五
燈
會
元
』

の
整
理
者
が
「
看
看
！
」
と
し
て
い
た
の
は
、
わ
た
し
は
正
確
で
は
な
い
と
思
う
。「
十
七
字
詩
」
の
最
後
の
半
句
の
二
字

は
半
句
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
で
、
字
數
に
拘
わ
る
必
要
は
な
い
が
、「
太
阿
」
の
詩
の
最
後
の
部
分
を
「
看
！
看
！
」

と
す
べ
き
で
あ
る
の
は
、
こ
の
半
句
は
實
際
に
は
「
看
」
一
字
で
、「
看
！
看
！
」
は
最
後
の
半
句
を
重
複
さ
せ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
「
看
」
は
通
常
の
「
見
る
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
ち
ょ
う
ど
武
俠
小
説
で
好
漢
が
隱
し
持
っ
た
手
裏

劍
を
放
つ
と
同
時
に
「
著
鏢
」
と
叫
ぶ
よ
う
な
も
の
な
の
だ
。「
太
阿
」
の
詩
は
前
三
句
が
太
阿
の
劍
の
威
力
を
描
寫
し
て

充
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
、
さ
ら
に
「
復
云
」
の
停
頓
を
へ
て
、
蓄
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
頂
點
に
達
し
た
時
、
半
句
の

「
看
！
」
を
爆
發
さ
せ
る
の
は
、
ま
さ
し
く
武
俠
小
説
の
「
劍
を
看
よ
！
」
と
言
う
の
に
ひ
と
し
く
、「
看
！
看
！
」
と
重
ね
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る
と
、
人
心
を
引
き
付
け
る
効
果
は
極
點
に
達
す
る
の
で
あ
る
。

北
宋
の
禪
僧
、
法
雲
寺
の
法
秀
禪
師
は
雪
竇
重
顯
禪
師
の
再
傳
の
弟
子
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
師
承
が
あ
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
か
、
か
れ
も
「
三
句
半
」
詩
を
一
首
作
っ
て
い
る
。『
五
燈
會
元
』
卷
一
六
「
法
雲
法
秀
禪
師
章
」
に
次
の
示
衆
が

あ
る
。　

師
示
疾
，
謂
衆
曰
：
「
老
僧
六
處
住
持
，
有
煩
知
事
首
座
。
大
衆
，
今
來
四
大
不
堅
，
火
風
將
散
，
各
宜
以
道
自
安
，

無
違
吾
囑
。
」
遂
曰
：
「
來
時
無
物
去
時
空
，
南
北
東
西
事
一
同
。
六
處
住
持
無
所
補
，
」
師
良
久
，
監
寺
惠
當
進
曰
：

「
和
尚
何
不
道
末
後
句
？
」
師
曰
：
「
珍
重
！
珍
重
！
」
言
訖
而
逝
。

（
師
は
臨
終
に
際
し
て
僧
衆
に
言
っ
た
、
「
わ
た
し
は
こ
れ
ま
で
六
寺
に
住
持
し
て
、
知
事
と
首
座
を
煩
わ
せ
た
。
大
衆

よ
、
今
四
大
は
不
調
、
火
風
は
散
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。
お
の
お
の
道
に
よ
っ
て
み
づ
か
ら
安
ん
ぜ
よ
。
わ
が
遺
囑
に

違
う
な
か
れ
。
」
そ
う
し
て
言
っ
た
、

 

「
生
ま
れ
て
は
時
空
を
超
え
る
身
體
は
な
い
こ
と
、
古
今
東
西
同
じ
で
あ
る
。
わ
た
し
は
六
寺
に
住
持
し
た
が
何
の
功

績
も
な
く
…
…
」

し
ば
し
沈
默
し
た
。
監
寺
の
惠
當
が
進
み
出
て
言
っ
た
、
「
和
尚
よ
、
な
ぜ
末
後
の
一
句
を
言
わ
れ
ぬ
か
？
」
師
は

言
っ
た
、
「
珍
重
！
珍
重
！
」
言
い
終
わ
る
や
逝
去
し
た
。
）15

15　
『
五
燈
會
元
』
下
册
一
〇
三
九
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
。
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こ
の
「
三
句
半
」
詩
は
法
雲
法
秀
禪
師
が
臨
終
に
際
し
て
、
大
衆
に
向
か
っ
て
唱
え
た
絶
命
詩
で
あ
っ
た
。「
四
大
不

堅
，
火
風
將
散
」
は
、
病
を
得
て
今
や
命
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
意
。「
三
句
半
」
の
前
二
句
は
「
萬
法
み
な
空
」
と
い
う
こ

と
を
言
い
、
第
三
句
「
六
處
住
持
無
所
補
」
は
一
生
の
事
業
を
回
顧
し
て
「
無
所
補
」
と
謙
遜
し
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
法

秀
は
間
を
置
い
て
、「
師
良
久
」、
し
ば
し
沈
默
、
停
頓
す
る
こ
と
し
ば
し
。
聽
衆
の
好
奇
心
は
い
や
が
う
え
に
も
昂
ま
っ

て
、
も
は
や
抑
え
が
た
く
、
監
寺
の
惠
當
が
進
み
出
て
催
促
し
た
。「
和
尚
何
不
道
末
後
句
？
」
と
言
う
や
、
法
秀
は
つ
い

に
最
後
の
半
句
を
唱
え
た
、「
珍
重
！
珍
重
！
」
こ
れ
も
後
半
の
句
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
果
を
高
め
て
い
る
。「
珍

重
」
は
「
お
ん
み
お
大
事
に
」
と
い
う
、
説
法
の
最
後
に
聽
衆
に
向
か
っ
て
言
う
祈
願
の
常
套
句
で
あ
る
が
、
し
か
し
法
秀

の
「
三
句
半
」
詩
の
「
珍
重
！
」
は
も
は
や
説
法
の
締
め
く
く
り
に
言
う
儀
礼
の
句
で
は
な
く
し
て
、
わ
が
生
命
の
終
わ
り

に
渾
身
の
力
で
放
っ
た
訣
別
と
祝
願
な
の
で
あ
っ
た
。
唱
え
終
わ
る
や
、
法
秀
は
こ
の
世
と
永
訣
し
た
。
法
秀
の
天
賦
の
才

は
聽
衆
の
情
緒
に
訴
え
て
、
生
命
の
最
後
の
一
瞬
に
出
色
の
「
三
句
半
」
詩
を
演
じ
、
禪
師
の
死
を
劇
的
に
演
出
し
て
、
門

徒
を
深
く
震
撼
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

禪
宗
史
上
に
は
ま
た
、
も
う
一
首
の
風
變
わ
り
な
類
似
の
詩
作
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。『
法
演
禪
師
語
錄
』
卷
中
に
次
の

よ
う
に
言
う
。

上
堂
云
：
「
人
之
性
命
事
，
第
一
須
是
○
。
欲
得
成
此
○
，
先
須
防
於
○
。
若
是
真
○
人
，
○
○
。
」16

16　
『
法
演
禪
師
語
錄
』
卷
中
、『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
四
七
册
、
六
六
九
頁
上
。
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法
演
禪
師
（
一
〇
二
四
～
一
一
〇
四
）
は
臨
濟
宗
楊
岐
派
の
有
名
な
禪
僧
で
、
晩
年
に
五
祖
山
に
住
し
て
、
世
に
五
祖
法
演

と
稱
さ
れ
た
。
こ
の
詩
は
字
數
は
二
十
七
字
で
、「
十
七
字
詩
」
よ
り
十
字
多
く
、
句
數
は
五
句
半
で
、「
三
句
半
」
よ
り
二

句
多
い
。
し
か
し
そ
の
構
成
原
理
は
「
十
七
字
詩
」
あ
る
い
は
「
三
句
半
」
と
完
全
に
一
致
し
、
法
演
の
「
三
句
半
」
に
對

す
る
發
展
的
創
造
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
變
わ
っ
て
い
る
の
は
、
二
十
七
字
の
う
ち
六
個
が
文
字
で
は
な
く
し
て
〇

符
號
に
な
っ
て
い
て
、
し
か
も
脚
韻
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
詩
を
わ
れ
わ
れ
が
今
日
讀
も
う
と
す
る

と
困
難
を
感
ず
る
。
こ
の
符
號
〇
を
何
と
發
音
す
べ
き
か
？
法
演
禪
師
が
こ
の
上
堂
で
ど
う
讀
ん
だ
か
聽
く
こ
と
が
で
き
た

ら
よ
い
の
だ
が
、
今
と
な
っ
て
は
も
は
や
聽
く
手
立
て
は
な
い
。

〇
は
佛
教
の
圓
相
で
あ
っ
て
、
佛
法
の
圓
滿
を
表
わ
し
、
眞
如
と
佛
性
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。『
祖
堂
集
』
卷
二
〇

「
五
冠
山
瑞
雲
寺
和
尚
章
」
に
以
下
の
記
載
が
あ
る
。

　

龍
樹
在
南
印
土
，
則
爲
説
法
，
對
諸
大
衆
而
現
異
相
，
身
如
月
輪
，
當
於
坐
上
。
唯
聞
説
法
，
不
見
其
形
。
彼
衆

之
中
，
有
一
長
者
，
名
曰
提
婆
，
謂
諸
衆
曰
：
「
識
此
瑞
不
？
」
衆
曰
：
「
非
其
長
聖
，
誰
能
辯
耶
？
」
爾
時
提
婆

心
根
宿
靜
，
亦
見
相
默
然
契
會
，
乃
告
衆
曰
：
「
今
此
瑞
者
，
師
現
佛
性
，
非
師
身
者
。
無
相
三
昧
，
形
如
滿
月
。

佛
性
之
義
。
」
語
猶
未
訖
，
師
現
本
身
，
座
上
偈
曰
：
「
身
現
圓
月
相
，
以
表
諸
佛
體
。
説
法
無
其
形
，
用
辯
非
聲

色
。
」（

龍
樹
は
南
印
度
に
お
い
て
説
法
を
し
た
時
、
大
衆
の
前
で
法
座
上
に
月
輪
の
ご
と
き
異
相
を
現
じ
、
大
衆
に
は
説
法
の
聲
は
聞
こ

え
た
が
、
姿
は
見
え
な
か
っ
た
。
衆
中
に
提
婆
と
い
う
長
者
が
い
て
、
大
衆
に
問
う
た
、
「
こ
の
瑞
相
を
知
っ
て
い
る
か
？
」
大

衆
は
答
え
た
、
「
こ
れ
は
通
常
の
聖
人
で
は
な
い
の
で
、
言
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ぬ
。
」
提
婆
は
心
を
寂
靜
に
留
め
、
一
見
し
て
默

然
の
ま
ま
契
合
し
た
。
そ
し
て
大
衆
に
告
げ
た
、
「
こ
の
瑞
相
は
師
が
佛
性
を
現
出
さ
れ
た
の
だ
。
師
の
肉
身
で
は
な
い
。
姿
は



76

禅文化研究所紀要 第39号（令和8年4月）

滿
月
の
如
く
で
あ
る
が
、
定
形
な
き
無
相
三
昧
で
あ
る
。
佛
性
の
義
と
は
…
…
」
と
、
そ
の
語
が
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
、
師
は
座
上

に
本
身
を
現
わ
し
、
偈
を
敍
べ
た
、
「
身
は
圓
月
の
相
を
現
じ
、
以
っ
て
諸
佛
の
本
體
を
表
わ
す
。
諸
法
は
形
相
な
し
、
用も

っ
て

聲
色
に
非
ざ
る
こ
と
を
辯
ず
。
」
）17

こ
の
「
圓
月
相
」
す
な
わ
ち
「
圓
相
」
は
神
秘
的
な
色
彩
を
帶
び
て
お
り
、
禪
師
が
た
は
圓
相
〇
を
用
い
て
言
語
文
字

を
超
越
し
た
境
界
を
傳
え
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
四
「
徑
山
道
欽
禪
師
章
」
に
、「
馬
祖
が
手
紙
を

届
け
さ
せ
た
。
そ
こ
に
は
圓
相
が
描
か
れ
て
い
た
。
師
は
封
を
開
い
て
、
圓
相
の
中
に
一
點
を
打
っ
て
送
り
返
し
た
。」18

ま

た
『
五
燈
會
元
』
卷
九
「
仰
山
慧
寂
禪
師
章
」
に
、「
僧
が
參
じ
て
問
う
た
、『
和
尚
は
文
字
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
か
？
』

師
、『
そ
れ
な
り
に
。』
僧
は
手
で
圓
相
を
描
い
て
手
に
載
せ
て
呈
し
た
。
師
は
衣
の
袖
で
拂
い
去
っ
た
。
僧
は
ま
た
圓
相
を

作
っ
て
呈
し
た
。
師
は
兩
手
で
受
け
取
っ
て
、
後
ろ
へ
抛
り
投
げ
る
し
ぐ
さ
を
し
た
。
僧
は
今
度
は
眼
を
瞠
っ
て
師
を
見
つ

め
、
師
は
そ
れ
に
對
し
て
頭
を
下
げ
た
。
僧
は
師
の
周
り
を
右
に
旋
回
す
る
と
、
師
は
棒
で
打
っ
た
。
す
る
と
僧
は
出
て

行
っ
た
。」 19

慧
寂
が
「
そ
れ
な
り
に
」
文
字
を
知
っ
て
い
る
と
答
え
た
あ
と
、
か
れ
と
僧
の
間
に
精
彩
あ
る
一
幕
の
無
言
劇

が
演
じ
ら
れ
た
が
、
劇
の
中
味
は
手
で
空
中
に
描
き
出
し
た
虚
僞
の
圓
相
を
巡
っ
て
展
開
し
て
い
る
。
僧
は
圓
相
を
一
種
の

文
字
と
し
て
慧
寂
に
呈
し
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
圓
相
は
じ
つ
は
文
字
を
超
越
し
た
、
言
葉
で
傳
え
ら
れ
ぬ
も
の
の
は
づ

で
あ
っ
た
。

17　
『
祖
堂
集
』
七
三
二
～
七
三
三
頁
、
基
本
典
籍
叢
刊
本
、
禪
文
化
研
究
所
。

18　
『
景
德
傳
燈
錄
』
五
二
頁
上
、
基
本
典
籍
叢
刊
本
、
禪
文
化
研
究
所
。

19　
『
五
燈
會
元
』
中
册
五
三
三
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
。
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さ
て
、
法
演
禪
師
の
風
變
わ
り
な
詩
は
佛
教
の
「
空
」
の
理
を
闡
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
わ
れ
わ
れ
が
〇
に
替
え

て
「
空
」
字
を
入
れ
る
と
、
こ
の
詩
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

人
之
性
命
事
，
第
一
須
是
空
。
欲
得
成
此
空
，
先
須
防
於
空
。
若
是
真
空
人
，
空
空
。

（
人
間
の
性
命
の
事
は
、
必
ず
や
空
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
空
を
成
就
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
ま
づ
空
を
防
が
ね
ば
な
ら
ぬ
。

も
し
眞
の
空
な
る
人
な
ら
ば
、
空
を
空
ぜ
よ
！
）

「
空
空
」
の
説
法
は
慧
思
の
『
諸
法
無
諍
三
昧
法
門
』
卷
下
に
、「
六
根
、
六
塵
、
六
識
は
空
な
る
ゆ
え
に
、
探
し
求
め

て
も
目
に
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
名
づ
け
て
空
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
求
め
て
も
得
ら
れ
ぬ
か
ら
、
名
づ
け
て
空
空
と

言
う
。
が
、
こ
れ
も
空
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。」
ま
た
『
龐
居
士
語
錄
』
卷
中
の
詩
に
も
、

　
　

無
有
報
龐
大
，
空
空
無
處
坐
。
家
内
空
空
空
，
空
空
無
有
貨
。
日
在
空
裏
行
，
日
沒
空
裏
臥
。
空
坐
空
吟
詩
，
詩

空
空
相
和
。
莫
怪
純
用
空
，
空
是
諸
佛
座
。
世
人
不
別
寶
，
空
即
是
實
貨
。
若
嫌
無
有
空
，
自
是
諸
佛
過
。

（
龐
蘊
さ
ん
に
差
し
あ
げ
る
も
の
は
何
も
な
く
、
龐
さ
ん
の
家
は
坐
る
場
所
も
な
い
。
家
の
中
は
空
っ
ぽ
、
す
っ
か
ら
か
ん
で
荷
物

も
な
い
。
太
陽
は
空
中
を
運
行
し
、
沈
む
と
空
中
に
寝
そ
べ
る
よ
う
に
。
空
し
く
坐
し
て
空
し
く
詩
を
吟
じ
、
詩
は
空
な
る
も
の

だ
か
ら
和
す
る
詩
も
空
。
空
ば
か
り
言
っ
て
い
る
と
腹
を
立
て
な
さ
る
な
、
空
こ
そ
が
諸
佛
の
お
わ
す
場
所
な
の
だ
か
ら
。
世
間

の
人
は
寶
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
空
な
る
こ
と
が
ほ
ん
と
う
の
寶
で
あ
る
。
も
し
空
な
ど
な
い
と
言
わ
れ
る
な
ら
、

も
と
よ
り
諸
佛
の
教
え
が
誤
っ
て
い
る
の
だ
。
）
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こ
れ
は
空
の
字
ば
か
り
使
っ
て
作
っ
た
詩
で
、
法
演
和
尚
の
詩
と
似
た
作
り
か
た
で
あ
る
。

『
五
燈
會
元
』
卷
一
二
「
金
山
曇
穎
禪
師
章
」
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

上
堂
：
「
山
僧
門
庭
別
，
已
改
諸
方
轍
。
爲
文
殊
抜
出
眼
裏
楔
，
教
普
賢
休
嚼
口
中
鐵
。
勸
人
放
開
髂
（
枯
駕
切
）

蛇
手
，
與
汝
斫
却
繫
驢
橛
，
」
駐
意
擬
思
量
，
棯
曰
：
「
捏
捏
參
。
」20

　
引
用
は
と
り
あ
え
ず
中
華
書
局
版
の
標
點
の
ま
ま
と
し
て
お
く
。
金
山
曇
穎
（
九
八
六
～
一
〇
六
〇
）
は
臨
濟
宗
の
禪
僧

で
、
達
觀
と
號
し
、
達
觀
曇
穎
と
呼
ば
れ
た
。
引
用
文
に
は
詩
が
一
首
含
ま
れ
て
い
る
が
、
標
點
に
誤
り
が
あ
る
の
で
、
以

下
の
よ
う
に
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

　
　

上
堂
：
「
山
僧
門
庭
別
，
已
改
諸
方
轍
。
爲
文
殊
抜
出
眼
裏
楔
，
教
普
賢
休
嚼
口
中
鐵
。
勸
人
放
開
髂
（
枯
駕
切
）

蛇
手
，
與
汝
斫
却
繫
驢
橛
。
駐
意
擬
思
量
，
」
棯
曰
：
「
捏
！
捏
！
參
。
」

（
上
堂
し
て
言
っ
た
、
「
わ
が
門
下
の
方
便
が
諸
方
と
は
異
な
る
の
は
、
そ
の
舊
轍
を
改
め
た
の
で
あ
る
。
文
殊
の
眼
の
楔
を
抜
い

て
や
り
、
普
賢
の
口
の
鐵
枷
を
取
り
去
っ
て
や
り
、
蛇
を
捉
ま
え
る
手
を
開
か
せ
、
き
み
と
い
う
驢
馬
を
繫
ぐ
杭
を
ぶ
ち
切
っ
て

や
る
の
だ
。
し
ば
し
、
思
案
に
暮
れ
て
、
」
そ
こ
で
一
棯
し
た
、
「
こ
ね
く
り
回
し
だ
！
こ
ね
く
り
回
し
だ
！
參
ぜ
よ
。
」
）

「
駐
意
擬
思
量
」
は
詩
の
一
句
な
の
で
あ
る
か
ら
、
上
堂
語
の
中
に
入
れ
、「
捏
捏
參
」
の
「
參
」
は
禪
僧
の
説
法
の
締

20　
『
五
燈
會
元
』
卷
一
二
、
中
華
書
局
、
七
一
九
頁
。
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め
く
く
り
の
常
用
語
で
、
詩
と
は
關
わ
り
が
な
い
。「
捏
捏
」
は
脚
韻
で
あ
る
か
ら
「
捏
！
捏
！
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
詩
は
「
十
七
字
詩
」
ま
た
は
「
三
句
半
」
と
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
こ
か
ら
中
間
の
七
字
の
二
句

と
八
字
の
二
句
を
取
り
去
っ
て
み
る
と
、
こ
の
詩
は
「
山
僧
門
庭
別
，
已
改
諸
方
轍
。
駐
意
擬
思
量
，
捏
！
捏
！
」
と
な

り
、
ま
さ
し
く
「
十
七
字
詩
」
ま
た
は
「
三
句
半
」
な
の
で
あ
っ
て
、
半
句
が
「
捏
！
」
を
繰
り
返
し
た
「
捏
！
捏
！
」
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
詩
は
「
三
句
半
」
の
基
礎
の
上
に
八
字
の
二
句
と
七
字
の
二
句
を
加
え
た
擴
張
形
式
で
あ
る

が
、
實
質
的
に
は
「
三
句
半
」
の
作
法
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
曇
穎
禪
師
が
、「
文
殊
の
眼
の
楔
を
抜
い
て
や
り
、
普
賢

の
口
の
鐵
枷
を
取
り
去
っ
て
や
り
、
蛇
を
捉
ま
え
る
手
を
開
か
せ
、
き
み
と
い
う
驢
馬
を
繫
ぐ
杭
を
ぶ
ち
切
っ
て
や
る
」
と

い
う
四
句
を
言
っ
た
時
、
鈍
根
の
聽
衆
は
ど
う
い
う
意
味
に
な
る
の
か
戸
惑
っ
た
、
そ
れ
が
つ
ま
り
聽
衆
の
「
し
ば
し
、
思

案
に
暮
れ
て
」
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
曇
穎
は
突
如
、
一
棯
し
て
か
れ
ら
の
思
案
を
斷
ち
切
り
、「
こ
ね
く
り
回
し
だ
！
こ
ね

く
り
回
し
だ
！
」
と
批
判
し
た
。
こ
れ
は
い
き
な
り
棒
棯
を
喰
ら
わ
せ
る
手
段
で
、
も
し
聽
衆
が
こ
こ
で
猛
然
と
桶
の
底
が

抜
け
て
開
悟
し
た
な
ら
、
そ
れ
が
禪
宗
の
重
ん
ず
る
「
頓
悟
」
に
他
な
ら
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
十
七
字
詩
」
と
い
う
新
興
の
詩
體
は
、
北
宋
の
禪
僧
に
用
い
ら
れ
て
ふ
た
つ
の
變

化
が
起
こ
っ
た
。
第
一
に
、
そ
れ
は
嘲
弄
諷
刺
の
手
段
で
は
な
く
な
り
、
説
法
の
一
手
法
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二

に
、
そ
の
形
式
に
多
種
の
變
異
が
起
こ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
表
現
力
を
發
揮
し
、
禪
師
が
た
の
言
語
の
非
凡
な
能

力
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
宋
代
以
後
も
「
十
七
字
詩
」
は
依
然
と
し
て
嘲
弄
諷
刺
の
詩
歌
と
し
て
、
主
と
し
て
民
間
で
作
ら
れ

續
け
て
流
行
し
た
。
明
の
郎
英
『
七
修
類
稿
』
卷
四
九
「
十
七
字
詩
」
に
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
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正
德
年
間
（
一
五
〇
六
～
一
五
二
一
）
徽
州
が
旱
害
に
み
ま
わ
れ
た
。
太
守
は
雨
乞
い
を
試
み
た
が
何
の
効
果
も
な

か
っ
た
。
無
頼
子
が
十
七
字
詩
を
作
っ
て
嘲
弄
し
た
。
い
わ
く
、

太
守
出
禱
雨
，
萬
民
皆
喜
悦
。
昨
夜
推
窗
看
，
見
月
。

（
太
守
樣
が
雨
乞
い
儀
式
を
な
さ
っ
た
の
を
聞
い
て
、
民
衆
は
大
い
に
喜
ん
だ
。
昨
夜
窓
を
押
し
開
け
て
看
た
ら
、
滿
月
！
）

　

太
守
は
知
っ
て
捕
縛
さ
せ
、
棒
打
ち
十
八
の
刑
に
處
し
た
が
、
途
中
で
止
め
さ
せ
尋
問
し
た
、
「
お
ま
え
は
嘲
詩
を

上
手
に
作
る
の
か
？
」
そ
の
男
は
認
め
な
か
っ
た
。
こ
の
男
で
は
な
い
な
ら
、
誰
が
ほ
ん
と
う
の
作
者
か
問
い
詰
め

た
が
、
や
は
り
白
狀
し
な
い
。
「
な
ら
ば
、
お
ま
え
が
も
う
い
っ
ぺ
ん
十
七
字
詩
を
作
っ
た
ら
罪
は
免
除
し
て
や
る
。

さ
も
な
く
ば
死
刑
に
處
す
ぞ
。
」
無
頼
子
は
た
だ
ち
に
言
っ
た
。

「
作
詩
十
七
字
，
被
責
一
十
八
。
若
上
萬
言
書
，
打
殺
。
」

（
十
七
字
詩
を
作
っ
て
、
棒
打
ち
十
八
の
刑
。
も
し
萬
言
の
書
を
奉
っ
た
な
ら
、
打
ち
殺
し
！
）

太
守
も
こ
れ
に
は
大
笑
い
し
、
放
免
處
分
と
し
た
。
こ
ん
な
正
直
者
も
珍
し
く
、
無
頼
漢
で
は
あ
る
が
勇
敢
な
男
で

あ
る
。 

こ
の
十
七
字
詩
を
作
っ
た
「
無
頼
漢
」
は
、
む
ろ
ん
下
層
の
民
間
人
士
で
あ
る
。
太
守
が
「
十
七
字
詩
」
を
「
嘲
詩
」

と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
十
七
字
詩
の
功
能
が
定
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
郎
英
が
「
無
頼
漢
で
は
あ
る
が
勇
敢
な
男
で
あ

る
」
と
評
し
た
の
は
、
男
が
お
役
所
に
挑
戰
し
た
勇
気
を
褒
め
た
も
の
で
、
民
衆
の
感
情
は
往
々
に
し
て
こ
う
い
う
通
俗
作

品
を
通
し
て
發
散
さ
れ
た
の
で
あ
る
。21

21　
『
七
修
類
稿
』
卷
四
九
、
上
海
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
五
一
六
頁
。
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清
の
褚
人
穫
『
堅
瓠
首
集
』
卷
三
「
十
七
字
詩
」
に
も
上
述
の
話
を
載
せ
て
い
る
が
、
内
容
が
膨
ら
ん
で
い
る
。

　

正
德
年
間
に
あ
る
無
頼
子
が
い
て
、
何
か
に
つ
け
て
十
七
字
詩
を
作
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
徽
州
が
旱
害
に
み
ま
わ
れ

た
。
太
守
は
雨
乞
い
を
試
み
た
が
何
の
効
果
も
な
か
っ
た
。
無
頼
子
が
嘲
詩
を
作
っ
た
。
い
わ
く
、

太
守
出
禱
雨
，
萬
民
皆
喜
悦
。
昨
夜
推
窗
看
，
見
月
。

（
太
守
樣
が
雨
乞
い
儀
式
を
な
さ
っ
た
の
を
聞
い
て
、
民
衆
は
大
い
に
喜
ん
だ
。
昨
夜
窓
を
押
し
開
け
て
看
た
ら
、
滿
月
！
）

　

太
守
は
知
っ
て
捕
縛
さ
せ
尋
問
し
た
、
「
お
ま
え
は
嘲
詩
を
上
手
に
作
る
の
か
？
お
ま
え
が
も
う
い
っ
ぺ
ん
十
七
字

詩
を
作
っ
た
ら
罪
は
免
除
し
て
や
る
。
」
そ
こ
で
太
守
は
自
分
の
號
の
「
西
坡
」
と
い
う
題
で
作
ら
せ
た
。
無
頼
子
は

た
だ
ち
に
一
首
を
作
っ
た
。
い
わ
く
、

古
人
號
東
坡
，
今
人
號
西
坡
。
若
將
兩
人
較
，
差
多
。

（
古
人
は
東
坡
と
號
し
、
今
人
は
西
坡
と
號
す
。
も
し
二
人
を
比
較
し
た
ら
、
大
違
い
！
）

　

太
守
は
激
怒
し
て
、
棒
打
ち
十
八
の
刑
に
處
し
た
。
男
は
た
だ
ち
に
も
う
一
首
を
作
っ
た
。

作
詩
十
七
字
，
被
責
一
十
八
。
若
上
萬
言
書
，
打
殺
。

（
十
七
字
詩
を
作
っ
て
、
棒
打
ち
十
八
の
刑
。
も
し
萬
言
の
書
を
奉
っ
た
な
ら
、
打
ち
殺
し
！
）

太
守
は
誹
謗
罪
で
流
刑
處
分
と
し
、
湖
北
の
鄖
陽
へ
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
母
と
叔
父
が
見
送
り
に
來
て
、
抱

き
合
っ
て
泣
い
た
。
男
は
泣
く
の
を
や
め
て
言
っ
た
、
「
ま
た
詩
が
で
き
た
よ
。
」

發
配
在
鄖
陽
，
見
舅
如
見
娘
。
兩
人
齊
下
泪
，
三
行
。

（
鄖
陽
へ
流
さ
れ
る
は
め
に
な
っ
て
、
叔
父
さ
ん
と
母
さ
ん
が
來
た
。
二
人
は
涙
を
流
し
、
三
行
！
）
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叔
父
は
片
目
が
つ
ぶ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。22

こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
無
頼
漢
の
十
七
字
詩
は
『
七
修
類
稿
』
を
も
と
に
し
て
、
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
別
の
二
首
を

補
っ
た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
に
流
傳
の
過
程
で
膨
ら
ん
で
ゆ
く
の
は
民
間
文
學
の
特
徴
で
あ
る
。
詩
を
補
う
と
同
時
に
話
の

プ
ロ
ッ
ト
に
も
増
添
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
は
、
十
七
字
詩
を
繋
い
で
物
語
を
膨
ら
ま
せ
る
手
段
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
褚
人
穫
『
堅
瓠
十
集
』
卷
二
「
一
字
一
錢
」
の
項
に
は
『
秋
水
渉
筆
』
を
引
い
た
話
が
あ
る
。

　

あ
る
詩
の
上
手
な
人
が
張
り
紙
を
出
し
た
、
「
詩
を
作
っ
て
ほ
し
い
人
に
は
一
字
一
文
で
引
き
受
け
ま
す
」
。
妓
女

が
十
七
文
で
注
文
し
た
。
た
だ
ち
に
應
じ
て
作
っ
た
。

美
貌
一
佳
人
，
妖
嬈
體
態
新
。
調
脂
並
傅
粉
，
觀
音
。

（
美
貌
の
一
佳
人
、
妖
艷
な
し
な
づ
く
り
。
紅
白
粉
で
あ
で
や
か
に
化
粧
し
て
、
觀
音
さ
ん
！
）

　

あ
る
和
尚
は
こ
れ
を
見
て
、
十
六
文
で
「
わ
し
に
も
ひ
と
つ
。
」
こ
れ
に
應
じ
て
、

和
尚
剃
光
頭
，
葫
蘆
安
箇
柄
。
睡
到
五
更
頭
，
硬
。

（
和
尚
さ
ん
は
つ
る
つ
る
頭
、
ひ
ょ
う
た
ん
に
耳
を
つ
け
た
よ
う
。
眠
っ
て
五
更
に
至
る
や
、
勃
起
。
）23

22　
『
堅
瓠
首
集
』
二
四
頁
、『
筆
記
小
説
大
觀
』
第
一
五
册
、
江
蘇
廣
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
八
四
年
。

23　
『
堅
瓠
十
集
』
卷
二
、三
二
一
頁
、『
筆
記
小
説
大
觀
』
第
一
五
册
、
江
蘇
廣
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
八
四
年
。
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こ
の
詩
の
作
者
も
詩
を
賣
っ
て
生
活
し
て
い
た
人
で
、
北
宋
の
張
山
人
と
同
じ
く
十
七
字
詩
の
專
門
家
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
か
れ
の
十
六
字
詩
は
な
ん
と
も
下
品
だ
が
、
こ
れ
も
民
間
文
學
の
も
つ
低
俗
な
一
面
で
あ
る
。

「
十
七
字
詩
」
が
生
ま
れ
た
根
據
は
何
で
あ
ろ
う
か
？
そ
の
基
礎
は
中
國
傳
統
の
五
言
四
句
詩
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
中
國

傳
統
の
歇
後
語
の
表
現
法
を
加
え
て
、
畫
龍
點
睛
の
最
後
の
一
句
を
凝
縮
し
て
半
句
、
す
な
わ
ち
二
字
、
ま
た
甚
だ
し
く
は

一
字
と
成
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
爆
發
性
と
震
撼
力
を
強
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
中
國
傳
統
の
七
言
四
句
詩
を
基
礎
と
し

て
、
二
十
三
字
詩
に
も
變
化
し
た
。
さ
ら
に
別
の
變
化
も
加
わ
り
、
そ
の
最
初
の
正
式
な
名
稱
は
「
十
七
字
詩
」
で
は
あ
っ

た
が
、
そ
の
名
で
こ
の
類
の
詩
歌
の
す
べ
て
を
カ
ヴ
ァ
ー
で
き
ず
、
輓
近
民
間
で
生
ま
れ
た
「
三
句
半
」
は
通
俗
的
で
時
に

卑
俗
で
も
あ
っ
た
が
、
包
容
力
を
具
え
た
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、
わ
た
し
は
「
三
句
半
」
の
呼
稱
を
使
い
た
い
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
四
川
の
民
間
に
盛
行
し
た
「
三
句
半
」
は
す
で
に
詩
の
體
裁
で
は
な
く
な
っ
て
、
一
種
の
演
藝
形
式
と
な
り
、
も
と

も
と
一
人
が
演
ず
る
（
例
え
ば
禪
僧
が
説
法
で
口
ず
さ
む
三
句
半
詩
）
か
ら
、
四
人
で
行
な
う
演
技
に
變
化
し
、
も
と
は
一
首
だ

け
の
詩
で
あ
っ
た
の
が
多
首
が
循
環
往
復
す
る
形
式
に
發
展
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
容
量
を
廣
げ
、
複
雜
な
感
情
と
ス

ト
ー
リ
ー
を
作
り
あ
げ
て
、
多
く
の
民
衆
か
ら
熱
烈
に
歡
迎
さ
れ
、
三
句
半
は
か
く
て
民
間
に
大
き
な
發
展
の
空
間
を
見
出

し
た
の
で
あ
る
。
張
稔
穰
、
張
弘
、
劉
黎
明
諸
氏
が
言
わ
れ
る
に
は
、
張
山
人
の
故
郷
山
東
お
よ
び
陝
北
、
東
北
の
各
地
に

は
、
今
な
お
「
三
句
半
」
が
民
間
で
廣
く
流
行
し
て
い
て
、
銅
鑼
な
ど
の
樂
器
に
合
わ
せ
て
演
技
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。「
三
句
半
」
は
中
國
の
廣
大
な
大
地
の
民
衆
に
深
く
愛
さ
れ
喜
ば
れ
る
大
衆
演
藝
、
娯
樂
の
形
式
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

【
譯
者
附
言
】

本
篇
は
項
楚
先
生
（
二
〇
二
五
年
逝
去
）
の
「
三
句
半
詩
話
」
の
日
本
語
譯
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
に
四
川
大
學
に
中
國
俗
文
化
研
究
所
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が
開
設
さ
れ
た
時
、
こ
れ
を
記
念
す
る
國
際
學
術
研
討
會
が
開
か
れ
、
そ
の
記
念
講
演
で
發
表
さ
れ
た
（『
中
國
俗
文
化
研
究
』
創
刊
號
、
巴

蜀
書
社
、
二
〇
〇
三
年
）。
わ
た
し
は
こ
の
講
演
を
聽
い
て
ふ
か
く
印
象
に
の
こ
り
、
翻
譯
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
（
引
用
詩
文
の
譯
は
衣
川
）。

本
篇
は
先
生
が
一
九
六
二
年
に
四
川
大
學
大
學
院
に
入
學
さ
れ
、
新
入
生
歡
迎
會
の
演
目
「
三
句
半
」
に
ふ
れ
た
時
の
衝
擊
の
回
想
か
ら

始
ま
り
、
そ
の
淵
源
を
た
ど
っ
て
北
宋
時
代
に
「
十
七
字
詩
」
と
稱
さ
れ
た
新
體
詩
の
流
行
の
描
寫
に
到
り
、
當
時
の
禪
宗
和
尚
が
こ
の
詩
體

を
用
い
て
説
法
し
た
事
實
に
も
及
ん
で
、
そ
の
意
味
と
意
義
を
解
明
し
、
諷
刺
詩
と
い
う
機
智
に
富
ん
だ
が
ん
ら
い
の
性
格
か
ら
、
説
法
と
い

う
禪
僧
啓
發
の
手
段
へ
の
應
用
へ
と
變
化
し
た
こ
と
を
、
豐
富
な
資
料
の
渉
獵
に
も
と
づ
い
て
あ
と
づ
け
ら
れ
た
。

中
國
で
い
う
「
俗
文
化
」
と
は
、
正
統
と
目
さ
れ
た
儒
教
以
外
の
民
間
宗
教
（
佛
教
、
禪
宗
も
含
む
）、
正
統
的
詩
文
以
外
の
俗
文
學
（
小

説
、
戲
曲
、
口
語
詩
等
）、
口
頭
言
語
た
る
俗
語
言
（
口
語
、
方
言
）
を
對
象
と
す
る
研
究
を
指
し
、
正
統
的
文
化
の
ほ
か
に
も
う
ひ
と
つ
の
體
系

を
も
つ
「
俗
文
化
」
が
廣
く
存
在
し
た
こ
と
を
、
學
問
的
に
證
明
し
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
篇
の
内
容
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ

う
に
、
そ
れ
は
綜
合
的
な
學
問
分
野
で
あ
る
。
中
國
の
民
間
習
俗
を
基
盤
と
し
て
存
在
し
た
「
俗
文
化
」
の
理
解
に
は
、
當
然
の
こ
と
と
し
て

佛
教
へ
の
理
解
を
缺
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
項
楚
先
生
は
敦
煌
變
文
研
究
の
た
め
に
、
一
大
決
心
を
し
て
、
數
年
を
費
や
し
『
大
正
新
脩
大
藏

經
』
全
卷
を
通
讀
さ
れ
た
と
い
う
。
わ
た
し
は
か
つ
て
「
寒
山
詩
」
の
一
句
を
讀
解
し
注
釋
を
書
く
の
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
檢
索
を
利
用
し
て
用

例
を
收
集
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
あ
と
で
先
生
の
『
寒
山
詩
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
開
い
て
見
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
檢
索
の

な
い
時
代
に
書
か
れ
た
注
釋
と
、
結
果
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
先
生
の
注
釋
の
ほ
う
が
周
到
で
あ
っ
て
、
わ
た
し
は
驚
歎
を

禁
じ
得
な
か
っ
た
。
先
生
の
言
わ
れ
る
「
問
題
意
識
を
持
っ
て
讀
書
を
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

先
生
は
そ
の
よ
う
に
大
藏
經
を
も
讀
ま
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
、
ふ
か
く
感
動
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
先
生
は
敦
煌
學
の
泰

斗
、
國
際
的
に
有
名
な
大
學
者
で
あ
ら
れ
る
。
二
〇
一
九
年
に
そ
の
文
業
を
集
成
し
た
『
項
楚
學
術
文
集
』
一
〇
卷
（
中
華
書
局
）
が
刊
行
さ

れ
た
。
本
篇
の
翻
譯
の
底
本
は
そ
の
論
文
集
『
柱
馬
屋
存
稿
二
編
』
收
錄
本
で
あ
る
。（
二
〇
二
五
．
一
一
．
一
〇
）
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『
ラ
ン
カ
ー
に
入
る
』
四
巻
本
テ
キ
ス
ト
の
表
現
不
備
の
個
所
の
一
つ
に
つ
い
て

常
盤
義
伸

『
ラ
ン
カ
ー
に
入
る　

―
―
す
べ
て
の
ブ
ッ
ダ
の
教
え
の
核
心
―
―
』（
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
発
行
）

日
本
語
訳
第
二
章
82
、
Ｐ
１
１
５
上
、
８
行
～
末

「
本
経
の
他
…
…
見
当
た
ら
な
い
。」
を
抹
消
し
て
代
わ
り
に
左
の
語
を
入
れ
る
。

「
直
前
の
偈
、
41
～
53
、
の
う
ち
の
六
偈
、
42
、
44
、
45
、
51
、
52
、
53

が
第
54
偈
に
言
う
〈
他
に
依
る
あ
り
方
に
六
種
あ
る
〉
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。」
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馬
祖
禅
と
は
な
に
か

―
―
従
来
の
説
の
批
判
と
し
て
―
―
［
中
］

松
岡
　
由
香
子

二
章　

仏
性
・
見
性
・
真
如
を
い
わ
な
い
馬
祖
禅

一
節　

馬
祖
禅
と
仏
性
・
見
性
・
真
如

一
、『
祖
堂
集
』
に
お
け
る
馬
祖
と
そ
の
法
嗣
の
語

二
、『
景
徳
伝
灯
録
』
に
お
け
る
馬
祖
と
そ
の
法
嗣
の
語

二
節　

馬
祖
以
前
の
禅
文
献
の
仏
性
・
見
性
・
真
如

一
、『
絶
観
論
』『
心
銘
』（
牛
頭
宗
）

二
、『
伝
法
宝
紀
』

三
、『
楞
伽
師
資
記
』
と
『
修
心
要
論
』

四
、『
六
祖
壇
経
』

三
節　

馬
祖
（
七
〇
九
―
七
八
八
）
時
代
の
禅
文
献
の
仏
性
・
見
性
・
真
如

一
、『
定
是
非
論
』『
神
会
語
録
』『
檀
語
』（
南
宗
）

二
、『
大
乗
無
生
方
便
門
』（
北
宗
）

三
、『
観
心
（
破
相
）
論
』

四
、『
歴
代
法
宝
記
』（
保
唐
宗
）
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四
節　

馬
祖
以
後
の
禅
文
献
の
仏
性
・
見
性
・
真
如　

一
、『
悟
性
論
』

二
、『
血
脈
論
』
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二
章
　
仏
性
・
見
性
・
真
如
を
い
わ
な
い
馬
祖
禅

一
節
　
　
馬
祖
禅
と
仏
性
・
見
性
・
真
如

『
涅
槃
経
』
に
は
「
仏
性
」
が
説
か
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
我
と
は
即
ち
是
れ
如
来
蔵
の
義
な
り
。
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
は

即
ち
是
れ
我
の
義
な
り
。」（T

12,407b

）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
「
我
ア
ー
ト
マ
ン」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
公
お
お
や
けに
仏
教

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
、「
如
来
秘
密
の
蔵
、
清
浄
な
る
仏
性
の
常
住
不
変
な
る
を
開
示
す
。」（410c

）
と
い
わ
れ
る
。

仏
教
は
「
無
常
・
皆
苦
・
無
我
・
寂
静
」
を
四
法
印
と
す
る
の
で
、
常
住
不
変
の
仏
性
は
、
ま
っ
た
く
正
反
対
で
あ
る
が
、

そ
も
そ
も
『
涅
槃
経
』
は
如
来
性
品
に
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
仏
教
を
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
化
す
る
た
め
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
り
、
仏
教
の
四
法
印
を
否
定
す
る
「
常
楽
我
浄
」
を
説
く
。
中
国
仏
教
に
お
い
て
は
、
そ
の
法
顕
訳
や
曇
無
讖
訳

な
ど
の
六
巻
本
『
大
般
泥
洹
経
』
か
ら
、
竺
道
生
に
よ
っ
て
最
高
の
経
典
と
さ
れ
、
慧
観
の
五
時
教
判
で
「
常
住
教
」
と
し

て
最
高
位
に
位
置
付
け
ら
れ
、
ほ
ぼ
全
宗
派
が
そ
れ
を
認
め
て
き
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
村
上
俊
の
優
れ
た
論
文
「
仏
性

の
問
題
―
頓
悟
と
の
関
連
―
⑴
」
が
あ
る
。
経
師
・
論
師
は
、「
仏
性
」
を
仏
に
な
る
可
能
性
と
解
釈
す
る
こ
と
が
多
い
が
、

禅
宗
で
は
「
仏
性
」
を
見
る
「
見
性
」
を
い
う
。
そ
れ
は
『
涅
槃
経
』
の
師
子
吼
菩
薩
品
に
「
諸
仏
世
尊
は
定
慧
等
し
き

が
故
に
明
ら
か
に
仏
性
を
見
る
こ
と
、
了
了
と
し
て
無
礙
な
り
」（547a

）
と
説
か
れ
、
寿
命
品
に
「
後
辺
身
の
菩
薩
、
そ

の
時
、
飲
食
を
受
け
已
に
金
剛
三
昧
に
入
る
。
こ
の
食
、
消
（
化
）
し
已
り
て
即
ち
仏
性
を
見
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を

得
。」（372b

）
と
説
か
れ
る
こ
と
に
因
る
。

ま
た
六
世
紀
前
半
に
書
か
れ
た
『
大
乗
起
信
論
』（
以
下
『
起
信
論
』
と
略
記
）
は
、
近
年
、
北
朝
の
中
国
人
撰
述
が
確
定

さ
れ
た
⑵
が
、
こ
の
論
に
は
、「
心
真
如
と
は
、
即
ち
是
れ
一
法
界
大
総
相
法
門
の
体
な
り
。
所
謂
、
心
性
は
不
生
不
滅
」

（T
32,576a

）
と
「
心
真
如
」
が
説
か
れ
、「
真
如
の
自
体
相
と
は
、
…
…
自
性
清
浄
心
の
義
の
故
に
」（579a

）
と
、「
自
性
清
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浄
心
」
が
説
か
れ
る
。
中
国
の
仏
教
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
が
、
初
期
禅
宗
も
強
い
影
響
を
受
け
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
馬
祖
や
馬
祖
門
下
は
「
仏
性
」「
見
性
」「
真
如
」
を
い
わ
な
い
。
そ
れ
を
『
祖
堂
集
』
と
『
伝
灯
録
』

で
見
た
い
。

一
、『
祖
堂
集
』
に
お
け
る
馬
祖
と
そ
の
法
嗣
の
語

『
祖
堂
集
』
に
お
け
る
馬
祖
の
語
に
は
、「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
は
な
い
。

『
祖
堂
集
』
の
馬
祖
の
法
嗣
で
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

百
丈
は
経
の
言
葉
と
し
て
言
及
す
る
。「
又
た
問
う
。
教
中
に
道い

う
、
了
々
と
し
て
仏
性
を
見
る
。
猶
お
文
殊
に
等
し
き

が
如
し
、
と
。
既
に
是
れ
了
々
と
し
て
仏
性
を
見
る
。
合ま

さ

に
仏
と
等
し
か
る
べ
し
。
什な

ん麼
と
為し

て
か
却
っ
て
文
殊
に
等
し

や
。
又
、
無
対
。」（272b

、『
伝
灯
録
』
に
な
し
）

問
わ
れ
た
人
は
善
勧
寺
主
で
の
ち
に
涅
槃
和
尚
と
あ
だ
名
さ
れ
た
僧
だ
か
ら
、
そ
の
経
の
一
句
を
引
用
し
た
の
で
あ
る
。

東
寺
和
尚
は
「
見
性
」
と
「
仏
性
」
を
説
く
が
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
説
い
た
か
が
問
題
で
あ
る
。

「
承
相
の
崔さ

い
こ
う
い
ん

公
胤
、
其
の
風
韻
を
高
し
と
し
て
、
躬み
づ
から
師
に
問
う
て
曰
く
、
師
は
何
を
以
て
得
る
や
。
師
曰
く
、
見
性
し

て
得
た
り
と
為
す
。
公
云
く
、
師
、
見
性
す
る
や
。
師
曰
く
、
見
性
す
。
師
、
当
時
方ま

さ

に
眼
を
病
む
。
相
公
、
譏そ
し

り
て
曰

く
、
既
に
見
性
と
言
う
、
其
の
眼
、
奈い

か
ん何
。
師
云
く
、
見
性
は
眼
に
非
ず
。
眼
の
病
は
何
ぞ
害そ
こ
なわ
ん
。
相
公
、
喜
び
て
礼
拜

す
。
更
に
師
と
仏
殿
に
到
る
に
、
雀
児
の
仏
頭
上
に
在
り
て
糞
を
放
つ
を
見
て
、
相
公
問
う
。
者
箇
の
雀
児
、
還
た
仏
性
有

り
や
。
師
云
く
、
有
り
。
相
公
云
く
、
既
に
有
る
に
、
什な

ん麼
ぞ
仏
頭
上
に
向お

い
て
屙
を
為
す
や
。
師
云
く
、
他か
れ

、
若
し
無

く
ば
什な

に麼
に
因
り
て
鷄
子
頭
上
に
向
い
て
屙
せ
ざ
る
や
。
相
公
、
此
れ
よ
り
礼
拜
し
師
と
為
す
。」（288a-b

、『
伝
灯
録
』
に
な

し
）
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東
寺
和
尚
は
馬
祖
禅
が
「
即
心
是
仏
」
と
伝
わ
る
こ
と
を
慨
嘆
し
た
人
で
あ
る
。
自
ら
本
気
で
見
性
を
し
た
、
な
ど
と
い

う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
相
公
が
仏
法
に
浅
い
理
解
し
か
な
い
こ
と
を
見
抜
い
て
、
自
ら
が
目
を
患
っ
て
い
る
こ
と
に
か
こ

つ
け
て
「
見
性
し
て
」
得
た
、
と
言
っ
て
み
た
。
案
の
上
、
相
公
は
「
見
性
」
を
目
で
仏
性
を
見
る
こ
と
だ
、
く
ら
い
の
理

解
し
か
な
い
。
次
は
相
公
が
、「
雀
に
仏
性
が
あ
る
か
」
と
愚
問
を
発
し
た
。
こ
の
答
え
も
、
雀
は
仏
性
が
あ
る
か
ら
、
仏

の
頭
に
糞
を
し
た
の
だ
、
と
い
う
よ
り
、
相
公
を
ま
と
も
に
相
手
に
し
て
い
な
い
揶
揄
で
あ
る
。
こ
れ
を
東
寺
の
「
見
性
」

だ
と
解
釈
す
る
の
は
、
当
を
得
て
い
な
い
。

帰
宗
章
に
は
、
座
主
神
建
の
手
紙
に
対
す
る
李
万
卷
の
論
に
「
仏
性
」「
見
性
」「
真
如
」
が
あ
る
。

「
伏
し
て
三
乗
の
至
教
を
以
て
、
一
蔵
に
厳
持
す
。
載
す
る
所
の
文
詞
、
唯
だ
仏
性
を
究
む
る
の
み
。
…
…
欝
欝
た
る
黄

花
、
争い

か

で
か
能
く
見
性
せ
ん
。
…
…
真
心
了
了
と
し
て
、
字
無
く
名
無
し
。
見
性
し
て
惺
惺
た
れ
ば
、
何
を
か
言
い
何
を
か

説
か
ん
。
…
…
学
仏
の
人
、
何
ぞ
仏
性
に
迷
わ
ん
。
…
…
真
如
、
豈
に
言
句
に
随
わ
ん
や
。」（291b-292b

、『
伝
灯
録
』
に
な
し
）

い
か
に
、「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
が
同
じ
思
想
の
言
葉
で
あ
る
か
が
よ
く
わ
か
る
。
帰
宗
の
言
葉
で
は
な
い
が
、
帰
宗

の
俗
弟
子
で
あ
っ
て
も
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
思
想
に
染
ま
っ
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
。

「
真
如
」
は
盤
山
章
に
、「
古
人
」
の
詞
と
し
て
否
定
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
古
人
、
道い

う
、
霊
源
独
り
耀か
が
や
く
。
道

は
本
よ
り
無
生
な
り
。
大
智
は
明
に
非
ず
。
真
空
跡
を
絶
す
。
真
如
凡
聖
は
、
皆
な
是
れ
夢
言
な
り
。」（282b

、『
伝
灯
録
』

253b

）
南
泉
章
に
は
「
定
慧
等
学
。
明
見
仏
性
」
と
い
わ
れ
る
理
に
つ
い
て
の
問
い
に
あ
り
、
南
泉
の
言
葉
で
は
な
い
。

「
師
、
黄
蘗
に
問
う
、
定
慧
等
学
、
明
見
仏
性
。
こ
の
理
如い

か
ん何
。
黄
蘗
云
く
、
一
物
に
も
依
ら
ず
。」（302b

）

黄
檗
は
「
明
見
仏
性
」
と
い
う
経
の
文
句
な
ど
に
依
っ
て
い
な
い
。
た
だ
黄
檗
の
語
を
裴
休
が
編
集
し
た
『
伝
心
法
要
』

に
は
、
六
祖
の
言
葉
と
し
て
「
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
」
が
見
え
、「
仏
性
」
も
一
回
、「
真
如
」
も
二
回
言
及
さ
れ
る
。
編
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者
の
裴
休
は
、
以
前
に
荷
沢
宗
の
圭
峰
宗
密
に
師
事
し
て
お
り
、
宗
密
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
馬
祖
禅
に
対
す
る
ひ
ど
い
誤

解
が
あ
り
、『
伝
心
法
要
』
に
「
仏
性
、
見
性
」
な
ど
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
を
黄
檗
の
言
葉
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
黄
檗
自
身
の
言
葉
に
は
そ
れ
ら
は
ま
っ
た
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、『
頓
悟
要
門
』
に
は
「
見
性
」「
仏
性
」「
真

如
」
が
説
か
れ
る
が
、
馬
祖
の
嗣
、
大
珠
懐
海
の
著
で
は
な
い
こ
と
は
こ
の
論
の
［
上
］
で
す
で
に
述
べ
た
。

こ
の
よ
う
に
『
祖
堂
集
』
に
立
伝
さ
れ
る
三
十
七
名
の
馬
祖
の
弟
子
は
、「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
を
説
か
な
い
。

二
、『
景
徳
伝
灯
録
』
に
お
け
る
馬
祖
と
そ
の
法
嗣
の
語

『
伝
灯
録
』
に
お
け
る
馬
祖
の
語
に
は
、「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
は
な
い
。

『
伝
灯
録
』
に
は
馬
祖
の
法
嗣
と
し
て
第
六
巻
三
十
七
人
、
第
七
巻
四
十
五
人
、
第
八
巻
五
十
六
人
の
名
が
上
が
る
。

巻
六
に
は
大
珠
慧
海
章
に
「
見
性
」
と
い
う
詞
が
五
回
あ
る
が
、
慧
海
の
言
葉
で
は
な
く
、
律
師
の
問
い
で
あ
る
。
し
か

も
仏
性
を
見
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
性
を
見
る
」
と
い
う
別
な
意
味
と
思
わ
れ
る
。

「
又
た
問
う
て
曰
く
、
夫
れ
経
律
論
は
是
れ
仏
語
な
り
。
読
誦
し
教
に
依
り
て
奉
行
す
。
何
が
故
に
見
性
せ
ざ
ら
ん
。
師

曰
く
、
狂
狗
の
塊
を
趁お

い
、
師
子
の
人
を
咬
む
が
如
し
。
経
律
論
は
是
れ
自
性
の
用
な
り
。
読
誦
者
は
是
れ
性
の
法
な
り
。」

（247b

）
次
は
「
仏
性
」
が
「
真
如
」
と
と
も
に
出
る
が
、『
起
信
論
』
で
い
う
「
真
如
」
と
は
ま
っ
た
く
関
係
な
い
。「
真
如
」
は

当
時
頻
繁
に
使
わ
れ
た
教
学
の
用
語
で
も
あ
る
。

「
三
蔵
法
師
有
り
て
問
う
、
真
如
は
変
易
有
り
や
。
師
曰
く
、
変
易
有
り
。
三
蔵
曰
く
、
禅
師
は
錯あ

や
まれ
る
な
り
。
師
、
卻

て
三
蔵
に
問
う
。
真
如
有
り
や
。
曰
く
、
有
り
。
師
曰
く
、
若
し
変
易
無
く
ん
ば
決
定
し
て
是
れ
凡
僧
な
り
。
豈あ

に
聞
か
ず

や
。
善
知
識
と
は
能
く
三
毒
を
迴め

ぐ
らし
て
三
聚
浄
戒
と
為
し
、
六
識
を
迴
し
て
六
神
通
と
為
し
、
煩
悩
を
迴
し
て
菩
提
と
作
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し
、
無
明
を
迴
し
て
大
智
真
如
と
為
す
、
と
。
若
し
変
易
無
く
ん
ば
三
蔵
は
真
に
是
れ
自
然
外
道
な
り
。
三
蔵
曰
く
、
若
し

爾し
か

れ
ば
真
如
は
即
ち
変
易
あ
り
。
師
曰
く
、
若
し
真
如
、
変
易
有
り
と
執
す
れ
ば
、
亦
た
是
れ
外
道
な
り
。
曰
く
、
禅
師
は

適
来
、
真
如
に
変
易
有
り
と
説
き
、
如
今
、
又
た
不
変
易
と
道い

う
。
如
何
が
即
ち
是
れ
的
当
な
る
や
。
師
曰
く
、
若
し
了
了

と
し
て
見
性
す
れ
ば
、
摩
尼
珠
の
色
を
現
ず
る
が
如
し
。
変
と
説
く
も
亦
た
得
、
不
変
と
説
く
も
亦
た
得
る
な
り
。
若
し
見

性
せ
ざ
れ
ば
、
人
、
真
如
の
変
ず
と
説
く
を
聞
き
て
便
ち
変
の
解
を
作
し
、
不
変
と
説
く
を
聞
き
て
便
ち
不
変
の
解
を
作

す
。」（247b

）

こ
こ
で
は
「
真
如
」
は
『
起
信
論
』
の
「
常
住
不
変
」
で
は
な
く
「
変
」
と
説
か
れ
、
そ
の
言
葉
に
拘
泥
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
も
加
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
見
性
す
る
」
が
い
わ
ゆ
る
仏
性
を
見
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
が
、
次
の
同
じ
師
の
言
葉
か

ら
明
ら
か
で
あ
る
。

「
韞う

ん
こ
う光
大
徳
有
り
て
、
問
う
、
禅
師
は
自
ら
生
処
を
知
る
や
。
師
曰
く
、
未
だ
曽
て
死
な
ず
、
何
ぞ
生
を
論
ず
る
を
用
い

ん
。
生
は
即
ち
是
れ
無
生
の
法
な
り
と
知
れ
ば
、
生
の
法
を
離
れ
て
無
生
あ
り
と
説
く
こ
と
無
し
。
祖
師
云
く
、
当
に
生
は

即
ち
不
生
な
り
。
曰
く
、
見
性
せ
ざ
る
人
は
亦
た
此
の
如
き
を
得
る
や
。
師
曰
く
、
自
ら
見
性
せ
ざ
る
も
是
れ
性
無
き
に
あ

ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
見
は
即
ち
是
れ
性
に
し
て
、
性
と
し
て
見
る
能
わ
ざ
る
無
し
。
識
は
即
ち
是
れ
性
の
故
に
識
性

と
名
づ
く
。
了
す
れ
ば
即
ち
是
れ
性
な
り
。
喚
ん
で
了
性
と
作
す
。」（247c

）

も
う
一
箇
所
、
中
邑
洪
恩
章
に
、
仰
山
の
問
い
と
し
て
「
問
う
、
如
何
が
見
性
を
得
る
や
。
師
云
く
、
譬
え
ば
屋
有
り

て
、
屋
に
六
窗
（
窓
）
有
り
。
内
に
一
獼
猴
有
り
て
、
東
辺
に
山
山
と
喚
べ
ば
、
山
山
応
ず
る
が
如
し
。
是
の
如
く
六
窗
、

倶
に
喚
ぶ
に
倶
に
応
ず
。
仰
山
、
礼
謝
し
て
起
ち
て
云
く
、
和
尚
の
譬
喩
を
蒙こ

う
むる
所
、
了
知
せ
ざ
る
こ
と
な
し
。
更
に
一
事

有
り
。
只
だ
内
の
獼
猴
の
困
睡
す
る
が
如
き
、
外
の
獼
猴
與
に
相
見
せ
ん
と
欲
せ
ば
如
何
。
師
、
繩
床
を
下
り
て
仰
山
の
手

を
執
り
て
作
舞
し
て
云
く
、
山
山
、
汝
と
相
見
し
了
る
。」(249b)

と
あ
る
。
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中
邑
は
、
身
体
を
「
屋
」、
六
根
を
「
六
窓
」、
知
覚
の
主
体
を
「
獼
猴
」、
知
覚
の
対
象
を
「
山
山
」
と
し
て
、
呼
べ
ば

応
え
る
と
い
う
主
体
の
知
覚
と
対
象
の
一
致
と
し
て
示
し
た
。
こ
こ
に
常
住
の
実
体
で
あ
る
仏
性
を
見
る
「
見
性
」
と
い
う

意
味
は
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
仰
山
は
「
内
の
獼
猴
の
困
睡
す
る
よ
う
な
場
合
、
外
の
獼
猴
が
相
見
し
よ
う
と
し

た
ら
、
ど
う
な
り
ま
す
か
」
と
尋
ね
た
。
こ
こ
が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、「
さ
と
り
」
は
六
根
の
覚
知
が
止
ん
だ
と
き

の
状
態
で
あ
る
。
そ
の
時
、
外
で
あ
る
対
象
が
認
識
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
中
邑
の
答
え
の
そ
の
一
歩
先
を

問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
優
れ
た
器
量
に
中
邑
は
小
躍
り
し
て
喜
ん
で
、
外
の
「
獼
猴
」
主
体
と
い
う
よ
り
、
す
で
に

「
山
山
」
が
、
覚
知
の
対
象
で
は
な
く
万
法
そ
の
も
の
と
し
て
あ
な
た
と
出
会
っ
て
い
る
、
と
褒
め
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
中

邑
洪
恩
は
、
灯
史
に
は
前
段
の
「
仰
山
、
初
め
て
新
戒
を
領
し
て
謝
戒
に
到
る
。
師
、
来
た
る
を
見
て
、
禅
床
の
上
に
於
い

て
拍
手
し
て
云
く
、
…
…
」
を
含
む
こ
れ
一
則
し
か
な
い
。
後
の
『
従
容
録
』（
十
三
世
紀
の
公
案
集
）
第
七
十
二
則
は
「
如

何
な
る
か
是
れ
仏
性
の
義
。
邑
云
く
、
我
れ
爾
と
箇
の
譬
喩
を
説
く
。
室
有
り
、
六
窓
の
中
に
、
一
獼
猴
を
安
じ
、
外
に
人

有
り
て
喚
ん
で
狌
狌
と
云
わ
ば
、
獼
猴
、
即
ち
応
ず
る
が
如
し
。
是か

く

の
如
く
六
窓
倶
に
喚
び
倶
に
応
ず
。」(T

48,272b)

と
仏

性
の
話
と
し
て
し
ま
う
が
、
そ
の
問
答
の
内
容
も
別
も
の
で
あ
る
。

巻
七
は
、
馬
祖
の
弟
子
へ
の
問
い
と
し
て
「
仏
性
」
が
三
箇
所
言
及
さ
れ
る
が
、
そ
の
答
え
は
な
か
な
か
面
白
い
。

章
敬
懷え

惲う
ん

章
で
は
こ
う
問
わ
れ
る
。「
僧
、
問
う
、
四
大
五
蘊
身
中
に
、
阿
那
箇
か
是
れ
本
来
の
仏
性
。
師
、
乃
ち
僧
の

名
を
呼
ぶ
。
僧
、
応
諾
す
。
師
、
良
久
し
て
曰
く
、
汝
、
無
仏
性
。」（252c

）

鵝
湖
大
義
章
に
は
、
尸
利
禅
師
と
順
宗
と
の
問
答
と
関
連
し
て
「
見
性
成
仏
」「
仏
性
」
が
出
る
。

「
師
（
鵝
湖
）、
又
た
、
順
宗
の
尸
利
禅
師
に
、
大
地
の
衆
生
は
如
何
が
見
性
成
仏
す
る
こ
と
を
得
ん
、
と
問
う
に
、
尸

利
、
仏
性
は
猶
お
水
中
の
月
の
如
く
、
見
る
べ
く
し
て
取
る
べ
か
ら
ず
、
と
云
う
を
挙
し
て
、
因
り
て
帝
に
謂
っ
て
曰
く
、

仏
性
は
見
に
あ
ら
ざ
る
も
、
心
、
水
中
の
月
を
見
ん
。
如
何
が
攫か

く
し
ゅ取
せ
ん
。
帝
乃
ち
問
う
、
何
者
か
是
れ
仏
性
。
師
、
対こ
た

え
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て
曰
く
、
陛
下
の
所
問
を
離
れ
ず
。」（253a

）

興
善
惟
寛
章
で
も
こ
う
問
わ
れ
る
。

「
問
う
、
狗
子
に
還
た
仏
性
有
り
や
。
師
云
く
、
有
り
。
僧
云
く
、
和
尚
に
還
た
有
り
や
。
師
云
く
、
我
は
無
し
。
僧
云

く
、
一
切
衆
生
は
皆
な
仏
性
有
り
。
和
尚
は
何
に
因
り
て
独
り
無
き
や
。
師
云
く
、
我
は
一
切
衆
生
に
あ
ら
ず
。
僧
云
く
、

既
に
衆
生
に
あ
ら
ざ
れ
ば
是
れ
仏
な
る
や
。
師
云
く
、
是
れ
仏
な
ら
ず
。
…
…
。」（255a

）

巻
七
に
「
真
如
」
は
二
回
出
て
、
一
度
は
問
い
、
一
度
は
否
定
で
あ
る
。　

章
敬
懷
惲
章
。「
或
い
は
問
う
。
祖
師
は
心
地
法
門
を
伝
う
。
は
た
是
れ
真
如
心
な
る
や
、
妄
想
心
な
る
や
。
非
真
非
妄

心
な
る
や
。
は
た
是
れ
三
乗
教
の
外
に
別
に
心
を
立
つ
る
や
。
師
、
曰
く
、
汝
は
目
前
の
虚
空
を
見
る
や
…
…
」（252c

）

も
う
一
つ
は
す
で
に
『
祖
堂
集
』
で
み
た
盤
山
章
の
「
古
人
」
の
言
葉
と
同
じ
も
の
（253b

）
で
あ
る
。

巻
八
に
は
「
仏
性
」、「
見
性
」、「
真
如
」
は
共
に
な
い
。

以
上
、
馬
祖
お
よ
び
馬
祖
の
弟
子
は
、
自
ら
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
を
説
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
へ
の

問
い
に
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
が
一
度
な
ら
ず
存
在
す
る
の
は
、
い
か
に
当
時
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
が
禅
師
に
問
う

べ
き
事
柄
で
あ
っ
た
か
が
分
か
る
。

し
か
し
な
が
ら
『
馬
祖
の
語
録
』
で
入
矢
義
高
は
こ
う
い
う
。

「
時
に
は
『
君
の
そ
の
不
会
と
い
う
心
が
、
実
は
仏
性
に
他
な
ら
な
い
の
だ
』
と
ま
で
言
い
聞
か
せ
る
。『
不
会
と
い
う
心

も
』
で
は
な
く
て
『
不
会
之
心
即
仏
性
』
と
言
い
切
る
。」（
序
）

こ
の
言
葉
の
出
典
が
、「
只
だ
未
だ
了
ぜ
ざ
る
底
の
心
即
ち
是
な
り
⑶
」
を
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
こ
の

論
［
上
］
７
９
頁
で
指
摘
し
た
誤
り
に
加
え
て
、「
是
」
を
「
仏
性
」
と
す
る
誤
り
の
上
塗
り
で
あ
る
。『
馬
祖
の
語
録
』
に

は
長
い
「
達
道
の
見
解
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
の
中
に
「
沈
空
滞
寂
不
見
仏
性
（
空
に
沈
み
寂
に
滞
し
て
、
仏
性
を
見
ざ
れ
ば
な
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り
）。」（
２
４
）
と
「
見
仏
性
」
が
い
わ
れ
、
薬
山
章
に
馬
祖
へ
の
問
「
三
乗
十
二
分
教
、
某
甲
粗
知
、
常
聞
南
方
、
直
指
人

心
、
見
性
成
仏
」（
１
０
７
）
が
あ
る
。
薬
山
と
馬
祖
の
相
見
の
話
は
『
祖
堂
集
』
に
も
『
景
徳
伝
灯
録
』
に
も
な
い
⑷
。
そ

れ
で
も
馬
祖
禅
に
言
及
す
る
の
に
多
く
の
人
は
「
仏
性
」
を
前
提
し
て
い
る
。

二
節
　
馬
祖
以
前
の
禅
文
献
の
仏
性
・
見
性
・
真
如

見
性
成
仏
の
思
想
は
宋
代
の
看
話
禅
に
お
い
て
初
め
て
出
て
き
た
の
で
は
な
く
、
馬
祖
禅
よ
り
少
し
前
、
あ
る
い
は
同
時

代
の
初
期
禅
宗
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
禅
宗
の
特
徴
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。

一
、『
絶
観
論
』『
心
銘
』（
牛
頭
宗
）

敦
煌
文
献
の
一
つ
に
『
絶
観
論
』
が
あ
る
。
延
寿
の
『
宗
鏡
録
』
巻
九
十
七
に
「
牛
頭
融
大
師
、
絶
観
論
、
問
云
。
何
者

是
心
。
…
…
」（T

48,941a

）
と
あ
る
が
、
敦
煌
本
に
は
、「
三
蔵
法
師
菩
提
達
摩
絶
観
論
」
と
「
達
摩
和
尚
絶
観
論
」
と
題

す
る
も
の
は
あ
る
が
、
牛
頭
法
融
の
名
は
な
い
⑸
。
牛
頭
法
融
（
五
九
四
―
六
五
七
）
は
四
祖
道
信
の
法
嗣
と
禅
宗
で
は
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
事
実
は
な
く
、『
続
高
僧
伝
』
に
は
三
論
宗
の
大
師
で
あ
る
炅け

い

法
師
に
よ
っ
て
得
度
し
、「
以お

も為
え
ら

く
慧
は
乱
縦
を
発
す
る
も
定
は
心
府
を
開
く
。
如も

し
想
を
凝
ら
さ
ざ
れ
ば
妄
慮
、
摧く
だ

き
難
か
ら
ん
、
と
。
乃
ち
空
静
の
林
に

於
い
て
心
を
凝
ら
し
宴
黙
し
て
、
二
十
年
中
専
精
し
て
懈お

こ
たる
匪な

し
。
遂
に
大
い
に
妙
門
に
入
り
、
百
八
、
総
持
し
て
楽
説
す

る
こ
と
無
尽
な
り
。」（T

50,603c

）
と
伝
え
ら
れ
る
。『
絶
観
論
』
は
、
思
想
的
に
牛
頭
の
『
心
銘
』
と
似
た
も
の
が
あ
る
の

で
、
い
ち
お
う
牛
頭
の
作
と
し
た
い
。『
絶
観
論
』『
心
銘
』
に
は
「
仏
性
、
見
性
」
は
な
い
。
も
っ
と
も
『
宗
鏡
録
』
に

「
牛
頭
初
祖
云
く
…
…
但
だ
教
を
執
し
て
、
以
て
情
に
徇し

た
がわ
ざ
れ
ば
則
ち
方
に
見
性
し
て
道
に
達
す
。」（T

48,463b

）
と
「
見

性
」
に
言
及
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
仏
性
を
見
る
「
見
性
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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ま
た
牛
頭
宗
六
祖
と
さ
れ
る
慧
忠
は
『
宋
高
僧
伝
』
の
開
元
二
十
七
年
（
七
三
九
）
中
に
世
間
に
見
出
さ
れ
、「
忠
は
見
性

序
及
び
行
路
難
を
著
す
」（T

50,835b

）
と
伝
え
ら
れ
る
。『
宗
鏡
録
』
に
も
「
牛
頭
山
忠
和
尚
。
…
…
又
問
う
。
修
道
を
欲

せ
し
む
る
に
何
の
方
便
を
作
し
て
解
脱
を
得
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
仏
を
求
む
る
の
人
、
方
便
を
作
さ
ず
、
頓
に
心
原
を
了

じ
て
明
ら
か
に
仏
性
を
見
る
。
即
心
是
仏
な
り
。
妄
に
非
ず
真
に
非
ざ
る
が
故
に
」（T

48,945b

）
と
あ
る
の
で
、
開
元
の
終

わ
り
頃
に
は
、
牛
頭
宗
に
も
見
性
の
思
想
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

『
頓
悟
真
宗
論
』
の
資
料
の
一
つ
で
、
三
論
宗
関
係
の
人
の
手
で
成
り
、
牛
頭
宗
と
の
関
わ
り
が
推
測
さ
れ
る
「
上
圖

１
３
８
Ｖ
仏
教
問
答
⑹
」
に
は
「
凡
夫
二
乗
に
在
り
て
は
仏
性
に
達
せ
ざ
る
が
為
に
、
你
を
し
て
三
乗
を
会
し
て
一
乗
に
帰

せ
し
む
、
所
以
に
你
に
久
し
く
懃
苦
を
受
く
と
語
れ
り
。
若
し
仏
性
に
達
し
て
即
ち
空
性
を
了
ず
れ
ば
、
即
ち
是
れ
一
に

帰
す
」（
西
口
９
２
）
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
『
涅
槃
経
』
の
仏
性
と
は
異
な
る
「
仏
の
性
」
と
い
う
概
念
だ
と

思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
書
に
は
「
三
毒
八
苦
、
廻
ら
し
て
菩
提
と
作
さ
ば
、
四
大
色
身
は
、
即
ち
是
れ
常
住
」（
西
口

８
２
）
と
い
う
『
涅
槃
経
』
の
仏
性
と
は
別
の
思
想
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

二
、『
伝
法
宝
紀
』

七
一
二
年
に
成
っ
た
と
さ
れ
る
杜と

ひ朏
の
『
伝
法
宝
紀
⑺
』
は
、
敦
煌
に
埋
も
れ
て
伝
わ
ら
な
か
っ
た
書
で
あ
る
。
著
者
の

杜
朏
は
、
神
秀
と
親
し
い
間
が
ら
で
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
普
寂
や
義
福
も
師
事
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
（
柳
田
２
５
）。
碑

文
『
法
如
禅
師
行
状
』
が
達
摩
、
恵
可
、
粲
、
道
信
、
弘
忍
、
そ
し
て
法
如
と
次
第
す
る
の
を
承
け
て
、
法
如
が
神
秀
に
法

を
託
し
た
と
す
る
。

自
序
に
は
「
若
し
夫
れ
超
悟
相
承
す
る
者
は
、
既
に
之
を
心
に
得
た
れ
ば
、
則
ち
声
を
容
る
る
所
無
し
。
何
の
言
語
文
字

を
か
其
の
間
に
措お

か
ん
。」（
柳
田
３
４
６
）
と
あ
っ
て
、
禅
師
の
こ
と
ば
は
少
な
い
。
四
祖
道
信
章
で
は
「
努
力
し
て
勤
め
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て
坐
せ
よ
。
坐
を
根
本
と
な
す
。
能
く
作
す
こ
と
三
五
年
、
一
口
の
食
を
得
て
飢き

瘡そ
う

を
塞ふ
さ

ぎ
、
即
ち
門
を
閉
し
て
坐
せ
よ
。

経
を
読
む
こ
と
莫な

か

れ
、
人
と
共
に
語
る
こ
と
莫な
か

れ
。」（
柳
田
３
８
０
）
と
伝
え
る
。

弘
忍
章
で
は
、
弘
忍
の
言
葉
は
な
く
「
昼
は
則
ち
迹
を
駆
給
に
混
じ
、
夜
は
便
ち
坐
摂
し
て
暁
に
至
り
、
未
だ
嘗
て
懈
倦

せ
ず
。」（
柳
田
３
８
６
）
と
、
作
務
と
坐
禅
を
い
う
。
六
代
に
配
さ
れ
る
法
如
は
、
臨
終
に
「
…
…
荊
州
玉
泉
寺
な
る
秀
禅

師
の
下
に
往
い
て
諮し

稟ひ
ん

す
べ
し
。」（
柳
田
３
９
１
）
と
い
っ
た
と
あ
り
、
最
後
の
神
秀
も
誰
に
伝
嘱
し
た
か
は
書
か
れ
な
い
。

そ
れ
ら
の
禅
師
た
ち
に
は
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
は
言
及
さ
れ
な
い
が
、
杜
朏
の
序
に
は
「
是
の
故
に
『
論
』
に
云

う
、〈
一
切
の
法
は
本
よ
り
已こ

の
か
た来
、
心
縁
の
相
を
離
れ
、
畢
竟
平
等
に
し
て
変
異
有
る
こ
と
無
く
、
破
壞
す
可
か
ら
ず
。
唯

だ
是
れ
一
心
な
る
が
故
に
、
真
如
と
名
づ
く
〉
と
。
又
曰
う
、〈
証
発
心
と
は
、
浄
心
地
よ
り
、
乃
ち
究
竟
に
至
る
を
い
う
。

何
の
境
界
を
証
す
る
や
と
な
ら
ば
、
謂
う
所
の
真
如
な
り
。
転
識
に
依
る
を
以
て
、
説
い
て
境
界
と
為
す
も
、
而し

か

も
此
の
証

は
、
境
界
有
る
こ
と
無
く
、
唯
だ
真
如
の
智
な
る
の
み
を
、
名
づ
け
て
法
身
と
為
す
。〉」（
柳
田
３
３
１
）
と
『
起
信
論
』
を

引
く
。　

「
真
如
」
は
『
起
信
論
』
で
は
「
此
の
真
如
の
義
に
依
る
が
故
に
、
一
切
衆
生
は
本
来
常
住
に
し
て
、
涅
槃
に
入
れ
り
と

説
く
。」（T

32,577a

）
と
あ
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
無
常
」
を
説
く
仏
教
で
は
「
本
来
常
住
」
は
あ
り
え
な
い
教

え
で
あ
る
。

ま
た
注
意
す
べ
き
は
「
あ
と
が
き
」
に
「
忍
・
如
・
大
通
の
世
に
及
ん
で
、
則
ち
法
門
大
い
に
啓ひ

ら

い
て
根
機
を
択
ば
ず
、

斉
し
く
速
や
か
に
仏
名
を
念
ぜ
し
め
」
と
念
仏
が
説
か
れ
る
が
、
続
け
て
「
念
仏
浄
心
の
方
便
も
此
彼
の
流
に
混
じ
、
真
如

法
身
の
端た

ん
げ
い倪
も
曽
て
何
ぞ
髣
髴
せ
ん
、
悲
し
い
か
な
。
豈
に
悟
ら
ん
や
。
…
…
念
と
浄
と
都す

べ
て
忘
じ
て
、
自
然
に
満ま
ど

か
に

照
ら
す
。」（
柳
田
４
２
１
）
と
そ
れ
が
批
判
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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三
、『
楞
伽
師
資
記
』
と
『
修
心
要
論
』

『
楞
伽
師
資
記
』
も
敦
煌
本
で
あ
り
、
弘
忍
の
弟
子
、
玄げ

ん
さ
く賾
に
師
事
し
た
浄
覚
が
、
七
一
六
年
ま
で
に
著
し
た
⑻
も
の
で

あ
る
。
浄
覚
は
唐
の
中
宗
の
韋
后
の
弟
で
あ
り
、
長
安
に
住
寺
し
て
若
い
時
『
金
剛
般
若
理
鏡
』
を
著
し
、
の
ち
に
『
注
般

若
波
羅
蜜
多
心
経
』
を
著
し
た
学
者
（
論
師
）
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
楞
伽
師
資
記
』
は
、
多
く
の
禅
文
献
か
ら
の
引
用
と
そ

の
経
証
で
成
り
立
つ
。

浄
覚
に
は
明
確
に
「
仏
性
」
思
想
が
あ
る
。
自
序
の
初
め
に
は
「
仏
性
は
空
無
相
、
真
如
は
寂
不
言
」
と
「
仏
性
」
と

「
真
如
」
が
出
る
。
さ
ら
に
「
起
信
論
に
云
う
、『
心
真
如
は
、
即
ち
是
れ
一
法
界
の
総
相
、
法
門
の
体
に
し
て
、
謂
う
所

の
心
性
は
不
生
不
滅
な
り
。
…
…
唯
だ
是
れ
一
心
な
り
。
故
に
真
如
と
名
づ
く
』
と
。
又
た
、『
真
如
自
体
の
相
は
、
…
…

自
体
に
大
智
恵
光
明
の
義
有
る
が
故
に
、
自
性
清
浄
心
の
義
の
故
に
。』（
柳
田
６
３
）
と
『
起
信
論
』
が
長
く
引
用
さ
れ
て
、

最
後
の
方
に
「
即
ち
真
如
は
性
浄
に
し
て
、
常
住
不
滅
な
り
。」（
柳
田
８
３
）
と
「
真
如
」
が
明
記
さ
れ
る
。

『
楞
伽
師
資
記
』
は
、
そ
の
祖
の
第
一
を
求
那
跋
陀
羅
と
す
る
が
、
そ
れ
は
の
ち
に
『
歴
代
法
宝
記
』
か
ら
厳
し
く
批
判

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

慧
可
章
に
「『
十
地
経
』
に
云
う
、
衆
生
の
身
中
に
金
剛
の
仏
性
有
り
て
、
猶
お
日
輪
の
如
く
、
そ
の
体
は
明
ら
か
に
円

満
し
、
広
大
無
辺
な
り
。
只
だ
五
蘊
の
重
雲
に
覆
障
せ
ら
れ
て
、
衆
生
は
見
ざ
る
の
み
。
…
…
若
し
忘
念
に
し
て
生
ぜ
ず
、

黙
然
と
し
て
浄
坐
す
れ
ば
、
大
涅
槃
の
日
は
自
然
に
明
浄
な
ら
ん
。」（
柳
田
１
４
６
）
と
坐
禅
に
よ
る
成
仏
が
説
か
れ
る
。

「
人
中
に
仏
性
有
る
は
、
亦
た
仏
性
の
灯
と
名
づ
け
、
亦
た
涅
槃
の
鏡
と
名
づ
く
。
…
…
亦
た
波
浪
は
滅
す
る
も
、
水
性
は

壊
せ
ざ
る
如
く
、
衆
生
の
生
死
の
相
は
滅
す
る
も
、
法
身
は
壊
せ
ざ
る
な
り
。」（
柳
田
１
４
６
）
と
「
仏
性
」
が
「
法
身
」

と
さ
れ
て
不
壊
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、『
二
入
四
行
論
』
長
巻
子
の
慧
可
の
言
葉
に
照
ら
し
て
慧
可
の
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も
の
で
は
あ
り
え
な
い
⑼
。

粲
章
に
は
道
信
へ
の
伝
法
が
「
粲
は
、
道
信
が
了
了
と
し
て
仏
性
を
見
る
処
を
印
し
」（
柳
田
１
６
８
）
と
あ
る
の
は
、
の

ち
に
見
る
『
楞
伽
人
法
志
』
の
弘
忍
の
言
葉
に
由
来
し
よ
う
。

道
信
章
は
彼
が
制
し
た
と
さ
れ
る
『
入
道
安
心
要
方
便
法
門
』
を
引
く
形
で
叙
述
さ
れ
る
。
た
だ
『
伝
法
宝
紀
』
に
「
経

を
読
む
こ
と
莫な

か

れ
、
人
と
共
に
語
る
こ
と
莫な
か

れ
。」（
柳
田
３
８
０
）
と
伝
え
ら
れ
る
道
信
が
、
多
く
の
経
証
か
ら
な
る
こ
の

書
を
作
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
「
一
行
三
昧
」
と
は
、「
心
を
一
仏
に
繋
け
て
、
専
ら
名
字
を
称
し
、
仏
の
方
所

に
随
っ
て
、
身
を
端た

だ

し
く
し
て
正
し
く
向
い
、
能
く
一
仏
に
於
い
て
念
念
相
続
す
れ
ば
、
即
ち
是
の
念
中
に
能
く
過
去
・
未

来
・
現
在
の
諸
仏
を
見
ん
。」（
柳
田
１
８
７
）
と
い
う
口
称
念
仏
、
観
仏
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
浄
土
教
に
説
く
と
こ
ろ
と

変
わ
ら
な
い
。

『
普
賢
観
経
』、『
大
品
経
』
の
引
用
の
の
ち
、「
是
等
の
心
は
即
ち
是
れ
如
来
の
真
実
法
性
の
身
な
る
を
、
亦
た
正
法
と
名

づ
け
、
亦
た
仏
性
と
名
づ
け
、
亦
た
諸
法
実
性
実
際
と
名
づ
け
、
亦
た
浄
土
と
名
づ
け
、
亦
た
菩
提
・
金
剛
三
昧
・
本
覚
等

と
名
づ
け
、
…
…
」（
柳
田
１
９
２
）
と
「
仏
性
」「
本
覚
」
が
出
る
。
さ
ら
に
智
敏
禅
師
の
訓お
し

え
と
し
て
「
…
…
五
つ
に
は

守
一
不
移
。
動
静
常
に
住
し
て
、
能
く
学
者
を
し
て
仏
性
を
見
、
早す

み

や
か
に
定
門
に
入
ら
し
む
。」（
柳
田
２
２
６
）
と
「
見

仏
性
」
が
説
か
れ
る
。
こ
の
文
は
敦
煌
資
料
『
澄
心
論
』
と
同
文
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
に
は
「
見
仏
性
」
の
み
な
ら
ず

「
真
如
」「
自
性
清
浄
心
」
な
ど
が
説
か
れ
る
⑽
。

そ
の
後
は
道
信
ら
し
い
「
初
学
坐
禅
看
心
」
が
説
か
れ
る
が
、
そ
こ
に
「
性
は
形
無
し
と
雖
も
、
志
節
は
恒
に
在
り
。
然

し
て
幽
霊
は
竭や

ま
ず
。
常
に
存
し
て
朗
然
た
る
こ
と
を
。
是
を
仏
性
と
名
づ
く
。
仏
性
を
見
る
者
は
、
永
く
生
死
を
離
る
る

を
出
世
人
と
名
づ
く
。
是
の
故
に
『
維
摩
経
』
に
云
く
、〈
豁
然
と
し
て
還
っ
て
本
心
を
得う

〉
と
、
信ま
こ
とな
り
其
の
言
や
。
仏

性
を
悟
る
者
は
是
れ
を
菩
薩
人
と
名
づ
く
。
亦
た
道
を
悟
れ
る
人
と
名
づ
く
。」（
柳
田
２
５
５
～
２
５
６
）
と
「
仏
性
」「
見
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仏
性
」「
悟
仏
性
」
が
出
る
。
そ
の
「
仏
性
」
は
『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
よ
う
に
「
常
に
存
」
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

「『
涅
槃
経
』
に
云
う
、〈
一
切
衆
生
は
仏
性
有
り
〉
と
。〈
牆
壁
瓦
石
は
仏
性
に
非
ず
、
云い

か
ん何
が
能
く
法
を
説
か
ん
〉
と
説
く

容べ

け可
ん
や
。」（
柳
田
２
６
４
）
と
無
情
仏
性
が
肯
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
道
信
章
で
は
、
浄
覚
が
用
い
た
文
献
に
お
い
て
、「
仏
性
」
や
「
見
仏
性
」
が
出
る
の
で
、『
楞
伽
師
資
記
』

以
前
に
す
で
に
「
見
仏
性
」
な
ど
の
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

六
代
弘
忍
章
で
は
玄
賾
の
『
楞
伽
人
法
志
』
が
引
か
れ
る
が
、
そ
こ
に
あ
る
記
述
は
、
有
力
な
弘
忍
・
神
秀
の
資
料
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
の
引
用
に
「
我
れ
汝
が
了
了
と
し
て
仏
性
を
見
る
処
を
印
可
す
る
、
是
れ
な
り
。」（
柳
田
２
８
７
）
と
い
わ

れ
て
お
り
、
道
信
章
で
も
同
じ
文
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
弘
忍
の
弟
子
で
あ
る
慧
能
も
神
秀
も
法
如
も
「
仏
性
」
や

「
見
仏
性
」
を
い
わ
な
い
か
ら
、
弘
忍
の
こ
と
ば
で
は
あ
る
ま
い
。

『
修
心
要
論
』
は
敦
煌
本
⑾
に
あ
り
、
そ
れ
は
禅
宗
で
『
最
上
乗
論
』
の
名
で
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
と
同
本
で
あ
る
。
柳

田
は
、『
楞
伽
師
資
記
』
弘
忍
章
の
「
人
間
に
在
り
て
『
禅
法
』
一
本
有
り
、
是
れ
忍
禅
師
の
説
と
云
え
る
は
、
謬
言
な

り
。」
と
あ
る
「
禅
法
一
本
」
が
、「『
修
心
要
論
』
に
当
た
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
あ
る
ま
い
。」
と
い
っ
て
、『
修
心
要
論
』

を
『
楞
伽
師
資
記
』
が
引
用
し
て
い
る
と
す
る
。
さ
ら
に
「
た
だ
不
思
議
な
の
は
、
浄
覚
が
否
認
し
た
当
の
『
修
心
要
論
』

の
数
節
を
、
そ
れ
と
明
記
せ
ず
に
『
楞
伽
師
資
記
』
に
引
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
⑿
」
と
い
う
。
以
来
、
こ
れ
が
定
説
と

さ
れ
る
が
、
以
下
の
理
由
で
『
楞
伽
師
資
記
』
が
先
で
あ
る
。

『
楞
伽
師
資
記
』
と
『
修
心
要
論
』
と
に
引
用
が
重
な
る
箇
所
は
、『
修
心
要
論
』
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「『
十
地
論
』
に
云
く
、
衆
生
の
身
中
に
金
剛
の
仏
性
有
り
て
、
猶
お
日
輪
の
如
く
、
体
は
明
ら
か
に
円
満
し
、
広
大
無
辺

な
り
。
只
だ
五
陰
の
為
に
黒
雲
の
覆
う
所
な
り
。
瓶
内
の
灯
光
の
如
き
は
照
輝
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
譬
え
ば
世
間
の
雲
霧
、

八
方
に
倶
に
起
き
て
天
下
の
陰
闇
な
る
が
如
し
。
日
は
豈
に
爛
な
る
に
何
故
に
光
無
き
や
。
光
、
元
、
不
壊
な
り
。
只
だ
雲
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霧
の
覆
う
所
た
り
。」（T

48,377a

）

『
楞
伽
師
資
記
』
と
比
べ
る
と
冒
頭
か
ら
「
…
…
只
為
五
陰
」
の
前
ま
で
は
同
じ
だ
が
、『
楞
伽
師
資
記
』
は
そ
の
あ
と

「
五
陰
の
重
雲
に
覆
障
せ
ら
れ
て
、
衆
生
は
見
ざ
る
の
み
。
若
し
智
風
の
飄
蕩
す
る
に
逢
え
ば
、
五
陰
の
重
雲
は
滅
尽
し
、

仏
性
は
円
照
し
て
煥
然
と
し
て
明
浄
な
り
。」（
柳
田
１
４
７
）
と
続
く
。「
五
陰
」、「
重
雲
」
は
前
と
後
に
出
る
語
で
、
文
意

も
前
後
の
つ
な
が
り
も
明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
修
心
要
論
』
は
そ
の
あ
と
「
五
蔭
の
為
に
黒
雲
の
覆
う
所
な
り
。

瓶
内
の
灯
光
の
如
き
は
照
輝
す
る
こ
と
能
わ
ず
」
と
、
日
輪
の
喩
え
が
「
黒
雲
の
覆
う
所
な
り
」
ま
で
で
、
ま
だ
お
わ
っ
て

い
な
い
の
に
、
前
後
に
は
無
関
係
な
「
瓶
内
灯
光
」
の
喩
え
を
出
す
。
そ
れ
は
柳
田
に
よ
れ
ば
、
求
那
跋
陀
羅
訳
の
『
大
法

鼓
経
』
に
あ
る
と
い
う
（
柳
田
１
５
２
）
が
、『
楞
伽
師
資
記
』
で
は
す
ぐ
後
の
『
華
厳
経
』
引
用
に
続
き
、「
亦
た
瓶
内
の

灯
光
の
如
き
は
、
外
を
照
ら
す
こ
と
能
わ
ず
。
亦
た
世
間
の
雲
霧
の
八
方
に
倶
に
起
こ
っ
て
、
天
下
陰
暗
な
る
が
如
き
、
日

光
は
豈
に
明
浄
な
る
こ
と
を
得
ん
や
。
日
光
は
壊
せ
ず
。
只
だ
雲
霧
に
覆
障
せ
ら
る
る
の
み
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
文
意
は

明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ
を
『
修
心
要
論
』
が
少
し
語
句
を
変
え
て
「
如
瓶
内
灯
光
、
不
能
照
輝
。
…
…
光
、
元
、
不
壞
な
り
。

只
だ
雲
霧
の
覆
う
所
た
り
。」
と
引
用
し
た
の
で
あ
る
。「
瓶
内
灯
光
、
不
能
照
輝
」
で
は
、
瓶
内
も
照
ら
さ
れ
な
い
こ
と

に
な
っ
て
不
合
理
で
あ
り
、『
楞
伽
師
資
記
』
の
い
う
よ
う
に
「
外
を
照
ら
す
」
こ
と
が
「
不
能
」
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を

ま
た
龍
谷
本
『
観
心
論
』
は
そ
の
増
広
部
分
で
「
衆
生
身
中
…
…
為
五
陰
黒
雲
之
所
覆
。
如
瓶
内
灯
光
不
能
見
了
。」
と
継

承
す
る
。「
瓶
内
灯
光
、
不
能
照
輝
」
の
矛
盾
を
「
不
能
見
了
」
と
解
消
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
引
用
は
『
修
心
要
論
』
と

『
観
心
論
』（
龍
谷
本
）
を
増
広
保
持
し
た
グ
ル
ー
プ
が
似
た
よ
う
な
思
想
集
団
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

正
確
な
引
用
を
お
こ
な
う
『
楞
伽
師
資
記
』
と
は
異
な
り
、『
修
心
要
論
』
の
経
の
引
用
は
ま
っ
た
く
杜
撰
で
あ
る
。

「
維
摩
経
云
。
如
無
有
生
、
如
無
有
滅
。
如
者
真
如
仏
性
、
自
性
清
浄
心
源
。
真
如
本
有
不
従
縁
生
」(T

48,377b)

と
い
わ

れ
る
が
、
最
初
の
「
如
無
有
生
、
如
無
有
滅
」
だ
け
が
『
維
摩
経
』
の
「
若
以
如
生
得
受
記
者
如
無
有
生
。
若
以
如
滅
得
受
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記
者
如
無
有
滅
。」（T

14,542b

）
の
一
部
を
取
っ
た
も
の
で
、
あ
と
は
ま
っ
た
く
経
典
の
言
葉
で
は
な
い
。
経
典
の
引
用
と

見
え
る
も
の
は
「
仏
性
・
自
性
清
浄
・
真
如
・
本
有
・
真
如
仏
性
」
と
い
う
『
修
心
要
論
』
の
タ
ー
ム
で
あ
る
。『
楞
伽
師

資
記
』
に
は
そ
の
よ
う
な
杜
撰
な
引
用
は
一
つ
も
な
い
。
以
上
に
よ
っ
て
『
修
心
要
論
』
が
『
楞
伽
師
資
記
』
の
記
述
を
取

り
入
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。

さ
て
、『
修
心
要
論
』
は
「
当
に
身
心
は
本
来
清
浄
に
し
て
不
生
不
滅
、
分
別
あ
る
こ
と
な
し
。
自
性
円
満
の
清
浄
の
心

は
、
此
れ
は
是
れ
本
師
な
り
。」（377a

）
と
始
ま
り
、
十
四
の
問
答
よ
り
な
る
。「
身
心
本
来
清
浄
不
生
不
滅
」
は
「
自
性

清
浄
心
」
と
は
齟
齬
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
『
起
信
論
』
の
「
不
生
不
滅
」
の
自
性
清
浄
心
思
想
で
、
仏
教
と
は
相
容
れ

な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
自
性
」
は
、
次
々
と
異
な
る
用
語
で
説
明
さ
れ
る
。

ま
ず
問
１
で
は
「
自
心
本
来
清
浄
」（377a

）
と
な
り
、
そ
の
説
明
に
『
十
地
経
』
の
「
金
剛
仏
性
」
が
引
か
れ
て
「
守

心
第
一
」（377c,378c

）
が
こ
の
論
の
主
題
で
あ
る
。
問
２
で
は
「
自
心
」
が
「
如
と
は
真
如
仏
性
自
性
清
浄
な
り
、
自
性
清

浄
と
は
心
の
源
な
り
。」（377b

）
と
な
る
。
問
３
で
は
「
何
ぞ
自
心
と
名
づ
け
本
師
と
為
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
此
の
真
心

は
自
然
に
有
り
て
外
よ
り
来
ら
ず
。」（377b
）
と
「
真
心
」
と
な
る
。

問
４
で
は
「
我
本
心
」
に
代
わ
る
。
ち
な
み
に
「
真
如
仏
性
」
と
い
う
用
語
は
、
隋
代
の
大
乗
論
書
、
例
え
ば
慧
遠
『
大

乗
義
章
』、
吉
蔵
『
法
華
玄
論
』
な
ど
に
は
早
く
か
ら
あ
る
が
、
禅
宗
文
献
で
は
こ
の
『
修
心
要
論
』
が
お
そ
ら
く
初
出
で

あ
り
、『
観
心
論
』
に
も
用
い
ら
れ
る
。

問
５
は
「
衆
生
と
仏
と
真
体
は
既
に
同
な
り
。
…
…
我
所
心
、
滅
す
る
が
故
に
生
死
を
受
け
ざ
る
を
得
。」（377b

）
と
い

い
、「
我
所
心
」
と
い
う
見
慣
れ
ぬ
用
語
が
出
る
。
こ
れ
は
『
華
厳
経
』
や
『
大
智
度
論
』
な
ど
に
出
る
が
、
禅
宗
関
係
で

は
こ
の
『
修
心
要
論
』
に
十
二
回
出
る
ほ
か
、『
大
乗
開
心
顕
性
頓
悟
真
宗
論
』（
以
下
『
頓
悟
真
宗
論
』
と
略
す
）
に
一
度
、

『
潙
山
語
録
』
に
一
度
だ
け
出
る
⒀
。
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問
６
は
「
真
如
、
法
性
は
同
一
無
二
」(377c)

と
い
う
。
問
７
、
問
８
は
「
若
し
自
ら
早
く
成
仏
せ
ん
と
願
う
者
は
、
是

れ
本
真
心
を
守
る
こ
と
を
会
せ
よ
。」(377c)

と
成
仏
に
は
守
心
し
か
な
い
と
説
か
れ
る
。
問
９
は
「
我
れ
既
に
衆
生
の
仏
性

は
本
来
清
浄
な
る
こ
と
、
雲
底
の
日
の
如
く
な
る
こ
と
を
体
知
す
。」（378a

）
と
い
う
。

問
１
０
も
「
守
心
」
の
問
い
で
あ
り
、「
先
ず
真
心
を
守
ら
ば
妄
念
生
ぜ
ず
。
我
所
心
、
滅
し
て
後
に
成
仏
を
得
」(378a)

と
あ
る
。
そ
し
て
唐
突
に
「『
観
無
量
寿
経
』
に
依
り
て
端
坐
正
念
し
、
目
を
閉
じ
口
を
合
し
、
心
前
を
平
視
し
て
随
意
近

遠
な
れ
。
一
の
日
想
を
作
し
て
真
心
を
守
り
、
念
念
、
住と

ど

ま
る
こ
と
な
け
れ
ば
即
ち
善
く
気
息
を
調
え
よ
。」（378b

）
と
出

る
。
こ
れ
は
『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
「
日
想
観
」
の
坐
禅
で
、
口
称
念
仏
よ
り
以
前
で
は
念
仏
は
坐
禅
に
お
け
る
行

で
、
早
く
か
ら
実
践
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
問
１
１
に
は
「
内
に
真
心
を
錬
り
」(378b)

と
あ
り
、「
真
心
」
は
「
気
」

の
よ
う
に
練
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

問
１
２
は
「
云
何
が
是
れ
我
所
心
、
滅
す
や
」(378c)

と
い
う
問
い
。
問
１
３
は
長
い
問
い
の
答
え
の
最
後
に
「
命
終
の

時
に
臨
ん
で
正
念
を
失
わ
ず
。
即
得
成
仏
す
。」（379b

）
と
い
う
禅
宗
ら
し
か
ら
ぬ
臨
終
成
仏
の
文
言
が
あ
る
。
最
後
の
問

１
４
に
「
一
乗
を
顕
し
宗
と
為
す
」（379b
）
と
出
し
、
最
後
は
「
天
地
を
指
し
て
誓
を
為
す
、
若
し
我
を
信
ぜ
ず
ば
世
世

に
虎
狼
の
所
食
に
さ
れ
ん
。」（379b

）
と
、
呪
い
の
よ
う
な
文
言
で
結
ば
れ
る
。

こ
の
論
は
「
仏
性
」「
真
如
仏
性
」「
明
見
仏
性
」「
自
心
」
な
ど
の
不
生
不
滅
を
い
う
が
、「
見
性
」
を
い
わ
な
い
の
は
、

敦
煌
本
ぺ
リ
オ
３
５
５
９
と
こ
の
『
禅
門
撮
要
』
本
（
大
正
蔵
）
だ
け
で
あ
る
と
い
う
⒁
。
他
の
写
本
は
「
見
性
」
を
い
う
の

で
あ
る
。四

、『
六
祖
壇
経
』

六
祖
慧
能
は
「
仏
性
」
を
言
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
も
荷
沢
神
会
一
派
の
改
竄
が
多
く
入
っ
て
い
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て
、
元
来
の
も
の
と
思
わ
れ
る
部
分
に
は
「
仏
性
」「
見
性
」「
頓
悟
」
の
語
は
な
い
⒂
。

弘
忍
が
慧
能
に
言
っ
た
と
い
う
「
嶺
南
人
無
仏
性
」
の
話
は
神
会
の
『
雑
徴
義
』（「
六
代
伝
記
」）
に
初
め
て
見
ら
れ
る
も

の
で
、
神
会
の
創
作
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
壇
経
』
に
も
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。『
六
祖
壇
経
』
の
改
変
は
す
で
に
慧
能
の

弟
子
で
あ
る
慧
忠
国
師
が
「
他
の
壇
経
を
把と

り

て
改
換
し
、
鄙ひ

譚た
ん

を
添て
ん

糅じ
ゅ
うし
て
聖
し
ょ
う

意い

を
削
除
し
後こ
う

徒と

を
惑
乱
す
。
豈
に
言
教

成
ら
ん
や
。
苦
な
る
哉
、
吾
が
宗
、
喪ほ

ろ

ぶ
」（T

51,438a

）
と
嘆
き
、
鵝
湖
大
義
（
七
四
五
―
八
一
八
）
の
『
興
福
寺
内
供
奉
大

徳
大
義
禅
師
碑
銘
』
に
は
神
会
に
つ
い
て
「
宗
徒
は
真
に
迷
い
、
枳き

穀こ
く

体
を
変
じ
て
、
竟つ
い

に
檀
経
の
伝
宗
成
る
。」
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
じ
っ
さ
い
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
で
さ
え
「
仏
性
」
が
四
回
、「
見
性
」
は
十
一
回
、
そ
の
う
ち
、
慧
能
の

言
葉
と
し
て
出
る
も
の
は
七
回
、「
真
如
」
は
四
回
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
次
の
引
用
は
、「
自
心
」「
真
如
本
性
」「
自
姓

（
性
）
清
浄
」、「
識
心
」、「
見
性
」「
本
心
」
を
使
っ
て
い
る
か
ら
、
後
の
禅
宗
へ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
故
に
一
切
万
法
は
尽
く
自
身
の
心
中
に
在
る
こ
と
を
知
る
。
何
ぞ
自
心
に
従
っ
て
頓
に
真
如
本
姓
を
現
ぜ
ざ
る
。『
菩

薩
戒
経
』
に
云
う
、
我
が
本
願マ

マ
（
源
）
は
自
姓
清
浄
と
。
心
を
識
り
て
見
性
し
、
自
ら
仏
道
を
成
じ
、
即
時
に
豁
然
と
し
て

本
心
に
還
り
得
た
り
。
善
知
識
よ
、
我
は
忍
和
尚
の
処
に
於
て
、
一
聞
し
て
言
下
に
大
伍
（
悟
）
し
、
頓
に
真
如
本
性
を
見

る
。
是
の
故
に
汝
、
法
を
し
て
後
代
に
流
行
せ
し
め
よ
。」（
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』T

48,340c

）

禅
宗
で
流
通
し
た
『
六
祖
大
師
法
宝
壇
経
』
で
は
「
仏
性
」
は
二
十
回
、「
見
性
」
は
「
見
性
成
仏
」
を
含
め
て
三
十
七

回
、「
真
如
」
は
十
五
回
に
及
ん
で
い
る
。

こ
の
『
法
宝
壇
経
』
の
後
代
の
禅
宗
へ
の
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。

以
上
、
達
摩
、
慧
可
、
粲
、
道
信
、
弘
忍
、
慧
能
、
神
秀
ら
に
は
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
・
自
性
清
浄
心
」
な
ど
『
涅
槃

経
』
や
『
起
信
論
』
の
用
語
は
な
い
が
、
八
世
紀
初
め
頃
の
杜
朏
、
浄
覚
、『
修
心
要
論
』、「
澄
心
論
」、『
壇
経
』
な
ど
に

は
こ
れ
ら
の
用
語
が
見
え
て
、「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
が
禅
宗
の
タ
ー
ム
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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三
節
　
馬
祖
（
七
〇
九
ー
七
八
八
）
時
代
の
禅
文
献
に
お
け
る
仏
性
・
見
性
・
真
如

一
、『
定
是
非
論
』『
神
会
語
録
』『
壇
語
』（
南
宗
）

六
祖
の
弟
子
と
自
称
す
る
神
会
（
六
八
四
―
七
五
八
）
こ
そ
が
「
仏
性
」「
見
性
」
を
鼓
吹
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
慧
能
と

相
見
し
た
と
き
、
は
や
「
仏
性
」
を
い
っ
て
い
る
。「
吾
に
一
物
あ
り
。
無
頭
無
尾
・
無
名
無
字
・
無
背
無
面
。
諸
人
、
は

た
識
る
や
。
師
（
神
会
）
乃
ち
出
で
て
曰
く
、
是
れ
諸
仏
の
本
原
、
神
会
の
仏
性
。
祖
曰
く
、
汝
に
向
か
い
無
名
無
字
と
い

う
に
、
汝
、
便
ち
喚
ん
で
本
原
仏
性
と
。
師
、
礼
拜
し
て
退
く
。」『
伝
灯
録
』（T

51,245a

）
そ
の
応
答
は
慧
能
か
ら
た
し
な

め
ら
れ
て
い
る
。

七
三
二
年
の
滑か

つ
た
い台
の
宗
論
は
、
敦
煌
本
『
菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
』（
以
下
『
定
是
非
論
』）
に
編
ま
れ
た
が
、
そ
こ
で

神
会
は
こ
う
い
う
。「
我
が
六
代
の
大
師
は
、
一
一
皆
な
単
刀
直
入
、
直
了
見
性
と
言
い
て
階
漸
を
言
わ
ず
。
夫
れ
学
道
の

者
は
須
く
頓
に
仏
性
を
見
て
、
漸し

だ

い
に
因
縁
を
修
す
べ
し
。
是
の
生
を
離
れ
ず
し
て
解
脱
を
得
。
…
…
頓
悟
し
て
仏
性
を

見
る
者
は
、
亦ま

た復
か
く
の
如
し
。
智
慧
自
然
に
漸
漸
に
増
長
す
」（
三
十
⒃
）。「
見
性
」
は
、
見
る
と
い
う
一
時
の
体
験
で
あ

り
、
だ
か
ら
「
頓
悟
」
と
な
る
。
そ
こ
に
坐
禅
が
入
る
余
地
は
な
い
。
神
会
は
い
う
「
今
、
坐
と
言
う
は
、
念
起
こ
ら
ざ
る

を
坐
と
為
し
、
今
、
禅
と
言
う
は
、
本
性
を
見
る
を
禅
と
為
す
。
所
以
に
人
を
し
て
身
を
坐
し
て
住
心
入
定
せ
し
め
ず
。」

（
三
一
）『
定
是
非
論
』
で
は
「
仏
性
」
は
七
回
、「
見
性
」
二
回
、「
見
仏
性
」
二
回
、「
真
如
」
は
三
回
説
か
れ
る
。

『
南
陽
和
上
頓
教
解
脱
禅
門
直
了
性
壇
語
』（
以
下
『
壇
語
』）〔
一
四
⒄
〕
に
、「
仏
性
」
は
「『
涅
槃
経
』
に
云
く
、
…
…
定

恵
等
し
き
者
は
、
仏
性
を
明
見
す
」
と
説
か
れ
る
が
、
そ
の
「
定
恵
」
と
は
禅
定
と
智
恵
で
は
な
い
。「
寂
静
の
体
は
、
即

ち
名
づ
け
て
定
と
な
す
。
体
上
に
自
然
知
有
り
。
能
く
本
と
寂
静
の
体
を
知
る
を
、
名
づ
け
て
恵
と
為
す
。」〔
一
四
〕「
仏

性
」
は
身
の
中
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
。「
今
学
ぶ
所
の
者
は
、
具
さ
に
他
の
説
に
依
り
て
、
身
中
に
仏
性
有
り
と
知
る
な
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り
。
未
だ
了
了
と
し
て
見
る
能
わ
ず
。」〔
二
一
〕

そ
し
て
「
生
滅
門
従
り
、
頓
に
真
如
門
に
入
る
」〔
二
二
〕
と
説
か
れ
て
『
起
信
論
』
に
依
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。『

壇
語
』
に
「
見
性
」
は
二
回
、「
仏
性
」
は
五
回
、「
真
如
」
は
三
回
説
か
れ
る
。『
雑
徴
義
』
で
は
、「
見
性
」
が
一
回
、

「
仏
性
」
は
七
回
、「
真
如
」
は
十
七
回
説
か
れ
る
。

　

二
、『
大
乗
無
生
方
便
門
』（
北
宗
）

敦
煌
本
『
大
乗
無
生
方
便
門
』（
以
下
『
方
便
門
』
と
略
す
）
に
は
異
本
十
二
本
⒅
が
存
在
す
る
が
、
相
互
に
か
な
り
異
同
が

あ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
が
、
実
際
に
多
方
面
で
読
ま
れ
て
き
た
こ
と
の
証
左
で
も
あ
ろ
う
。
河
合
康
弘
は
鈴
木
大
拙
、
武

田
忠
、
伊
吹
敦
な
ど
の
検
討
を
踏
ま
え
て
共
通
原
本
が
あ
り
、
そ
の
中
で
大
正
蔵
（
巻
八
十
五
）
に
採
ら
れ
た
ス
タ
イ
ン

２
５
０
３
が
古
形
と
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
⒆
か
ら
、
そ
れ
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
考
え
た
い
。
そ
の
叙
述
者
は
神
秀
に
帰
せ

ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
最
初
に
言
及
さ
れ
る
圭
峰
宗
密
の
『
円
覚
経
大
疏
鈔
』
で
は
「
疏
有
っ
て
、
払
塵
看
浄
、
方
便
通

経
、
下
二
に
叙
列
す
る
也
。
略ほ

ぼ
七
家
を
叙の

べ
る
。
今
、
初
め
の
第
一
也
。
即
ち
五
祖
下
、
北
宗
秀
大
師
、
宗
源
と
為
る
。

弟
子
普
寂
等
大
い
に
之
を
弘
む
。（
中
略
）
方
便
通
経
と
は
、
方
便
は
五
方
便
の
謂
也
⒇
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
北
宗
は
神
秀

を
宗
源
と
し
て
普
寂
ら
が
こ
れ
を
広
め
た
と
い
う
こ
と
で
、
神
秀
の
述
と
も
普
寂
の
述
と
も
い
っ
て
い
な
い
か
ら
、
普
寂
の

系
統
（
北
宗
）
の
文
書
と
し
て
考
え
た
い
。

『
方
便
門
』
は
そ
の
最
初
に
「
第
一
総
彰
仏
体
。
第
二
開
智
慧
門
。
第
三
顕
示
不
思
議
法
。
第
四
明
諸
法
正
性
。
第
五
自

然
無
礙
解
脱
道
」（T

85,1273b

）
と
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
第
四
初
め
ま
で
で
後
部
は
欠
落
し
て
い
る
。
異
本

の
多
く
は
冒
頭
の
授
菩
薩
戒
儀
が
存
在
し
な
い
。
付
加
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
神
会
の
『
壇
語
』
冒
頭
の
十
悪
の
懺
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悔
と
共
通
す
る
。
そ
こ
に
「
仏
性
の
威
徳
、
亦ま

た復
是か
く

の
如
し
。…
…
菩
薩
戒
。
是
れ
心
戒
を
持
す
。
仏
性
を
以
て
戒
と
為
す
。

性
心
、
瞥
起
す
れ
ば
即
ち
仏
性
に
違
す
。
是
れ
菩
薩
戒
を
破
る
な
り
。
心
を
護
持
し
て
起
こ
さ
ざ
れ
ば
即
ち
仏
性
に
順し

た
がう
。」

（1273b

）
と
仏
性
が
戒
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
、「
心
の
不
起
」
を
仏
性
に
順
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
「
仏
性
」
に
は
、「
常
住

不
変
」
や
「
不
生
不
滅
」
と
い
う
属
性
は
言
及
さ
れ
な
い
。

本
文
は
「
和
（
上
）
木
を
撃
ち
て
一
時
に
念
仏
す
。
和
、
言
く
『
一
切
の
相
は
総
て
取
る
を
得
ず
。〔
所
〕
以
に
金
剛
経

に
云
く
、
凡お

よ

そ
所
有
の
相
は
皆
な
是
れ
虚
妄
な
り
。
看
心
し
若
し
浄
な
ら
ば
浄
心
地
と
名
づ
く
。
身
心
を
卷
縮
し
、
身
心
を

舒
展
す
る
莫
く
、
曠
く
放
ち
遠
く
看
て
、
平
等
に
虚
空
を
尽
し
て
看
よ
。』」（1273c

）
と
始
ま
り
、
念
仏
、
そ
し
て
坐
禅
の

さ
ま
が
描
か
れ
、「
看
心
・
看
浄
」
が
説
か
れ
る
。
ま
た
「
真
如
」
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。「
身
心
不
起
に
し
て
常
に
真

心
を
守
る
。
是

い
か
な
る
か沒
是
れ
真
如
。
心
起
こ
ら
ざ
る
は
心
真
如
な
り
。
色
、
起
こ
ら
ざ
る
は
色
真
如
な
り
。
心
真
如
の
故
に
心
解

脱
、
色
真
如
の
故
に
色
解
脱
な
り
。」（1273c

）
だ
が
、
い
っ
た
い
色
の
不
起
と
は
、
身
体
の
不
動
で
、
色
解
脱
と
は
身
解
脱

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

次
が
こ
の
論
の
一
番
の
特
徴
で
あ
る
。「
仏
は
是
れ
西
国
の
梵
語
な
り
。
此
の
地
に
往
翻
す
れ
ば
名
づ
け
て
覚
と
為
す
。

言
う
所
の
覚
の
義
と
は
、
心
体
の
離
念
な
り
。
離
念
は
是
れ
仏
の
義
、
覚
の
義
な
り
。」（1273c

）
衆
生
に
対
す
る
「
仏
」
と

い
う
概
念
を
、「
覚
」
と
訳
す
る
こ
と
で
、『
起
信
論
』
の
「
本
覚
」
と
次
の
よ
う
に
結
合
さ
せ
て
い
る
。「
…
…
離
念
の
相

と
は
、
虚
空
界
に
等
し
く
遍
か
ら
ざ
る
所
な
し
。
法
界
は
一
相
な
り
。
即
ち
是
れ
如
来
の
平
等
法
身
な
り
。
此
の
法
身
に
於

い
て
説
き
て
本
覚
と
名
づ
く
。
心
の
初
起
を
覚
す
る
に
、
心
、
初
相
無
し
。
微
細
の
念
を
遠
離
し
て
、
心
性
を
見
る
こ
と

を
了
ず
れ
ば
、
性
は
常
住
な
り
、
究
竟
覚
と
名
づ
く
。」（1273c 
棒
線
部
は
い
ず
れ
も
『
起
信
論
』〈T

32,576b

〉
の
引
用
で
あ
る
。）

た
だ
法
身
に
対
し
て
「
本
覚
」
を
使
っ
て
も
、
そ
れ
が
実
体
的
な
「
心
」
と
な
る
こ
と
を
避
け
て
、『
起
信
論
』
で
は
「
心

は
即
ち
常
住
な
り
、
究
竟
覚
と
名
づ
く
」（576b

）
と
あ
る
と
こ
ろ
を
「
性
は
常
住
な
り
、
究
竟
覚
と
名
づ
く
。」
と
し
て
い
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る
。「

覚
」
は
「
本
覚
始
覚
」
と
は
展
開
さ
れ
ず
に
、「
是

い
か
な
る
か沒
是
れ
三
義
。
自
覚
・
覚
他
・
覚
満
な
り
。
離
心
を
自
覚
と
す
、
五

根
を
縁
ぜ
ず
。
離
色
を
覚
他
と
す
、
五
塵
を
縁
ぜ
ず
。
心
色
倶
に
離
る
る
を
覚
行
円
満
と
す
。」（1274a

）
と
、「
自
覚
・
覚

他
・
覚
行
円
満
」（『
華
厳
経
隨
疏
演
義
鈔
』）
と
い
う
『
華
厳
経
』
の
解
釈
に
つ
な
げ
て
い
る
（
異
本
に
は
本
覚
始
覚
と
展
開
す
る

も
の
も
あ
る
）。

第
三
顕
示
不
思
議
法
は
、「
心
色
倶
に
繋
縛
を
離
る
。
是
れ
を
不
可
思
議
解
脱
と
名
づ
く
」（1277a

）
と
あ
り
、「
須
弥
を

芥
子
中
に
納
む
」(1277b)
、「
四
大
海
水
を
以
て
毛
孔
に
入
る
」（1277b

）
と
い
う
『
楞
伽
師
資
記
』
に
も
あ
る
『
維
摩
経
』

不
思
議
品
の
二
つ
の
譬
え
に
つ
い
て
の
問
答
が
あ
る
。

以
上
、『
方
便
門
』
に
は
「
仏
性
」、「
真
如
」
が
言
及
さ
れ
、『
起
信
論
』
や
、『
楞
伽
師
資
記
』
の
影
響
が
窺
え
る
の
で
、

や
は
り
「
北
宗
」
の
思
想
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、「
見
性
」
は
な
く
、「
仏
性
」
の
常
住
や
不
生
不
滅
は
説
か
れ
な
い
。
だ

が
、「
一
念
の
浄
心
、
頓
に
仏
地
を
超
ゆ
」
が
神
会
の
思
想
に
影
響
を
与
え
た
㉑
と
も
思
え
な
い
。
神
会
の
頓
悟
は
あ
く
ま

で
「
見
性
」
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

三
、『
観
心
（
破
相
）
論
』

敦
煌
本
『
観
心
論
』
は
、
達
摩
の
論
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
『
破
相
論
』
の
異
本
㉒
で
あ
り
、『
破
相
論
』
の
方
が
後
の
成

立
で
あ
る
。『
観
心
論
』
は
神
秀
作
と
み
な
さ
れ
て
き
た
㉓
。
だ
が
、
内
容
と
、
神
秀
と
親
し
い
玄
賾
が
神
秀
に
つ
い
て

「
禅
法
を
受
得
し
て
、
伝
灯
黙
照
し
、
言
語
の
道
、
断た

え
、
心
行
処
滅
し
て
文
記
を
出
さ
ず
。」（『
楞
伽
師
資
記
』
柳
田
２
９
８
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
疑
問
で
あ
る
。

こ
の
論
は
最
初
に
「
真
如
仏
性
は
一
切
の
功
徳
の
因
、
覚
は
根
為
り
。」（T

85,1270c

）
と
説
く
が
、
そ
れ
が
常
住
で
あ
る
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と
も
清
浄
で
あ
る
と
も
説
か
れ
な
い
。「
真
如
仏
性
」
は
『
修
心
要
論
』
の
用
語
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
真
如
の
性
は
既
に

三
毒
の
所
に
覆
障
せ
ら
る
」（1271a

）
と
、
損
な
わ
れ
て
毒
に
覆
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
『
破
相
論
』
で
は
、

「
自
心
の
起
用
に
二
種
の
差
別
有
る
を
見
了
す
。
云
何
が
二
と
為
す
や
。
一
は
浄
心
、
二
は
染
心
な
り
」（T

48,367a

）
と
し

て
、
先
述
の
よ
う
に
『
修
心
要
論
』
の
「『
十
地
経
』
云
う
、
衆
生
の
身
中
に
…
…
」
を
引
く
。
ま
た
「
身
心
を
鎔
練
せ

ば
、
真
如
仏
性
は
遍
く
一
切
戒
律
の
模か

た

中
に
入
り
、
教
の
如
く
奉
行
し
以
て
欠
漏
無
し
。
自
然
に
真
容
の
像
を
成
就
す
。」

（1271c

）
と
説
か
れ
る
。
身
心
を
練
っ
て
初
め
て
真
如
仏
性
が
戒
律
の
中
に
入
っ
て
常
住
の
色
身
と
な
る
と
い
う
奇
妙
な
も

の
で
あ
る
。
六
根
は
六
賊
で
あ
り
、「
能
く
悪
業
を
成
じ
て
真
如
の
体
を
損
な
う
。」
と
、「
真
如
の
体
」
も
損
な
わ
れ
る
。

「
仏
性
」
は
、『
温
室
経
』
が
引
か
れ
る
所
で
「
浄
戒
の
湯
を
温
め
、
身
中
の
仏
性
を
洗
い
蕩な

が

し
て
七
法
を
受
持
し
、
以
て
自

ら
莊
厳
す
。
…
…
且か

つ
仏
性
の
如
き
は
是
れ
凡
形
に
非
ず
」（1272c

）
と
、
洗
い
流
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
論
に
は
「
見
性
」
も
説
か
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る
見
性
思
想
と
は
無
縁
で
あ
る
し
、『
起
信
論
』
の
「
真
如
」
と
も
無
関
係

で
あ
る
。

ま
た
「
観
心
」
と
い
う
が
、
み
る
べ
き
心
は
主
に
「
無
明
之
心
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
要
を
取
り
て
之
を
言
わ
ば
、
皆
な

三
毒
に
由
る
を
以
て
根
本
と
為
す
」（1270c
）
の
で
あ
り
、「
三
毒
」
は
実
に
二
十
三
回
説
か
れ
る
。

最
後
の
方
に
言
及
さ
れ
る
「
但
だ
能
く
摂
心
内
照
し
て
覚
観
、
常
に
明
ら
か
な
れ
ば
、
三
毒
絶
え
永
く
消
亡
せ
し
む
」

（1273b

）
と
あ
る
「
覚
観
」
は
「
尋
伺
」
と
も
訳
さ
れ
、
テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
で
は
四
禅
の
最
初
の
段
階
と
し
て
説
か
れ
て
、

禅
宗
の
用
語
で
は
な
い
。「
摂
心
内
照
・
覚
観
常
明
」
の
句
を
受
け
て
、
神
会
の
「
凝
心
入
定
・
住
心
看
浄
・
起
心
外
照
・

摂
心
内
照
」
と
い
う
北
宗
禅
攻
撃
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
な
っ
た
と
す
る
説
㉔
は
妥
当
し
な
い
し
、
ま
し
て
「
神
秀
の
『
観
心

論
』
は
、
謂
わ
ゆ
る
北
宗
禅
の
入
門
書
で
あ
る
と
共
に
、
奥
義
書
で
あ
る
。
㉕
」
と
い
う
評
価
は
妥
当
し
な
い
だ
ろ
う
。
そ

も
そ
も
坐
禅
が
説
か
れ
ず
、『
方
便
門
』
の
用
語
で
あ
る
「
離
念
」（
二
十
二
回
）、「
浄
心
」（
四
回
）
も
な
い
の
で
、
北
宗
の
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書
だ
と
は
い
え
ま
い
。「
波
羅
蜜
と
は
即
ち
是
れ
梵
の
言
な
り
。
漢
に
は
達
彼
岸
と
言
う
」（1271a

）、「
伽
藍
と
言
う
は
西

国
の
梵
音
な
り
。
此
の
地
に
翻
じ
て
清
浄
処
地
と
為
す
。」（1271c

）、「
仏
者
覚
也
」（1273a

）
と
い
う
言
い
方
は
、『
方
便

門
』
の
「
仏
は
是
れ
西
国
の
梵
語
。
此
の
地
に
往
く
に
翻
じ
て
名
づ
け
て
覚
と
為
す
」(1273c)

の
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
。

『
達
摩
観
門
』
は
同
じ
く
誤
っ
て
達
摩
作
と
伝
え
ら
れ
る
が
、「
仏
性
」、「
見
性
」
は
な
く
、「
真
如
」
が
「
真
如
門
と
は

覚
心
無
心
に
し
て
虚
空
に
等ひ

と同
し
。
故
に
真
如
門
と
名
く
。
智
慧
門
と
は
…
…
」（1270b

）
と
二
回
出
る
が
、『
起
信
論
』

と
は
関
係
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、『
頓
悟
真
宗
論
』
は
、
程
正
に
よ
っ
て
、『
頓
悟
真
宗
要
決
』、『
大
乗
無
生
方
便
門
』、

『
観
心
論
』、『
楞
伽
師
資
記
』
の
ほ
か
、『
御
注
金
剛
般
若
経
』、『
大
乗
起
世
論
』
も
資
料
と
し
て
偽
作
さ
れ
た
も
の
と
判
明

し
た
㉖
の
で
、
論
じ
な
い
。

四
、『
歴
代
法
宝
記
』（
保
唐
宗
）

『
歴
代
法
宝
記
』
も
敦
煌
本
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
神
会
の
『
定
是
非
論
』、
浄
覚
の
『
楞
伽
師
資
記
』
を
ふ
ま
え
て
、
無

住
（
七
一
四
―
七
七
四
）
が
南
宗
北
宗
以
外
の
達
摩
以
来
の
正
統
な
禅
宗
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
書
で
あ
る
。
い
ち
お
う
弘

忍
の
法
嗣
、
智ち

詵せ
ん

を
宗
祖
と
し
て
、
処
寂
、
つ
い
で
新
羅
僧
（
金
和
尚
）
無
相
、
無
住
と
伝
灯
を
記
す
が
、
そ
れ
は
史
実
で

は
な
く
、
袈
裟
と
い
う
正
統
の
証
拠
物
が
い
か
に
し
て
無
住
に
伝
わ
っ
た
か
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
初
祖
達
摩
か
ら
、

二
祖
、
三
祖
、
四
祖
と
次
第
し
、
六
祖
章
で
は
弘
忍
と
の
仏
性
問
答
、「
身
は
是
れ
獠
な
り
と
雖
も
、
仏
性
は
豈
に
和
上
と

異
な
ら
ん
や
。…
…
忍
大
師
、
碓
上
に
就
い
て
密
に
説
き
、
直
に
見
性
を
了
ぜ
し
む
」（
柳
田
聖
山
『
初
期
の
禅
史
Ⅱ
』
㉗
９
９
頁
）

に
よ
っ
て
伝
法
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
慧
能
の
袈
裟
が
則
天
武
后
に
召
し
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
智
詵
に
与
え
ら
れ
、
そ

の
弟
子
の
処
寂
に
渡
り
、
そ
し
て
密
か
に
海
東
の
金
（
無
相
）
禅
師
に
与
え
ら
れ
る
。
無
相
の
説
法
に
は
「
一
切
の
衆
生
は
、

無
明
の
酒
に
酔
う
て
、
自
身
に
見
性
成
仏
す
る
こ
と
を
信
ぜ
ず
。
又
『
起
信
論
』
を
引
い
て
云
く
、
心
真
如
門
、
心
生
滅
門
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と
は
…
…
」（
柳
田
Ⅱ
、
１
４
６
）
と
い
う
件
り
が
あ
る
。
そ
の
後
、
無
相
章
の
前
に
神
会
章
が
あ
り
、
滑
台
の
宗
論
が
「
無

念
の
法
を
説
き
て
、
見
性
を
立
つ
。」
と
示
さ
れ
、
遠
法
師
と
の
問
答
が
「
又
問
う
、『
法
師
は
仏
性
を
見
る
や
。』
法
師
答

う
、『
見
ず
。』
会
和
上
云
く
、『
獅
子
吼
品
に
云
く
、〈
若
し
人
、
仏
性
を
見
ず
ん
ば
、
即
ち
合ま

さ

に
『
涅
槃
経
』
を
講
ず
べ
か

ら
ず
、
若
し
仏
性
を
見
れ
ば
、
即
ち
合ま

さ

に
『
涅
槃
経
』
を
講
ず
べ
し
〉
と
。』
遠
法
師
却
っ
て
問
う
、『
和
上
は
見
る
や
』
会

答
う
、『
見
る
。』」（
柳
田
Ⅱ
、
１
５
６
）
と
あ
っ
て
、「
仏
性
」「
見
性
」
が
説
か
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
章
に
は
不
思
議
な
論
述

が
あ
る
。「
汝
が
剣
南
の
詵
禅
師
は
是
れ
法
師
に
し
て
了
教
を
説
か
ず
。
唐
禅
師
は
是
れ
詵
禅
師
の
弟
子
に
し
て
、
亦
た
了

教
を
説
か
ず
…
…
益
州
の
金
（
無
相
）
は
こ
れ
禅
師
な
る
も
、
了
教
を
説
く
こ
と
は
亦
た
得
ず
。
了
教
を
説
か
ず
と
雖い
え
ど然
も
、

仏
法
は
只
だ
彼
処
に
在
り
。」（
柳
田
Ⅱ
、
１
５
７
）
正
し
い
法
は
な
く
て
も
袈
裟
は
相
伝
さ
れ
、
そ
れ
を
伝
持
す
る
無
住
は
仏

法
の
正
統
だ
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
神
会
か
ら
無
住
と
い
う
実
際
の
思
想
の
伝
灯
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
間
の
袈
裟
伝
持
者
の
思

想
は
問
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

神
会
を
承
け
た
無
住
の
説
法
は
こ
の
書
の
大
半
を
占
め
る
が
、
ま
ず
「
処
座
の
説
法
に
、
直
に
見
性
に
至
ら
し
む
。」
と

い
い
、「
一
切
衆
生
は
本
来
清
浄
な
り
。
本
来
、
円
満
し
て
添
ず
る
こ
と
も
亦
た
得
ず
。
…
…
仮
名
の
善
知
識
、
本
性
を
指

し
て
、
即
ち
仏
道
を
成
ず
。」（
柳
田
Ⅱ
、
１
６
４
）
と
宣
言
す
る
。
ま
た
、
そ
の
茶
話
で
「
衆
生
の
本
性
を
指
し
て
、
見
性
せ

ば
、
即
ち
仏
道
を
成
じ
、
相
に
著
せ
ば
即
ち
沈
輪
す
。」（
柳
田
Ⅱ
、
２
７
４
）
と
出
す
。

『
歴
代
法
宝
記
』
は
、
神
会
を
継
承
す
る
ゆ
え
に
「
仏
性
」「
見
性
」
は
キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
あ
る
が
、「
仏
性
」
は
多
く
は

な
く
「
見
性
」
は
十
箇
所
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
も
神
会
の
思
想
で
あ
る
「
無
念
」
は
百
箇
所
以
上
使
わ
れ
る
。
柳
田
に

よ
れ
ば
、
宗
密
は
か
れ
ら
を
評
し
て
「
剃
髪
し
了
っ
て
便
ち
七
条
の
袈
裟
を
掛
く
る
の
み
。
禁
戒
を
受
け
ず
、
礼
懺
、
転

読
、
画
仏
、
写
経
に
至
っ
て
は
、
一
切
こ
れ
を
毀や

ぶ

り
て
皆
な
妄
想
と
し
、
所
住
の
院
に
仏
事
を
置
か
ず
。
故
に
教
行
に
拘
ら

ず
と
云
う
。」（
柳
田
Ⅱ
、
２
２
）
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
坐
禅
も
行
じ
ら
れ
な
い
。
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実
際
の
戒
定
慧
の
な
い
こ
れ
が
、
果
た
し
て
仏
教
だ
ろ
う
か
。

四
節
　
馬
祖
以
後
の
禅
文
献
の
仏
性
・
見
性
・
真
如

『
悟
性
論
』
と
『
血
脈
論
』
は
、
敦
煌
文
献
で
は
な
く
、「
達
磨
三
論
」
あ
る
い
は
「
少
室
六
門
」
の
一
部
と
し
て
、『
破

相
論
』
と
共
に
と
り
わ
け
日
本
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
㉘
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
期
の
日
本
達
磨
宗
の
用
い
た
書
で
も
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
内
容
は
、『
悟
性
論
』
が
「
真
見
」（
六
回
）
を
説
く
の
に
対
し
て
『
血
脈
論
』
に
そ
れ
は
な
く
、『
血
脈
論
』

が
「
見
性
」
を
三
十
二
回
説
く
の
に
対
し
て
『
悟
性
論
』
に
そ
れ
は
な
く
、
お
よ
そ
異
な
る
思
想
で
あ
る
。
た
だ
達
磨
大
師

作
と
い
う
こ
と
だ
け
が
『
破
相
論
』
を
含
め
て
共
通
す
る
が
、
敦
煌
文
献
に
は
な
い
か
ら
、
そ
の
成
立
と
伝
播
は
、
地
域
あ

る
い
は
時
代
が
『
観
心
論
』（
破
相
論
）
と
は
異
な
っ
て
い
よ
う
。

そ
し
て
両
者
と
も
百
丈
懐
海
（
七
四
九
―
八
一
四
）
が
「
自じ

然ね
ん

外
道
に
属
す
」
と
批
判
し
た
も
の
㉙
に
近
い
。『
悟
性
論
』

は
「
能
く
返
照
し
て
了
了
と
し
て
貪
瞋
痴
性
を
見
れ
ば
即
ち
是
れ
仏
性
な
り
。
貪
瞋
痴
の
外
に
更
に
別
に
仏
性
有
る
こ
と

無
し
。」（T

48,370c

）
と
、
三
毒
と
仏
性
を
異
な
ら
な
い
と
し
㉚
、『
血
脈
論
』
は
「
吾
に
問
う
は
即
ち
是
れ
汝
の
心
、
無

始
曠
大
劫
従
り
以
来
、
乃
至
、
施
為
運
動
、
一
切
時
中
一
切
処
所
、
皆
な
是
れ
汝
の
本
心
、
皆
な
是
れ
汝
の
本
仏
な
り
。」

（T
48,373b

）
と
い
う
。
応
答
し
、
施
為
運
動
す
る
も
の
は
、
ふ
つ
う
私
た
ち
が
心
の
働
き
と
す
る
脳
の
作
用
に
よ
る
行
為
や

動
作
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
仏
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

一
、『
悟
性
論
』

『
悟
性
論
』
に
は
す
で
に
引
い
た
と
こ
ろ
以
外
に
は
「
仏
性
」
に
言
及
し
な
い
し
、「
見
性
」
も
説
か
れ
な
い
。「
真
如
」

は
最
後
の
「
夜
坐
偈
」
と
名
付
け
ら
れ
た
五
更
転
に
の
み
三
度
出
る
。
す
な
わ
ち
「
憶
想
を
起
こ
さ
ざ
れ
ば
真
如
性
な
り
」
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(373a)

、「
世
界
の
本
性
は
真
如
性
な
り
。」(373a)

、「
真
如
平
等
性
を
見
ん
と
欲
す
れ
ば
、
慎
ん
で
心
を
生
ず
る
こ
と
勿
れ
。」

（373a

）
と
あ
っ
て
、『
起
信
論
』
の
「
真
如
」
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

『
悟
性
論
』
の
特
徴
は
『
二
入
四
行
論
』
と
の
密
接
な
関
係
が
あ
る
、
と
通
然
が
指
摘
す
る
件
り
㉛
に
見
え
る
論
理
を
縦

横
に
使
う
こ
と
で
あ
る
。

『
悟
性
論
』
の
「
若
し
、
心
は
是
れ
仮
名
な
り
、
実
体
有
る
こ
と
無
し
と
知
れ
ば
、
即
ち
自
寂
の
心
も
、
ま
た
こ
れ
非
有
、

ま
た
こ
れ
非
無
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
凡
夫
は
一
向
に
心
を
生
じ
名
づ
け
て
有
と
為
す
。
小
乗
は
一
向
に
心
を
滅
し
名

づ
け
て
無
と
為
す
。
菩
薩
と
仏
と
は
未
だ
曽
て
心
を
生
ぜ
ず
。
未
だ
曽
て
心
を
滅
せ
ず
。
名
づ
け
て
非
有
非
無
の
心
と
為

す
。
非
有
非
無
の
心
、
此
れ
を
名
づ
け
て
中
道
と
為
す
」（371b

）
は
、『
二
入
四
行
論
』
の
「
心
体
は
無
体
な
り
…
…
凡
夫

は
有
に
住
し
、
小
乗
は
無
に
住
し
、
菩
薩
は
有
無
に
住
せ
ず
と
す
る
は
、
是
れ
自
心
に
計
っ
て
妄
想
す
る
の
み
。」（『
達
摩
の

語
録
』
㉜
〔
４
８
〕）
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
慧
可
㉝
の
眼
目
は
、
最
後
の
一
句
で
あ
り
、
そ
れ
は
最
初
の
「
心
体
は

無
体
な
り
」
か
ら
す
べ
て
自
心
に
計
っ
た
妄
想
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
悟
性
論
』
の
説
は
慧
可

か
ら
す
れ
ば
、
妄
想
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
Ａ
に
非
ず
、
Ｂ
に
非
ず
、
Ａ
Ｂ
に
非
ず
と
い
う
論
理
が
、『
悟
性
論
』
で
は
次
の

よ
う
に
種
々
に
使
わ
れ
る
。

「
凡
夫
は
一
向
に
動
な
り
。
小
乗
は
一
向
に
定
な
り
。
謂
ゆ
る
凡
夫
小
乗
の
坐
禅
を
出
過
す
る
は
、
大
坐
禅
と
名
づ
く
。」

（371a

）
「
迷
う
時
は
此
岸
有
り
。
悟
る
時
は
此
岸
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
凡
夫
は
一
向
に
此
に
住
す
る
が
為
な
り
。
若
し
最

上
乗
の
覚
な
れ
ば
、
心
、
此
に
住
さ
ず
。
亦
た
彼
に
住
さ
ず
。
故
に
能
く
此
彼
の
岸
を
離
る
る
也
。」（371a

）

「
有
と
は
、
無
に
於
い
て
有
り
。
無
と
は
、
有
に
於
い
て
無
し
。
是
れ
を
真
見
と
名
づ
く
。
夫
れ
真
見
と
は
、
見
ざ
る
所

無
く
、
亦
た
見
る
所
無
し
。
…
…
凡
夫
の
見
る
所
は
、
皆
な
妄
想
と
名
づ
く
。
若
し
寂
滅
し
て
、
見
無
け
れ
ば
始
め
て
真
見
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と
名
づ
く
。」（371b

）

「
如
来
は
此
岸
に
在
ら
ず
、
亦
た
彼
岸
に
在
ら
ず
、
中
流
に
在
ら
ず
。
中
流
と
は
小
乗
人
也
。
此
岸
と
は
凡
夫
也
。
彼
岸

と
は
菩
提
也
。」（372b

）

如
来
が
彼
岸
、
菩
提
に
在
ら
ず
と
は
奇
妙
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
論
法
は
続
く
。
慧
可
に
い
わ
せ
れ
ば
、
要
す

る
に
す
べ
て
妄
想
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
通
然
は
、『
悟
性
論
』
と
『
観
心
論
』
と
の
関
連
を
い
う
。
す
な
わ
ち
『
悟
性
論
』
の
「
妄
想
無
き
時
は
一
心
、
是

れ
一
仏
国
な
り
。
妄
想
有
る
時
、
一
心
是
れ
一
地
獄
。
衆
生
は
妄
想
を
造
作
し
、
心
を
以
て
、
心
を
生
ず
。
故
に
常
に
地

獄
に
在
り
。
菩
薩
は
妄
想
を
観
察
し
て
、
心
を
以
て
心
を
生
ぜ
ず
。
故
に
常
に
仏
国
に
在
り
。
…
…
心
中
に
三
毒
有
れ
ば
、

是
れ
国
土
穢
悪
と
名
づ
く
。
心
中
に
三
毒
無
け
れ
ば
、
是
れ
国
土
清
浄
と
名
づ
く
。」（371c-372a

）
を
『
観
心
論
』
の
「
浄

心
・
染
心
」
の
思
想
を
承
け
て
い
る
と
い
う
が
、「
浄
心
・
染
心
」
は
、
後
に
付
加
さ
れ
た
『
破
相
論
』
に
あ
る
部
分
で
、

元
来
の
『
観
心
論
』
に
は
な
い
。「
浄
心
・
染
心
」
は
『
起
信
論
』
の
用
語
で
あ
り
、「
真
心
」
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
。『
悟

性
論
』
の
論
理
は
、
二
元
で
は
な
く
、
引
用
さ
れ
た
「
…
…
」
の
所
に
は
「
若
し
一
念
心
起
こ
ら
ば
、
則
ち
善
悪
二
業
有

り
、
天
堂
地
獄
有
り
。
若
し
一
念
心
起
こ
ら
ざ
れ
ば
、
即
ち
善
悪
二
業
無
く
、
亦
た
天
堂
地
獄
無
し
。」（371c-372a

）
と
あ

り
、
そ
れ
が
重
要
で
あ
る
。
た
し
か
に
「
貪
為
欲
界
。
瞋
為
色
界
。
痴
為
無
色
界
」（371a

）
は
『
観
心
論
』
と
同
じ
表
現

で
あ
り
、「
三
毒
」
も
説
か
れ
る
が
、
影
響
と
い
え
る
ほ
ど
で
は
な
か
ろ
う
。

「
若
し
悟
る
時
は
、
衆
生
仏
を
度
す
。
何
を
以
て
の
故
に
。
仏
は
自
ら
成
ら
ず
。
皆
な
衆
生
の
度
す
に
由
る
が
故
に
。
諸

仏
は
無
明
を
以
て
父
と
為
し
、
貪
愛
を
母
と
為
す
。
無
明
貪
愛
は
皆
な
是
れ
衆
生
の
別
名
也
。」（372b

）
と
い
う
、
仏
道
と

し
て
首
を
傾
げ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
説
か
れ
る
。
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二
、『
血
脈
論
』

『
血
脈
論
』
に
は
、「
真
如
」
は
説
か
れ
な
い
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
「
見
性
」
を
成
仏
の
要
と
し
て
次
の
よ
う
に
説

く
。「

但
だ
本
性
を
見
れ
ば
一
字
も
識
ら
ず
と
も
ま
た
得
。
見
性
す
れ
ば
即
ち
是
れ
仏
な
り
。」（T

48,375a

）

「
問
う
て
曰
く
。
若
し
見
性
せ
ざ
れ
ば
、
念
仏
・
誦
経
・
布
施
・
持
戒
・
精
進
・
広
興
福
利
し
て
成
仏
す
る
こ
と
を
得
る

や
。
答
え
て
曰
く
、
得
ず
。
…
…
成
仏
は
須
く
是
れ
見
性
す
べ
し
。」（374a

）

「
但
だ
見
性
せ
ざ
れ
ば
、
人
、
読
経
念
仏
し
、
長
学
精
進
し
、
六
時
行
道
、
長
坐
不
臥
し
て
広
学
多
聞
な
る
も
、
以
て
仏

法
と
為
さ
ば
、
此
等
の
衆
生
は
尽
く
是
れ
仏
法
を
謗
ず
る
人
な
り
。」（375b-c

）

と
こ
ろ
が
こ
の
「
見
性
」
は
仏
性
を
見
る
こ
と
で
は
な
い
。「
仏
性
」
は
四
回
説
か
れ
る
が
、
次
の
よ
う
に
「
見
る
べ
き

も
の
」
で
は
な
い
。

「
然
れ
ば
則
ち
仏
性
自
ら
有
り
。
若
し
師
に
因
ら
ざ
れ
ば
、
終
に
明
了
せ
ず
。」（373c

）、「
仏
性
、
本も
と
よ
り自
之
れ
有
り
。
迦

葉
は
只
だ
是
れ
本
性
を
悟
得
す
る
の
み
。
本
性
は
即
ち
是
れ
心
な
り
。」（374c

）、「
若
し
衆
生
性
を
離
れ
て
別
に
仏
性
の
得

べ
き
有
ら
ば
、
仏
は
今
、
何
処
に
在い

ま

す
や
。
衆
生
性
は
即
ち
是
れ
仏
性
也
。」（374a

）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
仏
性
」
は
「
衆
生
性
」
と
同
じ
も
の
で
、
仏
の
性
と
対
句
に
な
る
衆
生
の
性
で
あ
り
、『
涅
槃
経
』
の

仏
性
と
は
関
係
な
い
。
だ
か
ら
衆
生
に
元
来
あ
る
も
の
で
、
見
る
も
の
、
得
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
血
脈
論
』

の
「
見
性
」
は
宋
代
の
「
見
性
」
と
は
異
な
る
。

『
血
脈
論
』
の
「
見
性
」
は
仏
道
の
必
須
要
件
で
あ
る
戒
定
慧
を
修
す
る
こ
と
を
「
謗
法
」
と
ま
で
い
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
見
性
さ
え
す
れ
ば
、
戒
は
不
要
で
あ
る
。
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「
問
う
て
曰
く
、
白
衣
は
妻
子
有
り
。
婬
慾
を
除
か
ず
。
何
に
憑
り
て
か
成
仏
を
得
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
只
だ
見
性
を

言
い
て
婬
慾
を
言
わ
ず
。
只
だ
見
性
せ
ざ
る
が
為
な
り
。
但
だ
見
性
を
得
れ
ば
、
婬
慾
は
本
来
空
寂
に
し
て
断
除
を
仮
ら

ず
。
亦
た
楽
に
著
せ
ず
。」（375c

）

『
血
脈
論
』
の
見
る
べ
き
、
得
る
べ
き
「
性
」
は
「
本
性
」
で
あ
る
。

「
直
に
本
性
を
見
る
、
之
を
名
づ
け
て
禅
と
為
す
。
若
し
本
性
を
見
ざ
れ
ば
、
即
ち
禅
に
非
ざ
る
也
。
仮た

と使
い
千
経
万
論

を
説
き
得
た
る
も
、
若
し
本
性
を
見
ざ
れ
ば
、
只
だ
是
れ
凡
夫
、
是
れ
仏
法
に
非
ず
。
至
道
は
幽
深
に
し
て
話
会
す
べ
か
ら

ず
。
典
教
は
何
に
憑
り
て
か
及
ぶ
所
あ
ら
ん
。
但
だ
本
性
を
見
れ
ば
、
一
字
を
識
ら
ず
も
亦
た
得
る
な
り
。
見
性
す
れ
ば
即

ち
是
れ
仏
な
り
。」（375a
）。
そ
の
他
「
若
し
本
性
を
見
れ
ば
」（375a,375b

）「
但
だ
本
性
を
見
れ
ば
」（375a,375b

）
と
言
及

さ
れ
る
。

「
本
性
」
は
「
心
」
で
あ
り
、「
此
の
心
は
無
始
曠
大
劫
従
り
、
如
今
と
別
な
ら
ず
。
未
だ
曽
て
生
死
有
ら
ず
。
不
生
不

滅
、
不
増
不
減
、
不
垢
不
浄
、
不
好
不
悪
、
不
来
不
去
、
亦
た
是
非
無
し
。
亦
た
男
女
相
無
く
、
亦
た
僧
俗
老
少
無
く
、
聖

無
く
、
凡
無
し
。」（374b

）。
不
生
不
滅
は
「
仏
性
」
で
は
な
く
「
心
」
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
「
心
」
は
、
最
初
に
「
前
仏
後
仏
、
以
心
伝
心
、
不
立
文
字
」（373b

）
と
い
わ
れ
る
「
心
」
で
あ
る
が
、

た
だ
そ
れ
は
「
汝
、
吾
に
問
う
は
即
ち
是
れ
汝
の
心
。
吾
、
汝
に
答
う
る
は
、
即
ち
是
れ
吾
が
心
な
り
。」(373b)

と
い
う
私

た
ち
の
ふ
つ
う
の
心
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
仏
は
是
れ
西
国
語
。
此
土
に
云
く
、
覚
性
な
り
。
覚
と
は
霊
覚
な
り
。
機
に
応
じ
物
に
接
し
て
、
揚
眉
瞬
目

し
、
運
手
動
足
す
。
皆
な
是
れ
自
己
の
霊
覚
之
性
な
り
。」（375a
）
と
い
わ
れ
る
。
仏
が
「
覚
」
に
な
り
、
さ
ら
に
「
霊

覚
」
に
な
る
。「
霊
覚
」
は
、
今
ま
で
見
て
き
た
三
つ
の
灯
史
、
北
宗
系
『
方
便
門
』、『
修
心
要
論
』、『
神
会
語
録
』、『
観

心
論
』、『
悟
性
論
』、
い
ま
ま
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
『
達
摩
観
門
』『
大
乗
北
宗
論
』
に
も
な
い
用
語
で
あ
る
。
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こ
こ
に
至
っ
て
、
こ
れ
ら
と
伝
統
的
な
禅
と
の
接
点
が
見
え
る
。

慧
忠
（
？
―
七
七
五
）
が
問
う
た
南
方
の
知
識
の
説
示
は
こ
う
で
あ
る
。「
即
心
是
仏
、
仏
は
是
れ
覚
の
義
。
汝
、
今
、
悉

く
見
聞
覚
知
の
性
を
具
す
。
此
の
性
、
善よ

く能
揚
眉
瞬
目
し
、
去
来
運
用
し
て
身
中
に
遍
し
。
頭
を
挃つ

け
ば
頭
知
り
、
脚
を

挃つ

け
ば
脚
知
る
。
故
に
正
遍
知
と
名
づ
く
。
此
れ
を
離
れ
て
之
の
外
に
更
に
別
の
仏
無
し
。」（T

51,437c

）
こ
こ
で
は
「
覚
」

ま
で
で
「
霊
覚
」
と
は
言
わ
れ
な
い
が
、「
見
聞
覚
知
、
揚
眉
瞬
目
」
の
性
で
あ
る
。
こ
の
段
で
『
壇
語
』
の
改
変
が
い
わ

れ
る
の
で
、
南
方
の
知
識
は
神
会
系
の
人
々
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、「
即
心
是
仏
」
が
あ
る
の
で
馬
祖
禅
だ
と
広
く
誤

解
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
宗
密
（
七
八
〇
―
八
四
一
）
の
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
で
は
馬
祖
禅
を
こ
う
評
す
る
。

「
即
今
、
能
く
語
言
動
作
し
貪
嗔
慈
忍
し
、
善
悪
を
造
り
苦
楽
等
を
受
く
、
即
ち
汝
の
仏
性
な
り
。
即
ち
此
れ
本
来
是
れ

仏
な
り
。
此
れ
を
除
き
て
別
の
仏
無
き
也
。
此
れ
を
了
ず
れ
ば
天
真
自
然
な
る
が
故
に
、
起
心
し
修
道
す
べ
か
ら
ず
。
道

は
即
ち
是
れ
心
な
り
。
心
を
将
ち
て
還
た
心
を
修
す
べ
か
ら
ず
。」（T

48,402c

）。
宗
密
は
、
馬
祖
を
金
和
尚
（
無
相
）
の
弟

子
と
す
る
よ
う
に
、
馬
祖
禅
の
正
し
い
情
報
を
知
ら
な
い
。
た
だ
馬
祖
の
流
れ
を
汲
む
人
々
に
『
血
脈
論
』
に
通
ず
る
邪

道
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
馬
祖
の
嗣
の
章
敬
懷
暉
の
嗣
、
弘
辯
禅
師
が
、
唐
の
宣
宗
（
在
位
は
八
四
六
―

八
五
九
）
と
次
の
よ
う
に
問
答
し
て
い
る
。

「
帝
曰
く
、
何
を
か
仏
心
と
為
す
。
対
え
て
曰
く
、
仏
と
は
西
天
の
語
、
唐
に
は
覚
と
言
う
。
人
に
智
慧
の
覚
照
有
る
を

謂
い
て
仏
心
と
為
す
。
心
と
は
、
仏
の
別
名
に
し
て
、
百
千
異
号
有
る
も
、
体
は
唯
だ
そ
れ
一
な
り
。
本
と
形
状
無
く
、
青

黄
赤
白
、
男
女
等
の
相
に
非
ず
。
天
に
在
れ
ど
天
に
非
ず
、
人
に
在
れ
ど
人
に
非
ず
。
而
も
天
を
現
じ
人
を
現
ず
。
能
く
男

な
り
能
く
女
な
り
。
非
始
非
終
、
無
生
無
滅
な
る
が
故
、
霊
覚
之
性
と
号
す
。」（T

51,269b

）。
弘
辯
は
「
戒
と
は
何
か
」
の

問
い
に
「
非
を
防
ぎ
、
悪
を
止
む
、
之
を
戒
と
謂
う
」（269b

）
と
答
え
る
凡
僧
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
『
悟
性
論
』『
血
脈
論
』
を
、
常
盤
大
定
は
「
と
も
に
短
い
が
、
全
編
こ
れ
体
験
を
通
し
て
円
成
し
充
実
し

た
思
想
を
圧
縮
し
て
鍛
成
せ
る
金
玉
の
格
言
集
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
㉞
」
と
い
う
。
柳
田
聖
山
は
「
馬
祖
を
祖
と
す
る
、
新

し
い
禅
仏
教
の
運
動
は
、
む
し
ろ
、
達
磨
語
録
の
空
の
論
理
を
再
編
し
、
そ
の
実
践
を
強
力
に
推
進
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が

あ
っ
た
。『
血
脈
論
』
の
見
性
と
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
こ
と
で
あ
る
。
㉟
」
と
い
う
が
、
そ
う
だ
ろ
う
か
。

神
会
の
多
く
の
書
や
『
大
乗
無
生
方
便
門
』、『
歴
代
法
宝
記
』
は
敦
煌
に
隠
さ
れ
て
伝
わ
ら
ず
、『
観
心
（
破
相
）
論
』

『
悟
性
論
』『
血
脈
論
』
は
日
本
で
も
栄
西
、
道
元
な
ど
の
批
判
が
あ
り
、
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
馬
祖
系
の
『
宝
林
伝
』
は
、

長
ら
く
伝
わ
ら
ず
、
現
在
も
全
十
巻
中
、
巻
七
・
九
・
十
は
欠
本
で
あ
り
、
中
国
四
祖
以
降
の
部
分
は
な
い
。
逸
文
も
五
つ
の

文
献
に
散
在
し
て
㊱
『
宝
林
伝
』
と
し
て
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
伝
わ
れ
ば
、
そ
れ
も
馬
祖
の
洪
州
宗
の
正
統
性
を
主
張
す

る
も
の
と
な
ろ
う
。
系
図
で
正
統
と
さ
れ
る
よ
う
な
禅
は
本
物
で
は
あ
る
ま
い
。
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【
注
釈
】

⑴
『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
２
１
号
（
１
９
９
５
）
で
、
諸
宗
派
の
教
学
の
遷
移
に
し
た
が
っ
て
、
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑵
大
竹
晋
『
大
乗
起
信
論
成
立
問
題
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
２
０
１
７
）

⑶
入
矢
義
高
編
『
馬
祖
の
語
録
』
７
１
頁
、（
禅
文
化
研
究
所
、
１
９
８
４
）

⑷
西
口
芳
男
氏
よ
り
薬
山
碑
文
（『
全
唐
文
』
５
３
６
）
に
薬
山
が
馬
祖
に
嗣
い
だ
こ
と
が
見
え
る
、
と
の
指
摘
を
受
け
た
が
、
そ
の
碑
文

に
つ
い
て
は
真
偽
が
い
ろ
い
ろ
争
わ
れ
て
い
る
。（
賈
晋
華
『
古
典
禅
研
究
』〈
汲
古
書
院
、
２
０
１
７
〉）

⑸
ぺ
リ
オ
本
四
種
、
北
京
本
、
石
井
本
が
あ
る
が
、
ぺ
リ
オ
本
２
０
４
５
は
「
三
蔵
法
師
菩
提
達
摩
絶
観
論
」、
同
２
８
８
５
「
達
摩
和
尚

絶
観
論
」
と
題
す
。
柳
田
聖
山
「
絶
観
論
の
本
文
研
究
」
６
６
、６
７
頁
『
禅
学
研
究
』
５
８
号
、
１
９
７
０

⑹
西
口
芳
男
「
上
圖
１
３
８
Ｖ
仏
教
問
答
と
『
頓
悟
真
宗
論
』」、『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
２
５
号
、
２
０
０
０
。
以
下
引
用
は
西
口
と
略

記
し
、
頁
番
号
の
み
記
す
。

⑺
柳
田
聖
山
『
初
期
の
禅
史
Ⅰ
』
２
５
頁
（
筑
摩
書
房
『
禅
の
語
録
２
』、
１
９
７
１
）。
以
下
柳
田
と
略
記
し
、
頁
番
号
の
み
記
す
。

⑻
柳
田
、
前
引
書
、
３
０
頁

⑼
拙
著
『
イ
ン
ド
仏
教
と
初
期
禅
宗
の
坐
禅
と
覚
り
』（
学
術
研
究
出
版
、
２
０
２
１
）
第
三
部
第
二
章

⑽
瀧
瀬
尚
純
「『
澄
心
論
』
再
読
考
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
５
５
―
１
号
、
２
０
０
６

⑾
敦
煌
本
は
七
種
あ
り
、「
蘄
州
忍
和
尚　

道
凡
趣
聖
悟
脱
宗
修
心
要
論
」
と
題
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
大
正
蔵
に
は
『
禅
門
撮
要
』

所
収
『
最
上
乗
論
』（48,N

o.2011

）
を
入
れ
る
。

⑿
柳
田
聖
山
『
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
８
１
頁
、「
禅
文
化
研
究
所
研
究
報
告
」
第
一
冊
、
禅
文
化
研
究
所
、
１
９
６
７

⒀
『
宗
鏡
録
』
に
は
、
あ
き
ら
か
に
『
修
心
要
論
』
の
言
葉
と
し
て
「
如
先
徳
云
、
夫
修
道
之
体
自
識
、
常
身
本
来
清
浄
、
不
生
不
滅
。

…
…
不
失
正
念
、
我
所
心
滅
。」（588b

）
と
出
る
ほ
か
、『
大
智
度
論
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
二
度
出
る
。
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⒁
柳
田
聖
山
『
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
８
５
頁

⒂
拙
前
掲
書
、
第
三
部
第
三
章
「
慧
能
と
仏
性
」

⒃
楊
曾
文
『
神
會
和
尚
禅
話
録
』（
中
華
書
局
、
２
０
２
２
）（
）
内
の
数
字
は
そ
の
頁
数
。

⒄
唐
代
語
録
研
究
班
編
『
神
会
の
語
録　

壇
語
』（
禅
文
化
研
究
所
、
２
０
０
６
）〔
〕
内
の
番
号
は
こ
の
書
に
よ
る
。

⒅
河
合
泰
弘
「『
北
宗
五
方
便
』
と
そ
の
周
辺
」『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
２
４
号
、
２
６
１
頁
、
１
９
９
３

⒆
河
合
泰
弘　

前
引
書　

２
７
６
頁

⒇
前
引
書　

２
６
１
頁　

引
用
元
の
論
文
で
は
漢
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
読
み
や
す
い
よ
う
に
書
き
下
し
た
。

㉑
前
引
書　

２
７
７
頁

㉒
「
破
相
論
」
は
西
口
芳
男
「
敦
煌
写
本
七
種
対
照
『
観
心
論
』」（『
禅
学
研
究
』
７
４
号
、
１
９
９
６
）
の
龍
谷
本
に
近
い
。

㉓
神
尾
弌
春
「
観
心
論
私
考
」（『
宗
教
研
究
』
新
９
―
５
号
、
１
９
３
２
）
に
よ
る
。

㉔
柳
田
聖
山
「
語
録
の
歴
史
―
禅
文
献
の
成
立
史
的
研
究
」『
東
方
学
報
』
５
７
号
、
２
６
７
頁
、 

１
９
８
５

㉕
柳
田
聖
山
、
前
引
書
、
２
６
５
頁

㉖
程
正
「『
大
乗
開
心
顕
性
頓
悟
真
宗
論
』
の
依
拠
文
献
に
つ
い
て
」『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
６
９
号
、
２
０
１
４

㉗
筑
摩
書
房
、
１
９
７
６
（
以
下
柳
田
Ⅱ
と
略
記
し
て
頁
数
を
示
す
）

㉘
早
く
円
珍
（
八
一
四
―
八
九
一
）
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
、
鎌
倉
期
の
日
本
達
磨
宗
が
用
い
て
い
る
。

㉙
「
若
し
本
よ
り
清
浄
・
本
よ
り
解
脱
に
し
て
お
の
ず
か
ら
是
れ
仏
、
お
の
ず
か
ら
是
れ
禅
道
の
解
を
執し
ゅ
うせ
ば
、
即
ち
自じ

然ね
ん

外
道
に
属
す
」

『
古
尊
宿
語
録
』
巻
二
（X

68,p10c

）

㉚
常
盤
大
定
は
、
こ
れ
と
羅
什
『
坐
禅
三
昧
経
』
の
「
無
明
を
以
て
本
性
清
浄
と
為
し
、
無
明
の
性
を
了
ず
れ
ば
変
じ
て
明
と
な
る
」
と

同
じ
意
味
で
あ
る
と
い
う
。「
見
性
の
思
想
的
考
察
―
達
磨
大
師
『
血
脈
論
』・『
悟
性
論
』・『
観
心
論
』
を
中
心
と
し
て
」
１
６
頁
（『
哲
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学
』
１
１
号
１
６
頁
、
１
９
３
３
）
だ
が
、
羅
什
は
い
う
、「
実
法
あ
る
こ
と
な
し
。
無
明
の
性
も
爾
り
。
無
明
の
性
を
了
ず
れ
ば
、
則

ち
変
じ
て
明
と
為
る
。
一
一
之
を
推
す
に
痴
は
不
可
得
な
り
。
云
何
が
無
明
は
行
を
縁
ず
る
や
。
虚
空
の
如
き
は
、
不
生
不
滅
不
有
不

尽
に
し
て
本
性
清
浄
な
り
。
無
明
も
亦
た
か
く
の
如
し
。
乃
至
、
生
は
縁
な
り
。
老
死
亦
た
爾
り
。
菩
薩
は
か
く
の
如
く
十
二
因
縁
を

観
ず
。」（T

15,285a

）。
す
な
わ
ち
「
以
て
本
性
清
浄
と
為
し
」
で
は
な
く
、
無
明
も
本
性
清
浄
な
虚
空
と
同
じ
く
実
有
で
は
な
い
か

ら
、
そ
の
性
を
悟
っ
て
、
変
わ
れ
ば
明
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

㉛
通
然
「『
悟
性
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
―
『
心
』
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
６
７
―
１
、２
０
１
８
。
そ
こ
に
柳

田
の
説
も
引
か
れ
る
。

㉜
柳
田
聖
山
、
筑
摩
書
房
、
１
９
９
６

㉝
『
二
入
四
行
論
』
長
巻
子
の
９
か
ら
４
９
ま
で
は
慧
可
の
語
録
で
あ
る
。
拙
前
掲
書
第
三
部
二
章
２
３
５
〜
３
２
８
頁

㉞
常
盤
大
定
、
前
引
書
（
注
㉚
）
３
頁

㉟
柳
田
聖
山
「
語
録
の
歴
史
」（
既
出
）
２
７
４
頁

㊱
田
中
良
昭
『
宝
林
伝
訳
注
』
９
頁
、
内
山
書
店
、
２
０
０
３
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Okamura Mihoko Sensei
Naomi Maeda

Mihoko Okamura (Bekku), born on May 2, 1935, a day full of flowers, 
died on June 17, 2023, shortly after reaching her 88th birthday. In the 
past, when I expressed my congratulations on May 2, she always replied 
that it wasn't even that bright an occasion. 

I first met Mihoko Okamura, personal assistant and companion of 
D.T. Suzuki the last decade and a half of his life, in the summer of 1994. I 
asked her to talk about the last years of Suzuki's life as part of a project 
for the quarterly journal Zen Bunka, and she accepted with surprising 
ease. At the time, transcribing recorded interviews was one of the most 
troublesome tasks, but I remember that I had no difficulty in listening 
to the interview again, so moved was I by Mihoko Okamura's clear, 
luminous voice and her interesting stories.

The entire content of the interview was published in Zen Bunka, 
no. 155 (January 1995). Her gestures through the interview are also 
memorable. During the Second World War, when she was very young, 
she performed classical Japanese dances in a Japanese internment camp 
in the United States, but she had great difficulty when her dance master 
chastised: ‘‘Even if you point at a bird, there is no bird where you point.” 
As she spoke, she quickly gestured to the bird, which I still remember 
almost 30 years later. It was as if I could see the bird. 

Once I visited her home, and on another occasion she came to my 
home, and when I served her a simple meal for lunch, I was surprised 
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that she said it was “such a luxury,” because it truly was a very simple 
meal. Perhaps Mihoko-sensei had lost her sense of comparison.

When D.T. Suzuki lived for a short time in the Okamura house, 
a four-story brownstone in New York, Dr. Shin’ichi Hisamatsu visited 
him. He gave Mihoko-sensei's mother ―― who had looked after Dr. 
Hisamatsu as well with her characteristic generosity ―― a brooch 
that he had bought in a New York jeweler's shop as a token of his 
appreciation.

Perhaps because every time I met Mihoko-sensei I was always 
eager to hear not only about Dr. Suzuki but also about Hisamatsu-sensei, 
one day she gave me the brooch along with a note that read: "In memory 
of Shin'ichi Hisamatsu-sensei." The brooch was of a magnificent design, 
cool and calming.

On another occasion, Mihoko told me: “Dr. Suzuki was going to 
entrust the management of Matsugaoka Bunko to Muneyoshi Yanagi. 
He was so sad when Muneyoshi died that he continuously wore Yanagi’s 
cardigan, given him by the deceased’s family as a memento.” Whenever 
Mihoko spoke of Yanagi, she always called him ‘Soetsu-sensei’ rather 
than ‘Muneyoshi-sensei.’

An exchange in English between D.T. Suzuki and Mihoko shortly 
before D.T. Suzuki's own death is described, encased in Mihoko’s 
commentary, in the journal Zen Bunka: 

I asked him if he wanted anything. "No, nothing. Thank you,” he 
replied. I think he had already prepared himself for the end.1

Ten years later Mihoko returned to the subject of Dr. Suzuki’s 
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death. "After saying, 'I don't need anything. Thank you,' he kissed me on 
the cheek." As she related this, she smiled.

I immediately thought of Sanshoken Roshi ( 猷禅玄達 , 1841-1917). 
In an account by Master Kato Kozan (1876-1973), an old Buddhist monk 
from Okutama who studied under him at Bairin monastery, Master 
Sanshoken's last hour is mentioned.

He was a great man, of heroic character. When he was dying, 
he was close to his last breath and needed water, so a nurse at the 
hospital brought him water. The nurse asked him if it tasted good 
and he said, "Oh, it tastes good, and I miss it."

It's not easy to get such words out, I wonder if we can do it in 
the throes of death? In all things he was concerned only with the 
present moment, never thinking a bit about the future, if the future 
would be this way or that. That’s how Sanshoken lived.2 

Mihoko-sensei, Honorary Director of the D.T. Suzuki Museum in 
Kanazawa, was once asked, "What would Dr. Suzuki say if he saw this D.T. 
Suzuki Museum now?" She replied with a laugh, "I think he'd say: “Don’t 
you have anything better to do?”

Years earlier Buddhist scholar Ryomin Akizuki visited Dr. Suzuki 
at Matsugaoka Bunko and asked him to compile a collection of koan 
answers. As Dr. Suzuki saw him off at the door, he asked Professor 
Ryomin: "Don't you have anything better to do?” 
“The Akizuki story,” added Mihoko, “popped into my mind when I was 
asked the question at the Suzuki Museum.”

On 12 July 1966, the day D.T. Suzuki died, Mihoko-sensei returned 
alone to the Matsugaoka Bunko and searched the premises, trying to 
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catch a glimpse of him. Emerging into the garden and halting ――

The instant I saw the branches of a pine tree beside me 
swaying in the wind I blurted: ―― Ah, That's it, Professor! ―― 
I felt I'd finally met the real thing in person. Since then, when I'm 
quiet, here and there, this and that, even the logs lying by the side 
of the road, are all familiar to me.3

In no time at all, Mihoko was reunited with Dr. Suzuki. Rather, it 
would be better to say that they were together without interruption.

In the same essay, she writes:

Four years ago, when he fell asleep forever, nothing changed 
in his expression. That's because he'd already been dead for a long 
time. In other words, I had the impression that he had already 
gotten rid of everything that could be gotten rid of on a daily basis. 
Even if he died, nothing would begin, so nothing would end.4 

The last time I saw Mihoko was shortly before the coronavirus 
spread through the city. We'll meet again when the world calms down. 
That's what I thought as the days went by. 

I've heard it said that Dr. Suzuki often used to tell her: "Be quiet, 
Mihoko-san” ―― and Mihoko-sensei, with whom I had the pleasure of 
corresponding, was cheerful, yet fundamentally calm.
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Okamura Mihoko Sensei  (Naomi Maeda)

This article is the English version of ”Okamura Mihoko sensei no 
koto [On Okamura Mihoko sensei]” published in Zen Bunka [Zen Culture], 
no. 272, (April 25, 2024)

I would like to express my deepest gratitude to my best friend 
Steve Antinoff for his very painstaking supervision of the English 
translation.

1. Zen Bunka, no. 155, (January 1995): 40. 
2. Zazen ni Ikiru: Kato Kozan Roshi Zuimonki, Hakujusha, 1973, p.45. 
3. D. T. Suzuki: The Man and his Thought, Iwanami Shoten, 1971, pp. 369-370
4. Ibid., p.371



﻿

執
筆
者
一
覧
（
掲
載
順
）

衣
川　

賢
次　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禅
文
化
研
究
所
講
師

項　
　
　

楚
（
衣
川
賢
次
日
譯
）　 　
　
　
　
　
　

 

四
川
大
学
中
国
俗
文
化
研
究
所
元
所
長
（
二
〇
二
五
年
逝
去
）

常
盤　

義
伸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
園
大
学
名
誉
教
授

松
岡
由
香
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禅
文
化
研
究
所
研
究
員

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班　
　
　
　
　

禅
文
化
研
究
所

宋　
　
　

力　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
客
員
研
究
員

前
田　

直
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禅
文
化
研
究
所
研
究
員

Jason Protass　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   Brow
n U

niversity A
ssociate Professor



『禅文化研究所紀要』は、32 号より原則的に
電子書籍での刊行となりました。
下記の禅文化研究所ウェブサイトにて無料
公開させていただいております。
http://www.zenbunka.or.jp

禅
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
九
号

　
　

二
〇
二
六
年
三
月
三
十
一
日
発
行

　
　
　
　
編
集
兼

発
行
者　
公
益
財
団
法
人 

禅
文
化
研
究
所

	

　
　
　
　
　

〒
六
〇
四
―

八
四
五
六　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
壺
ノ
内
町
八
―
一  

	
	

花
園
大
学
内

	

電　

話　

〇
七
五
―
八
一
一
―
五
一
八
九

	

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
―
八
一
一
―
一
四
三
二


